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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「やめてください……！」

　吹ふき抜ぬけのダンスホールに響ひびいたのは、今にも泣きだしそうな少女の悲鳴だった。

　楽団の旋せん律りつにヒビが入り、ワルツを踊おどっていた人々の足が乱れる。愛あい想そ笑いが中心の社交界において、あまりにも場ば違ちがいな声に皆が驚おどろいて振ふり返る。

　一いち躍やく人々の視線を集めた先には、まだ十代半ばの貴族の令れい嬢じようが立っていた。ふんわりとしたピンク色のドレスがよく似合う。笑えばきっとかわいいのに、大きな瞳ひとみには今、必死でこらえた涙なみだが溜たまっている。

「大げさな奴やつだな。たかが酒を勧すすめられたぐらいで叫さけぶなんて」

　少女の前に立つ中年の男が、苛いらついたように落ちてきた髪かみをかき上げた。

「また伯はく爵しやくか。あの子も捕つかまっちゃうなんて、運が悪いよな」

　二人を遠巻きに眺ながめていた人々の間から、げんなりとしたつぶやきがこぼれてくる。だが、当の伯爵だけは周囲の冷たい視線にも気づかなかったらしい。

「私の酒など飲めないと言うのか？　どうなんだ？」

　酒臭くさい息と一いつ緒しよに、飲みかけのグラスを押しつける。令嬢の顔が泣きそうに歪ゆがむのを見て、ホールではざわめきが生じた。が、誰だれ一人として動かない。かわいそうだと思いはしても、みんな嫌いやなのだ。令嬢を助けたせいで、社交界の主である伯爵に目をつけられるなど。

「君はあくまで私の酒を断ると言うんだな？　なら、今夜は酒の代わりに私が社交界のマナーについて教えてやろう」

　伯爵の元々大きくはない目が不自然なほどにすーっと細くなる。と、同時に、令嬢の頭の上でグラスが傾かたむけられた。人々の息を吞のむ音がホールの空気を揺ゆらす。ピンク色のドレスがワインレッドに染まる未来を、その時、その場にいた誰もが思い描えがいた。

　たった一人を除いて。

「お酒でしたら、私がいただきますわ」

　凜りんとした声とともに、後ろから伸のびてきた手がグラスを掠かすめ取る。

「誰だ!?　いきなり何をする!?」

　伯爵が露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうな声を出す。手の主が一歩前に出た瞬しゆん間かん、その顔からは怒いかりが消えた。代わりに軽い驚きが彼を襲おそう。令嬢を助けたのは、まだ十六、七歳の少女だった。

　彼女がそこにいるだけで、パッと辺りが華はなやぐのがわかる。服装のせいではない。清せい楚そな水色のドレスに高く結ゆい上げた栗くり色いろの髪はパーティーの定番だ。それより人々の視線を一身に惹ひきつけてやまなかったのは力強い翡ひ翠すいの瞳と、整った顔に浮うかぶ輝かがやくような笑えみだった。

　眉まゆ根ねを寄せる伯爵に、少女がにっこりほほえみかける。次の瞬間、彼女は持っていたワインを一気にあおった。

「まろやかでいながら深みのある、いいワインですわね。さすがですわ。このチョイスも、あなたのやさしいお心も」

　まさかこのタイミングで褒ほめられるとは思わなかったのだろう。伯爵は口を開きかけたまま、毒気を抜かれたように言葉を失った。周りの人たちも少女の意図がわからずに、戸と惑まどいと好こう奇きに満ちた視線を交かわし合う。伯爵が何か言いだす前に、少女は令嬢の方を振り返って尋たずねた。

「ねぇ、あなた。あなたはまだ社交界デビューして日が浅いのよね？」

「え？　私ですか？」

「そうよ。見たところ、私より少し年下のようだけれど」

「あ、はい。ついこの間、十五歳になったばかりですから」

「やっぱり！　この方はね、まだ若いあなたを気き遣づかってくださったのよ」

　言われた意味を理解できなくて、令嬢がまばたきを繰くり返す。少女は気にせず、今度は同じように疑ぎ問もん符ふを浮かべている伯爵に、やさしく笑いかけた。

「おいしいワインを勧めることで、あなたは社交慣れしていない彼女の緊きん張ちようを少しでもほぐそうとしてくださったんですよね？」

「は？」

「そうですわよね？　あなたは社交界のお手本となるべき、やさしい伯爵様ですもの」

　笑顔のまま少女が伯爵に迫せまる。圧あつ倒とうされた彼は、この時になって初めて助けを求めるように辺りを見回し──今さらながら気づいた。自分に向けられた周囲の眼まな差ざしが氷よりも冷たくなっていることに。

「あ、ああ……まぁ、君の言う通りだな。私はやさしいから気を遣ってやったんだ」

「さすがですわ、伯爵様。改めてご令嬢に代わってお礼を申し上げます」

「感謝されるほどのことでもないな。これが社交界のマナーというやつだ」

　えらそうに胸を張ってはいても、その実、先ほどの視線がよほどこたえたのか。今までの勢いが噓うそのように、伯爵はすごすごと引き下がった。

「すごいな。あの子ってば、伯爵の面子メンツをつぶさずにこの場を収めちゃったよ」

「それにしても、あの笑顔ってまさか……」

　遠巻きに少女を眺めたまま、人々の間で賞賛と憶おく測そくがささやかれる。その時だった。

　パチ、パチ、と手をたたく音が、突とつ如じよとしてホールに響いた。

「誰だ？　拍はく手しゆなんかして、見み世せ物ものじゃないぞ！」

　数秒前のことなど三歩進むと同時に忘れたのか、伯爵が尊大な態度でわめき散らす。不快そうにすがめられていたその目は音源を探してさまよい──ある一点にきた途と端たん、驚きと後こう悔かいの狭はざ間まで大きく揺れた。

　ホールの入り口に一人の青年が立っていた。ただそれだけのことなのに、どんな役者でも敵かなわぬほどの存在感と華を感じさせる。彫ほりの深い端たん整せいな顔立ちや、金きん蜜みつ色に輝く髪のせいだけではない。印象的なのは目だった。金色がかった碧あおい瞳は今、渦か中ちゆうの少女をまっすぐに見つめている。青年は今年十九歳になるヴィスコンティ王国の第一王子、ジェラルドだった。

「殿下！　いついらして──」

　伯爵が慌あわててすり寄っていく。ただ当のジェラルドは見向きもせずに、人々が空けた間を通って少女の前に進み出た。

「こうして話すのは初めてだが、さすがだな。この場を穏おん便びんに収めるとは、最年少首席の称しよう号ごうは伊だ達てじゃないらしい」

「え？　最年少首席で女って……」

「まさか、あのエリーナ・ガウディーニか!?」

　人々がざわり、とどよめく。彼らの戸惑いを肯こう定ていするように、少女はにっこりほほえんだ。

「初めまして、ジェラルド殿下。覚えていただけて光栄ですわ」

「おまえを知らぬ者など、この国の王都にはいないだろう。少なくとも、名前だけならどんなに世事に疎い奴だって知っている」

　ジェラルドのどこか含ふくんだ物言いに、人々は皆心中で同意した。エリーナは最難関の誉ほまれ高い政務官採用試問にわずか十四歳で合格した才さい媛えんで、同世代のディノ・ストラードと並んで、若手の出しゆつ世せ頭がしらと目されている。と、それだけでも噂うわさになるには十分だったが、彼女を有名にした理由はさらにもう一つあった。

「これが鉄てつ壁ぺきの笑顔というやつか」

　エリーナの顔に浮かんだ笑みを、ジェラルドが無感動に見下ろす。

「間近で見るのは初めてだが、どんな状じよう況きようでも崩くずれることがないとは見事だな」

「ありがとうございます。殿下にそう言っていただけて、嬉うれしいですわ」

「別に、褒めてはいない」

　ジェラルドがつまらなそうに言った。次の瞬間、エリーナの視界が揺れた。遠巻きに眺めていた人々の間から悲鳴が上がる。それは完全な不意打ちだった。急に伸ばされた手がエリーナの腰こしを引き寄せたのだ。

　驚く顎あごに指がかけられ、力任せに顔を上向かされる。金色の光を帯びた瞳が、獲え物ものを吟ぎん味みする獣けもののように翡翠の瞳を射い貫ぬいた。瞬まばたきすら許されぬ緊きん張ちよう感かんの中、それでも消えぬ笑みの存在を認めて、ジェラルドの形のいい唇くちびるがフッと皮肉げにつり上がる。

「気に入らないな、この笑顔は。だが、頭のいい女は嫌きらいじゃない」

　親指が唇の縁ふちをそっとなぞる。エリーナの背筋をぞくりと冷たいものが走った。刹せつ那な、身体からだを支えていた手を急に離されて、彼女は倒たおれそうになった。はらり、とこぼれた一筋の髪が視界を遮さえぎる。それでもなんとか踏ふみとどまって顔を上げると、すべてを見み透すかすような碧い瞳と目が合った。ホールの空気が息もできなくなるほどに張り詰つめる。ジェラルドはしばらくの間無言でエリーナを見下ろしていたが、やがて興味を失ったらしい。

「帰るぞ、ロレンツォ」

　控ひかえていた従者に声をかけると、何事もなかったかのようにきびすを返して歩きだした。

　金蜜色の髪かみが扉とびらの向こうに消える。と、同時に、最初に息を吹ふき返したのは伯はく爵しやくだった。

「フンッ！　所しよ詮せんは母親が平民出のまがいものの王族のくせに！　なぁにをえらそうに！」

　隣となりにいた男が慌てて「シッ！」と指を唇に当ててたしなめる。

「今さら、なんだ？　みんな本心ではそう思って──」

　伯爵は言葉の途と中ちゆうでハッと口をつぐんだ。男の見つめる先にはエリーナがいたのだ。

「あ、いえ、あの、エリーナ様。今のは言葉の綾あやというものでして……」

「わかっておりますわ。ご生母がどのような方であろうと、殿下が殿下であることに変わりはありませんものね」

　エリーナはそう言うと、これ以上伯爵と話す気はなかったのか、ホールの端はしに向かった。そこでは、ことの成り行きを見守るしかなかった楽団員たちがポカンと口を開けて座っている。

「せっかくのパーティーですもの。もう一度、音をいただけませんか？」

「……え？　あ、はい！　ただいま！」

　楽団員たちが慌てて楽器に手を伸ばす。

「殿下はお帰りになってしまわれましたが、私たちはもう少しだけ楽しい夜を過ごしましょう」

　人々の輪の中心で、エリーナが優ゆう雅がにほほえむ。

　嵐あらしは過ぎ去り、やがてホールには明るい旋せん律りつと人々の笑いさざめく声が戻もどってきた。

[image: くぎり]

　王都の一角に立つそのレストランはローズ亭ていと呼ばれていた。その名の通り、玄げん関かん脇わきの生け垣がきには幾いく種類ものバラの花が植えられており、四季を通じて様々な色を楽しむことができる。

　美食とバラのかぐわしき香かおりと、さらに最近ではこの店に下宿している王都一有名な少女を見ようとして、ローズ亭には引きも切らずに客が来る。だが、陽ひが落ち、辺りが暗くら闇やみに閉とざされる頃ころにはその前を通る者もなく、店が抱かかえる秘密に気づく者もなかった。ローズ亭を切り盛りしている老ろう夫ふう婦ふでさえ知らない。それは、月だけが知る秘密だった。




「あの伯爵！　権力を笠かさに着て女の子に迫るなんて、最低よ！」

　鋭するどい啖たん呵かが切られると同時に、銀色の放物線が夜の冷たい空気を切り裂さく。

「誰だれも見てなかったら、あの色ボケ頭を蹴け飛とばしてやったのに！」

　実行できなかったことを悔くやむように、右足がタタンッと小気味よく床ゆかを踏む。鋭い軌き跡せきが再び虚こ空くうに描えがかれ、頂点でピタリと止まった。今、その手の内にあるのは鈍にぶく光る銀の塊かたまり──俗ぞくに鉄アレイと呼ばれるものだった。

「あー、今日もいい汗あせをかいたわ」

　フーッと息をつくと、エリーナは額にへばりついていた髪をかき上げた。鉄壁の笑え顔がおから一転して、その顔には今めまぐるしい感情の波が押し寄せている。

　最年少首席も、鉄壁の笑顔も噓じゃない。しかしそれらは所詮、出世するために作り上げた外の顔。本当の自分は笑みの下にずっと隠かくしてある。夜、一人になる時を除いては。

「上司命令で仕方なく行ったパーティーだったけど、あそこまでひどいとは思わなかったわ」

　うめいたエリーナは誰も見ていないのをいいことに、窓まど枠わくにべろんとだらしなく上半身を預けた。

「本当に最悪よ。どうしようもない貴族のエロオヤジはいるし。それにあの王子！　初対面の相手に対して、失礼にもほどがあるわよ！」

　脳のう裏りをよぎったのは、すべてを見透かすような碧い瞳ひとみだった。顎にかけられた指の感かん触しよくがまだ残っている。忘れられるはずもなかった。そのあとに投げつけられた言葉も含めて。

「笑顔が気に入らなくて悪かったわね！　私が笑っていようが、泣いていようが、あなたには関係ないでしょ!?　大人の対応なんて捨てて、伯爵と一いつ緒しよに蹴飛ばしてやりたかったわよ！」

　そんなことをしたら政務官をクビになるどころか、不敬罪で捕つかまってしまう。だから笑顔の下に苛いら立だちを押しこめて、引きつりそうな口元を必死で隠していたというのに。

　溜たまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出すように、エリーナは勢いよく腕うでを振り上げた。窓外に広がる闇やみに向かって、すっと一筋の直線が引かれる。それはいつものことだった。いつもそうやって軽く身体を動かして、心身ともにスッキリしてから眠る。しかし、この日は違ちがったことがただ一つ。

　妙みようにスースーとした喪そう失しつ感かんを手の内に感じた。その意味に気づいた時には遅おそかった。見慣れた銀の塊が視界をよぎる。ただその終着点は自分の手ではなく、闇の彼方かなただった。

「え？　噓うそでしょ!?　ちょっと！」

　エリーナはとっさに窓から身を乗り出した。が、伸のばした手が摑つかめたのはやわらかな初春の空気だけ。直後に、ゴスッと鈍い物音が暗闇から返ってくる。

「………………えーと」

　すこぶる嫌いやな予感がエリーナを襲おそった。慌てて持ってきた燭しよく台だいの火をかざしてみる。しかしどんなに目をこらそうと、光の届く範はん囲い内にそれは見当たらなかった。

　結論──鉄アレイは塀へいを飛び越こえて、通りの向こうに不時着したようだ。

（あんなとこまで飛んでいっちゃうなんて、私ってば最近鍛きたえすぎた!?）

　こんなところで筋トレの成果が明らかになったって、全然嬉しくない。一刻も早く回収に向かおうとして部屋の扉に手をかけた。その時、頭上でガラリと窓の開く音がした。

「ねぇ、あなた。今、大きな音がしなかった？」

「暗くてよく見えないが、まさか泥どろ棒ぼうじゃないだろうな？　ちょっと見てこようか？」

　どうやら先ほどの物音で起きてしまったらしい。緊きん張ちようの色を帯びた老夫婦の会話が夜風に運ばれて聞こえてくる。エリーナの全身から一いつ瞬しゆんにして血の気が引いていった。

（冗じよう談だんじゃないわよ！　もしあれを見つけられたりしたら──）

　鉄壁の笑顔は、明日あしたから鉄アレイ女の二つ名に取って代わられることだろう。同じ鉄は鉄でも、意味は全然違う。そんなことになったら、身の破滅だ。

「あなた、外に出るならコートを着ないと。春とはいえ、夜はまだ冷えるんですから」

　夫を気き遣づかう老夫人の声がエリーナの呪じゆ縛ばくを解いた。悠ゆう長ちように固まってる場合じゃない。窓枠の上に持っていた鉄アレイの片割れを置くと、ここが一階であるのを幸いに、窓から外に飛び出す。玄げん関かんはまだ開いていない。今ならまだ見られずに済む。

　塀に手をかけると、エリーナはグッと力をこめて身体を持ち上げた。鉄アレイを探して首こうべを巡めぐらせる。刹那、彼女は塀に足をかけたままの姿勢で固まった。

　最初に気づいたのは、影かげだった。いつもと同じ夜の中にあって、一ひと際きわ黒い影が通りの真ん中に佇たたずんでいた。目をこらす。乾かわいた風が吹いて、雲間から月が顔を出した。どこまでも透すき通った光が影の輪りん郭かくを徐じよ々じよに浮うかび上がらせていき──やがてエリーナは、それが一人の青年であることに気づいた。

　年の頃は二は十た歳ち前後だろうか。闇よりも深い漆しつ黒こくの髪に、黒い瞳。その面おも差ざしはこの世のものとは思えぬほどに整っている。

（私ってば、夢を見てるのかしら？　こんなにきれいな男の人が現実にいるはずないし……）

　限界まで目を見開いたまま、青年を凝ぎよう視しする。彼の方はエリーナを見上げた途と端たん、なぜか額に手を当ててうめいた。ともすれば無機質に感じられる美び貌ぼうに人間らしさが宿る。続く言葉は、彼をさらに人間らしくさせた。

「その格好、目のやり場に困るんだけど」

「え？」

　エリーナは視線の先をたどって、初めて気づいた。自分は今レースのネグリジェを着ている。それは人に見られてもさほど問題のない姿だった。が、その下に隠されているべき脚あしが塀の上でむき出しになっていたのだ。

「うきゃぁぁぁぁぁぁ！」

　反射的に脚を隠そうとした瞬しゆん間かん、エリーナは塀からすべり落ちた。

「うっ！　痛っ！」

　恥はずかしかったせいか、痛かったせいか、理由のわからない涙なみだが目元ににじむ。こんなに生々しい感覚が夢であるはずがない。だが、現実とも思えない。ゆっくり考える前に、まずは起き上がってネグリジェの裾すそを整える。と、その肩かたに後ろからコートがかけられた。
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「大だい丈じよう夫ぶ？　足をひねったりしてない？」

　顔を上げると、いつの間に塀を飛び越えてきたのか、青年が横に立っていた。夜空を溶とかしたような黒こく瞳とうが心配そうに自分を見下ろしている。目が合った瞬間、エリーナは気力で涙を引っこめてほほえんだ。

「ご心配くださり、ありがとうございます。ですが、どうかお気になさら……ずっ!?」

　コートを脱ぬぎかけたまま、不自然な姿勢で固まる。その目は青年の手元を凝視していた。淡あわい月つき影かげの下でもはっきりわかる。銀色に光る鉄の塊──それは、彼女が投げ飛ばしたはずの鉄アレイだった。

「ああ、これ？　さっき急に頭の上から落ちてきたんだけど、やっぱり君のだった？」

　気づいた青年がハンカチでも渡わたすような軽い仕草で鉄アレイを差し出してくる。エリーナはともすれば引きつりそうになる表情筋を必死で御ぎよして、笑顔のまま首を横に振ふった。

「せっかく持ってきていただいたのに残念ですが、それは私のものではございませんわ」

「そう？　でも確かにこっちの方角から飛んできたんだけど」

「何かの見み間ま違ちがいですわ」

「そこの窓枠の上に、これと同じ鉄アレイが置かれてるんだけど」

「幻まぼろしですわ」

「………………」

　どこまでもにっこり笑顔で否定する。青年は何か言いたそうな顔でエリーナを見ていたが、彼が再び口を開く前に、ドンドンと扉とびらを激しくたたく音が二人の間に割りこんできた。

「ちょっと、あなた！　悲鳴が聞こえたけど大丈夫なの!?」

　部屋の外から呼びかけられて、エリーナは固まった。どうやら自分で思った以上に大きな声を上げてしまったらしい。ローズ亭の老夫人が心配して様子を見に来てくれたのだ。

（ちょっと待ってよ！　気にかけてくれるのは嬉うれしいけど、今は──）

　こんな夜中に、鉄アレイを挟はさんで見知らぬ青年と話している姿を目もく撃げきされたら、どうなるか。筋トレがばれるどころの騒さわぎじゃない。

「大丈夫？　出なくていいの？」

　言葉と裏腹に、まったく心配してなさそうな口調で青年が話しかけてくる。

　エリーナは頭をかきむしりたい衝しよう動どうを必死にこらえて、青年と扉を見比べた。その間にも扉をたたく音はどんどん大きくなっていく。その響ひびきが彼女に決断を促うながした。

「お願いがありますの！」

　叫さけぶと同時に、エリーナは肩にかけられていたコートをおもむろに脱ぎ捨てた。青年が驚おどろいて目を瞠みはる。その手にコートと鉄アレイを押しつけて、胸の前でパンッと手を合わせる。

「しばらくの間、これらのものを預かっていただけませんか？」

「……それって、どれくらいの間？」

「本当に少しだけですから、お願いいたしますわ！」

「待ってよ！」

　有う無むを言わさぬ笑え顔がおで押し切ると、エリーナは引き留めようとする手をかわして青年に背を向けた。窓から部屋に戻もどって、後ろ手にカーテンを閉める。

「あなた、大丈夫なの!?」

　扉を開けると同時に、老夫人の心配そうな顔が飛びこんでくる。

　先手必勝。エリーナは彼女が騒ぎだす前に、そのふくよかな身体からだに抱だきついた。

「いったいどうしたの？」

　戸と惑まどう老夫人に向けて、弱々しく笑いかける。

「ごめんなさい、明日も早いのに起こしてしまって。実は……怖こわい夢を見てしまったの」

「まぁまぁ、それで！　かわいそうに！」

　人のよい老夫人は、それだけで悲鳴の理由を納なつ得とくしてくれたらしい。しわくちゃの手が安心させるようにエリーナの髪かみをなでる。と、その肩かた越ごしに、外の様子を見に行っていたらしい夫が戻ってくるのが見えた。

「おーい、二人とも。通りの方には誰だれもいなかったし、特に変わったこともなかったぞ」

「あら、すごい音がしたと思ったんですけど、気のせいだったんですかね」

　老夫人は納得のいかない顔をしていたが、それ以上詮せん索さくする気はなかったらしい。

「今夜は冷えそうだから、暖かくして寝ねるのよ。今度こそいい夢を見てね」

　エリーナの身体をぎゅっと抱だきしめて、額に小さなキスを落としてくれる。そのやさしい顔が扉の向こうに消えた瞬間、エリーナはヘナヘナと床ゆかにしゃがみこんでしまった。

（あ、危なかったわ……！　さすがに今回はばれるかと思った！）

　ぐったりと膝ひざに額を押しつけて、深い安あん堵どの吐と息いきをこぼす。しかし、今夜はそれで終わらなかった。クスクスと必死にこらえたような笑い声が、夜風に乗って部屋に運ばれてくる。

（そうだわ！　そういえば、あの人！）

　思い出したエリーナはカーテンの隙すき間まから慌あわてて外の様子を窺うかがい──次の瞬間、笑顔が引きつるのを感じた。窓まど枠わくのすぐ下に、青年が身を隠かくすように座っていた。先刻エリーナに押しつけられた鉄アレイを律りち儀ぎに持ったまま、下を向いた肩がなぜか小刻みに震ふるえている。

「どうなさいましたの？」

　青年は視線を上向けた瞬間、エリーナの顔を見て口元を手で覆おおった。指の隙間から隠しきれなかった笑しよう声せいがこぼれ落ちる。

「いい笑顔だね。けど、いくらなんでも素す顔がおと外そと面づらで落差があり過ぎるんじゃない？」

「……失礼ですが、おっしゃっている意味がわかりませんわ。これは私の素顔ですのに」

「じゃあ、殿下も『伯はく爵しやくと一緒に蹴け飛とばしてやりたかったわよ！』って気持ちの方が外面になるわけ？」

「…………っ!?」

　青年の顔にいたずらっぽい笑みがひらめく。エリーナは声にならない悲鳴を上げてあとずさった。誰もいないと思って油断していたが、青年には最初から全部聞かれていたのだ。

（こんな時間に偶ぐう然ぜん通りを歩いていた──なんてことないわよね？　なら、この人はなんの目的があって、こんな所にいたの？）

　喉のど元もとにつかえたような不可解さと疑念が入り混じって、笑顔がこわばる。青年の方はまったく気にしていないのか、立ち上がると全身で警けい戒かいするエリーナにほほえみかけた。

「安心していいよ。別に、誰にも言うつもりはないから」

「じゃあ、あなたはなぜ──」

「俺は今日これを返しに来ただけだから」

　そう言うと、青年はどっしりと重たい鉄の塊かたまりをエリーナの手に渡した。その言葉を鵜う吞のみにすることなどできなくて、不信感に満ちた目で青年をにらむ。

　透すき通った月影が二人の顔をなでていく。深い陰いん影えいを落とす横顔はこの世のものとは思えぬほどに整っていて──刹せつ那な、エリーナは心に響く何かを感じた。

（私、この人を知ってる？）

　それはなんの脈みやく絡らくもなく、頭あたまに浮うかんだ直感だった。青年に会ったことなどないはずなのに、自分は彼を知っている気がする。

「……あなたは誰なの？」

「俺がわからない？」

　青年の艶つやめいた顔に、どこか寂さみしげな笑みが浮かぶ。すっと伸のばされた手が頰ほおに触ふれた。

　エリーナはまるで魅み入いられたように動くことができなかった。自分を見つめる瞳ひとみは黒曜石のように深く、澄すんだ輝かがやきを放っている。刹那だが、その中になつかしい光を見つけた気がして、彼女は胸を押さえた。それは言葉よりも雄ゆう弁べんに、多くの思いを語る光で。

（もしかして……いえ、まさか）

　思考の波間に浮かんだ名前をエリーナは追い払はらった。そんなはずはない。自分は都合のよいおとぎ話を信じていいほど子どもではないのだと言い聞かせる。

　その時、佇たたずむエリーナの頰から青年の手がゆっくりと離はなれていった。

「今日はもう帰るから、君もゆっくり寝てよ」

　止める間もなかった。青年は一方的に別れを告げると、重力を感じさせない身軽さで塀へいに飛び乗った。

「待って！　あなたは結局、誰なの？」

「その答えはまた今度。今日はもうおやすみ、エリーナ」

　振り返った顔がやさしくほほえむ。刹那、エリーナは全身の血がサーッと音を立てて引いていくのを感じた。

「あなた、私の名前を知って……！　待って！　あなたはいったい誰なの!?」

　青年を追いかけて、塀をよじ登る。しかし、伸ばした指先はその背に触れることすらできなかった。手の先に広がるのは、どこまでも深い夜の闇やみ。まるで闇に溶とけたかのように、青年の姿は通りから消えていた。

（噓うそでしょ!?）

　エリーナは頭がまっ白になるのを感じて、その場に立ち尽つくした。青年は自分の素顔を目撃した。彼は自分の名前を知っていた。その二つを結びつけた答えは一つしかない。

（エリーナ・ガウディーニの笑顔は外面だってばれた!?）

　蒼あおい月つき影かげが降り注ぐ中、エリーナは最悪の事態を思い描えがいて悲鳴を上げそうになった。
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　鷲しゆう頭とうの大陸、三大国の一つであるヴィスコンティ王国は花の王国の二つ名で親しまれていた。といっても、国中に花が溢あふれているわけではない。花は、この国の象しよう徴ちようだった。

　王州がバラの花で表されるように、この王国には花の名を冠かんする七つの州が存在する。王州を除く各州は今から三百年ほど前、アッティラ帝てい国こくからの独立を勝ち取るため初代国王を助けて戦った六将軍の末まつ裔えい──六卿きようと、王州から派は遣けんされる執しつ政せい官によって共同統治されていた。

　優ゆう秀しゆうな頭脳を持つ政務官の中でも、執政官にまで出世できる人間はほんの一ひと握にぎりしかいない。若手の中では現在カトレア州に赴ふ任にん中のディノ・ストラードと並んで、エリーナが将来の最有力候補と見なされていた。最年少首席の称しよう号ごうを持つ彼女なら、そのうち最年少執政官の座も射止めるだろうというのだ。そんな噂うわさも出るほど、エリーナの能力は高く評価されていた。が、そんな彼女も今け朝さは自分の席に着くなり、あまりの眠ねむさに額を机に打ちつけそうになった。時間通りに出仕できただけでも褒ほめてもらいたい。何しろ昨日は一いつ睡すいもしていないのだから。

　現在、エリーナを悩なやませている問題はただ一つ。昨夜の青年の正体だった。彼女の名を知る人は多くても、名前と顔を一いつ致ちできる相手は限られてくる。それはローズ亭ていの手伝いをしている時に自分を見た客か、王宮ですれ違ちがうことのあった政務官たちか。

（何をしてる人か知らないけど、一刻も早く見つけ出して口止めをしなきゃ！）

　誰よりも早く出世するため今まで必死でやってきたのに、こんなところで人生設計を狂くるわされてはたまらない。

　脳内で今後の対策を練り始める。と、その目前に一枚の紙が差し出された。瞬しゆん時じに表情を笑顔に切り替かえて顔を上げる。そこにいたのは同どう僚りようの男だった。

「エリーナ、呼び出しがかかっている。早く行った方がいい」

　彼はそれだけ言うと、彼女の返答を待たずにさっさと自分の席に着いた。

（こんな朝っぱらから誰かしら？　まさか昨日のあの人──なわけないわよね）

　青年が政務官だと決まったわけでもないのに、神経過か敏びんになっているらしい。エリーナは自分を落ち着かせるように息を吸うと、渡わたされた紙に目を落とし──思わぬ衝しよう撃げきに目を瞠みはった。彼女を呼び出したのは昨日初めて会ったもう一人の青年、ジェラルドだった。




　政務官になってから二年になるが、ジェラルドに呼び出されるなど初めての経験だった。ディノとともに若手の出しゆつ世せ頭がしらと目されていても、今まで特別扱あつかいされることも特になかった。

（それが、どうして急に？　まさか昨日のパーティーのことで、お説教されるのかしら？）

　鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおが気に入らないと言った、皮肉げな声を思い出す。

（でも笑顔がダメなら、どんな表か情おをすれば満足するっていうの？　まさかあれとか？）

　廊ろう下かの先に目をやって、エリーナは心中で嘆たん息そくした。国王軍の制服に身を固めた、まだ二十代半ばの青年が執しつ務む室へ続く扉とびらを守っていた。銀ぎん髪ぱつにアメジストのような紫むらさきの双そう眸ぼうを持つ、やたらと派手な容よう貌ぼうの持ち主なのに、彼からは生きた人間の気配が感じられなかった。王宮で鉄壁の笑顔と並んで有名なそれは、ロレンツォの無表情。

（お母さんのお腹なかに表情筋を忘れてきたっていうけど、本当かもね）

　ジェラルドの腹心の部下である彼は、主あるじが刺し客かくに襲おそわれた時ですら眉まゆ一つ動かさずに身を挺ていして彼を庇かばったという。

「ごきげんよう、ロレンツォ様。殿下に呼ばれて参りました、エリーナ・ガウディーニです」

　とりあえずは、にっこり笑って挨あい拶さつ。紫の瞳はちらりと一いち瞥べつを投げただけで、口を開きもしない。機械的にうなずくと、主のもとに続く扉を無言で開けた。

　会え釈しやくをして中に入る。刹那、エリーナは空気が変わったのを感じて息を吞のんだ。余計な装そう飾しよくをすべて取り払った壁かべにはバラの紋もん章しようを刺し繡しゆうした王国旗が掲かかげられている。その下では今、旗に護まもられるようにしてジェラルドが執務机に向かっていた。

「おい。笑顔のまま何をつっ立ってる？　早く入れ」

　金色がかった碧あおい瞳を向けられて、エリーナは我に返った。自分としたことが、どうやら雰ふん囲い気きに吞まれかけていたらしい。

「失礼いたしました。殿でん下かにおかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしく──」

「からくり人形のような挨拶はいらない。さっさとこっちに来い」

　とっておきの口上を遮さえぎられて、エリーナはこめかみが引きつるのを感じた。だが、こんなところでいちいちつっかかってはいられない。頭を下げたまま、気づかれないように小さく息を吸う。心を整え、顔を整え、鉄壁の笑顔に戻もどって、彼女はジェラルドの前に進み出た。

「私をお呼びとのことでしたが、どういったご用件でしょうか？」

　答えの代わりに、彼は手元の書類を無造作に投げてよこした。

「辞令だ。エリーナ・ガウディーニ、おまえを本日付けでミモザ州の執政官に任ずる」

「…………はい？」

　あまりに唐とう突とつな宣言に、エリーナは自分の耳を疑った。

（執政官になれって言われた気がしたけど、寝ね不ぶ足そくで都合のいい幻げん聴ちようでも聞こえたのかしら？）

「何をぼうっとしている？　おまえは耳が遠いのか？　それとも執政官を知らないのか？」

「執政官のことはよく存じております。ですが……」

　問題は、そこではなかった。執政官は各省の長官に匹ひつ敵てきする権力を持ち、ミモザ州であれば六卿の一人であるミモザ卿とともに同州の統治に当たる。そんな大役を政務官になって二年やそこらの小こ娘むすめに任せるなど、常識で言えば考えられないことだったが──。

（…………噓でしょ？）

　手元の書類に視線を落としたエリーナは、耳に次いで目まで疑った。そこには自分の名前と一いつ緒しよにミモザ州執政官の役職名が書かれていたのだ。しかも国王の署名入りで。

「殿下、本気ですか？」

「おまえをからかって俺になんの得がある？　それに、今回は例外中の例外だ。ミモザ州だからできることでもある」

「どういう意味でしょうか？」

「おまえも聞いたことくらいあるだろう？　ミモザ州の政情を」

「…………ええ」

　わずかに目を伏ふせたエリーナをつまらなそうに眺ながめて、ジェラルドは言った。

「あれほど不幸の薄はく利り多た売ばいをしている州もめずらしい。五年前、ミモザ卿が不治の病に倒たおれたのに続いて、残る唯ゆい一いつの直系であった妹姫ひめもすぐに病死。現在、傍ぼう系けいの貴族がミモザ卿の代理に立っているようだが、それでも政情は安定しない。なぜなら──」

「執政官の相次ぐ交こう替たい、ですね？」

　エリーナの言葉にジェラルドはうなずいた。

「この五年間で、ミモザ州に派遣された執政官は全部で九人。一人につき一年と保もたずに首をすげ替えた計算だな。辞任の理由は病気から精神的不調に至るまでいろいろと挙げられていたが、真の理由はどうやら別にあるらしい──ミモザ州には『影かげ』が出るそうだ」

「……月影の誓せい約やくですか？」

「ああ、子どもの頃ころに聞いた伝説がミモザ州では今もなおまかり通っているようだ」

　ジェラルドが不ふ機き嫌げんそうに机の端を指でたたく。

　それは、ヴィスコンティ王国で育った者なら誰だれもが知っている伝説だった。アッティラ帝国からの独立戦争の折、ヴィスコンティ王国の初代国王らは帝国軍に包囲されて絶体絶命の危機に陥おちいった。そこを救ったのが影と呼ばれる存在だった。影は背後から帝国軍に忍しのび寄り、彼らの足止めをすることで突とつ破ぱ口こうを開いたという。

　影が何者であったかはわからない。唯一明らかなのは、のちに初代ミモザ卿となった女将軍に絶対の忠誠を誓ちかっていたということだけ。その後も影は戦いくさのたびに現れ、今から三十年前に終結したバラノフ・ヴィスコンティ戦争においても、王国を陰かげから護ったと言われている。

「かつてミモザ卿きようとともに王国を護った影が、今は執政官に出て行けと脅おどしをかけているらしい」

「ですが、影の話はあくまで伝説です」

　優秀な、それも執政官にまで昇のぼり詰つめるような者が伝説に怯おびえるなど、信じられなかった。

「言いたいことはわかる。俺だって伝説や呪のろいなんてもんには虫むし酸ずが走るからな。だが、こうも執政官の辞任が続くのであれば、無視するわけにもいくまい。そこで、おまえだ」

　碧い双眸が翡ひ翠すいの瞳ひとみを射い貫ぬく。思わずひれ伏したくなるような威い圧あつ感かんに耐たえて、エリーナはジェラルドを見返した。フッとおもしろがるような笑みが形のいい口元に刻まれる。

「エリーナ・ガウディーニ、おまえにはミモザ州で政情の回復安定に努める傍かたわら、噂うわさの原因をつき止めてもらいたい。まぁ、影が本当にいたところで、その笑顔を見たらあまりに脅し甲が斐いがなくて退散するかもしれないがな。それなら、それでいい」

（……私の笑顔は魔ま除よけでも虫除けでもないんですけど）

　ジェラルドは鉄壁の笑顔を毛け嫌ぎらいしているらしい。いったいこの完かん璧ぺきな外そと面づらのどこに不満があるのか。エリーナは納なつ得とくのいかないものを感じつつも、声に出しては別のことを訊きいた。

「現状はよくわかりました。ですが、私のような若じやく輩はい者で本当によろしいのでしょうか？」

「おまえはいくつになった？」

「来月で十七になります」

「なら、十分だ。俺が初めてバラノフ王国との折せつ衝しように臨のぞんだのも十七の時だった。おまえは、年ねん齢れいや相手の身分を理由に尻しり込ごみするような女じゃない。おまえになら、できるだろう？」

　碧い瞳に、挑ちよう発はつするような金の光がよぎる。エリーナは下腹に力をこめて、その光を受け止めた。ここでできないと言ったら、最年少首席の名が泣く。それに、これほどのチャンスを逃のがす気など毛頭なかった。興奮のあまり上がりそうな息を抑おさえて、深々と一礼する。

「エリーナ・ガウディーニ、謹つつしんでミモザ州執しつ政せい官の任を拝命いたします」

　ジェラルドが乱れなき笑顔をつまらなそうに眺める。と、その時、まるで見計らったようなタイミングで扉がノックされた。ロレンツォが入ってきて、ジェラルドに耳打ちする。途と端たんに、今まで不満そうにくすぶっていた瞳が生き生きと楽しそうに輝かがやきだした。

「もう一人の執政官が城に着いたようだ」

「…………はい？」

　告げられた内容の意外さに、エリーナは思わず素すに戻りかけて慌あわてて笑顔を整えた。各州に派は遣けんされる執政官は通常一人のはずだが、これもまた例外だというのか。

「頭の硬かたい国王や側近連中を説得するには、さすがにおまえ一人では無理があったからな。執政官をもう一人増やすことで妥だ協きようさせたんだ」

「その方とは、どなたですの？」

「ディノ・ストラードだ」

　その名前を聞いた途端、エリーナは今までまとわりついていた違い和わ感かんが一気に解消するのを感じた。これはテストだ。上の連中は若手の出しゆつ世せ頭がしらである自分たちに無理難題を押しつけることで、見み極きわめようとしているのだろう。自分たちが真に使える人間かどうかを。

「相手がディノでは比ひ較かくの目を逃れられないな。さすがのおまえでも、それは嫌いやか？」

　黙だまりこんだエリーナの顔をジェラルドがおもしろがって覗のぞきこんでくる。彼女は完璧な笑みを浮うかべたまま、ゆっくりと首を横に振ふった。

「どなたが同どう僚りようでも関係ありませんわ。私は自分に与あたえられた職務をこなすだけですもの」

「フン、模も範はん解答ってやつだな」

　ジェラルドが物足りなそうに言い捨てる。そこへ再び入ってきたロレンツォが、ディノの到とう着ちやくを告げた。直接面識がないため彼がどういう人間か詳くわしくは知らないが、エリーナにとってそんなのはどうでもよかった。自分は自分なりに、今回のチャンスを最大限活用するのみだ。

　笑顔の下に本音を隠かくして、ディノを待つ。やがて、低く深みのある声が扉とびら越ごしに聞こえた。

「ディノ・ストラード、只ただ今いま王都に帰き還かんいたしました」

　それはごくありきたりな挨あい拶さつだった。が、耳にした瞬しゆん間かん、エリーナは強きよう烈れつな既き視し感かんが胸をつき刺さすのを感じた。

（この声って、どこかで……）

　扉とびらが外から開かれた。政務官の制服である黒いブーツが深しん紅くの絨じゆう毯たんを踏ふみしめる。さらりと揺ゆれる黒くろ髪かみが視界に映った。刹せつ那な、エリーナは鉄てつ壁ぺきの笑顔にヒビが入るのを感じた。

（噓うそでしょ!?　いくらなんでもそんなはず……！）

「よく帰ってきたな、ディノ。待っていた」

「お久しぶりです、殿下。このたびは執政官にご任命くださり、ありがとうございます」

　ジェラルドに肩かたをたたかれて、青年が穏おだやかにほほえむ。その笑みは見ている者の心を和なごませるような、不思議な魅み力りよくを持っていた。しかし、それはエリーナにとって悪夢以外の何ものでもなかった。

（どうしてあの人がここにいるのよ!?）

　一度見たら忘れられない、黒髪黒目の艶つややかな美び貌ぼう。ディノと呼ばれる青年は、昨夜エリーナの素す顔がおを目もく撃げきした青年だった。

「また会ったね」

「おまえたち、知り合いだったのか？」

　青年がエリーナに話しかけたのを見て、ジェラルドの眉まゆが意外そうに跳はね上がる。そこに含ふくまれたかすかな不ふ審しんの色に気づいて、エリーナは慌てて首を横に振った。

「ディノさんと私は今日が初対面ですわ。きっと私をどなたかと勘かん違ちがいなさって──」

「鉄アレイ」

「…………っ!?」

　耳元でぼそっとささやかれた一言に、頭の中が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく。見ると、明らかにおもしろがっている顔つきのディノと目が合った。

（なんなのよ、この人！　って、まさか──！　今のうちに競争相手である私をスキャンダルでつぶしておこうっていうの!?）

　よくある話だ。自分の出世に邪じや魔まな人間を排はい除じよしようとする者などいくらでもいる。

（そんなこと絶対にさせないわ！　私だって、せっかくここまで来たのに！）

　よりによってミモザ州の執政官に任じられた今、ディノとの関係を──外面の下の顔をジェラルドに知られるわけにはいかない。

　エリーナは顔に全神経を集中して、まずは何も聞かなかった振りをした。心の底からディノと自分は無関係という振りをしてほほえんだ。が、そんな必死の努力も実を結びはしなかった。

「変な単語が聞こえた気がするんだが。ディノ、おまえ何か言ったか？」

　先ほどのつぶやきを拾ったジェラルドが、律りち儀ぎにもディノに訊き返したのだ。

「実は昨日の夜──」

　エリーナの方をちらちら気にしながら、ディノが口を開く。しかし、そこから生まれるはずの告白は言葉になる前に消えた。ジェラルドからは見えないところで、エリーナが顔色一つ変えずにその足を踏んづけたのだ。

「ディノ？　どうしたんだ？」

　急に押し黙ったディノを見て、ジェラルドが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。生まれた一瞬の隙すきに乗じて、エリーナは二人の間に割って入った。

「殿でん下か、ディノさんは王都に戻もどっていらしたばかりで、お疲つかれなのではありませんか？　ここは一度休きゆう憩けいを取ってから改めて──」

「ひどいな、エリーナ。そんなムキになって否定しないでよ。せっかく知り合えたのに」

　必死で話題を逸そらそうとするエリーナの耳に、ディノがクスリと笑う声が聞こえた。

（私は、あなたとは一生他人でいたかったわよ！）

　叶かなうことなら、昨夜まで時間を戻してすべてをなかったことにしたい。しかし絶対に無理な以上、今はできることをしなければならなかった。

　エリーナは自分を落ち着けるように小さく息を吸うと、にっこりとディノに笑いかけた。

「失礼ですが、あなたはどこかのご令れい嬢じようと私を勘違いなさっているようですわ」

「そんなことないよ。いろんな意味で、君ほど印象的な人を忘れられるわけがない」

「……私はそれほど目立つ女ではありませんし、やはり記き憶おく違いですわよ」

　これ以上何も話すなと、器用にも笑顔のまま、殺気のこもった目でにらみつける。そんなエリーナを見て、ディノはやれやれと肩をすくめた。

「本当にひどいな、君は。昨夜だって下宿先の奥さんに俺との関係がばれそうになった途端、俺を隠そうとしたし」

「…………っ!?　変な言い方をしないでくださいます!?　昨日のあれは、あなたが──！」

　エリーナはとっさに反論しかけて、途と中ちゆうではたと口をつぐんだ。腕うでを組んだジェラルドが不ふ機き嫌げんそうな顔でこちらを見ている。

「殿下、あの、これは……」

「ずいぶんと変わった初対面だな。それとも俺が知らなかっただけで、最近は夜中に逢おう瀬せを重ねる間あいだ柄がらのことを初対面と呼ぶのか？」

「……………………」

「まぁ、まったくもてない女というのもつまらないからいいが」

　ジェラルドがぽつりとこぼした。そのつぶやきはエリーナの耳に届いていなかった。かろうじて笑顔を維い持じしたまま、思考が完全に停止している。そんな彼女と、反対にすこぶる楽しそうなディノの二人を見比べて、ジェラルドは平へい坦たんな声で告げた。

「おまえたちが初対面だろうと恋こい人びと同士だろうと、俺には関係ない。二人とも用意が調ととのい次し第だい、速すみやかにミモザ州に向かえ」




　世界の終わりを目にした人は、きっと今の自分のような気持ちに違ちがいない。

　執しつ務む室の扉が閉じた瞬間、ガクリと膝ひざをつきそうになったエリーナは、それでも気力で背筋を伸のばして廊ろう下かを歩いた。だが、それはロレンツォがこちらを見ている間のことだけで、角を曲がるなり、彼女は素す早ばやく左右に視線を走らせると、ディノを空き部屋に引きずりこんだ。

「こうまでして俺と二人きりになりたいなんて、君って意外と大だい胆たんだね」

　しっかりと内うち鍵かぎまで閉めたエリーナの後ろで、ディノが完全におもしろがっているとしか思えない声を上げる。

（この人はっ……！　って、いけないわ！）

　芽生えかけた殺意を笑顔の下に押しこんで、エリーナは表情筋を引き締しめた。この男のペースに乗せられて言い合いをしている場合ではない。それよりも、今は確かく認にんすべきことがある。

「お互たがい忙いそがしい身ですから、前置きは抜ぬきにしてお訊ききしますわ。あなたの目的はなんですの？　昨夜はなぜあんな時間に、あんな場所を歩いていらしたんです？」

「別に理由はないよ。月を眺ながめていたら、久しぶりに王都を散歩したくなったんだ」

（なにをぬけぬけと！）

　エリーナは内心で歯がみした。王都だって広いのだ。彼の家がどこかは知らないが、それでもそんなに都合よくローズ亭ていの前を通るはずがない。きっと何か目的があったはずだ。

　笑みの下に完全武装の緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせて対たい峙じする。ディノはしばらくの間エリーナの顔を興味深げに眺めていたが、やがて根負けしたようにふっと肩をすくめて言った。

「君はいろいろと後こう悔かいしてるみたいだね。だけど、俺は昨日ローズ亭の前を通ってよかったと思ってるよ。おかげで素顔の君を知ることができた」

「そんなものを知って、どうなさるおつもりです？」

「わかんない？　俺は外そと面づらの君よりも素顔の君の方が気に入ったって言ってるんだけど」

「……………………は？」

　長い沈ちん黙もくの末に、エリーナは間の抜けた声を上げることしかできなかった。

（完かん璧ぺきな外面よりも素顔の方がいいだなんて、この人は何を考えてるわけ？）

　思考も行動もさっぱり読めなくて、不信感満まん載さいの目でにらむ。と、その前に、ディノが手を差し出してきた。

「これはなんの真ま似ねですの？」

「握あく手しゆだよ。俺と君はいいパートナーになれると思うんだ」

（……この人、本気なの？）

　エリーナは無言のまま、目の前の手と艶やかな美貌を交こう互ごに見やった。ディノは何も言わず、自分が手を取るのを待っている。

　何度も見比べた末に、最後エリーナの口をついて出たのは、あきらめにも似た吐と息いきだった。それが答えだと思ったのか、ディノが先を促うながすようにうなずく。

　エリーナはにっこりと彼に笑いかけた。自分もゆっくりと手を差し出す。

　ディノの口元に満足げな笑えみが刻まれる。指と指が触ふれそうになった。刹せつ那な、エリーナは彼の手をパンッと払はらった。

「申し訳ございませんが、同どう僚りようになったところであなたと馴なれ合う気はありませんの。それに私の素す顔がおはこの鉄てつ壁ぺきの笑顔ですから！　失礼いたします！」

　一方的に告げて、部屋を飛び出す。扉とびらを隔へだてた先から小さな嘆たん息そくが漏もれ聞こえたが、エリーナは振ふり向むかなかった。

　自分の素顔を知る人などいらない。理解してもらおうとも思わない。完璧な外面こそがエリーナ・ガウディーニなのだから。

　自分を取り戻すように、口くちの端はしを大きくつり上げる。エリーナは鉄壁の笑顔に戻ると、何事もなかったかのように同僚たちのもとに戻って行った。

　それから互いに言葉を交かわすこともなく、三日後、エリーナとディノの二人はミモザ州に向けて旅立った。

[image: くぎり]

「あなたはミモザを守るために生まれてきた、特別な子なの」

　少年の十歳の誕生日に、母は新しい靴くつと一いつ緒しよにそんな言葉を贈おくった。

　物心がつく頃ころには、自分が人と違うことに気づいていた。ただそのことを知った叔お父じがひどく不機嫌になったのを見て以来、ずっとこの力はいけないものだと思っていた。

　だから偶ぐう然ぜん母にこの力を知られた時には、厳しく咎とがめられることを覚かく悟ごした。しかし予想に反して、身構えた少年を迎むかえたのは母の歓かん喜きに満ちた声だった。そしてそれ以来「ミモザのため」と「特別な子」が母の口くち癖ぐせになり──。

「ミモザがなんだってんだよ」

　十二歳になった少年は口の中で小さく毒づいた。

　自分たち一族がミモザ州と、それを傘さん下かに収める王国にとってどれほど大切な存在であるかは母から繰くり返し聞かされたせいでよく知っている。そしてそうなった背景には、自分たちの先祖が初代ミモザ卿きようと交わした誓せい約やくが関係しているということも。

　だけど、それがどうした。自分のあずかり知らぬ過去に人生を束そく縛ばくされるなんて、まっぴらごめんだった。

　城の門をくぐると、衛兵が少年に形ばかりの声をかけてきた。頻ひん繁ぱんに城の資料室を訪おとずれる少年は彼とも顔なじみで、「いつもの調べ物です」と答えると、すぐに通してもらえた。

　だが実は今日、少年の持つカバンには筆記具も本も入っていなかった。少年の目的は別にある。今日こそミモザ卿の首根っこを捕つかまえて、言ってやるのだ。「あんたと、その先祖のせいで迷めい惑わくしてる」と。ミモザ卿の顔は知らないが、休きゆう憩けいのため日に一度中庭に出てくるという、その情報さえあれば十分だった。

　庭では、ミモザの木が透すき通った空に黄金の華はなを添そえていた。どうせ見つかるために来ているのだから、隠かくれたって意味がない。少年は庭の奥に生えているミモザの木の下に座った。

　春の始まりを告げる、ほのかな甘さを含ふくんだ風が吹ふいて頭上の梢こずえを揺ゆらす。と、その時、葉ずれの中にグギェーッという音階を完全に踏ふみ外した鳴き声を聞いて、少年は反射的に顔を上げた。枝の先に力作らしい大きな鳥の巣を見つけた。刹那、その横にあった白い塊かたまりが風を切って落ちてきた。

「えっ!?」

　少年はとっさに腕を広げた。次の瞬しゆん間かん、涼すずやかな色と裏腹に腕が抜けるかと思うほどの衝しよう撃げきが走った。それでもなんとか落とさずに我が慢まんして抱だいていると、塊がモソモソと動きだした。小さな手が少年の肩かたを摑つかんで、腕の間からひょいと顔を出す。塊の正体は、純白のドレスに身を包んだ十歳ほどの少女だった。

　少女は最初、自分の置かれた状じよう況きようが理解できなかったらしい。きょとんとした顔をしていたが、少年と目が合うと慌あわてて腕うでからすべり降りて言った。

「ごきげんよう」

　ドレスの裾すそをつまむ仕草はいっぱしの淑しゆく女じよのように優ゆう雅がで、顔には天使のような微笑が浮うかんでいる。が、雛ひなを巣に戻もどそうとして親鳥につつかれたのだろうか。淡あわい金きん髪ぱつは四方八方に跳はね上がり、鼻の頭にはまっ赤な擦すり傷きずまで作っている。

　仕草と外見のあまりのアンバランスさに、少年は思わず吹き出した。少女のこめかみがピクリと波打つ。しかし、彼女は文句を口にする前に次の行動に移らなければならなかった。

「姫ひめ様さま、どちらにいらっしゃるのですか？　お裁さい縫ほうの先生が一人にされて困ってらっしゃいますよ。姫様！」

　まだ若い女が自らも途と方ほうに暮れた顔つきになりながら、声を張り上げている。

　少年は足あし下もとに目をやった。ミモザの木の後ろにすっぽりと隠れた少女が、おそるおそる顔を出す。その翡ひ翠すいのような瞳ひとみと目が合った瞬間、少年にはわかった。それは理り屈くつも思考もすべてを超こえて心に響ひびいた答えだった。

　この少女は、初代ミモザ卿となった女将軍の血を引いている。彼女は、少年が文句を言いに来た相手であるミモザ卿の妹だった。

「お裁縫、嫌きらいなの？」

　まさか幼い妹に悪態をつくわけにもいかなくて、女が去ったあと少年が口にしたのは実にどうでもよいことだった。少女も、まさかそんなことを訊きかれるとは思っていなかったらしい。一いつ瞬しゆん意表をつかれたような顔になったが、彼女はすぐに勢いよく首を横に振った。

「あのね、好きとか嫌いとかいう以前に、私にお裁縫をやらせるのは非効率的だと思うの」

「非効率的？」

　幼さに似合わぬ、難しい単語の出現に目を瞠みはる。しかし、聞き違ちがいではなかったらしい。少女は少年の方を見ると、もう一度「非効率的よ」と言ってため息をついた。

「私もついこの間気づいたんだけど、私ってものすごい不器用らしいの。先生は何もおっしゃらなかったけど、目は口ほどにものを言うってやつね。私が針に糸を通そうとしていた時、先生のお顔は笑っていらしても目は絶望してらしたわ。そんな私にお裁縫をやらせるなんて、時間と労力と資源の無む駄だだと思わない？」

　この少女は何が言いたいのか。意図はわからなかったが、それでも筋は通っていたのでうなずくと、彼女は嬉うれしそうに胸の前でパンッと手を組んで続けた。

「私ね、この間お忍しのびで街に連れて行ってもらったの！　街にはいろんな人たちがいたわ。あっという間にほつれた服を直してくれるお針子さんもいれば、遠くの国からキラキラ光る細工物を運んできて、広場で売っている商人たちもいたのよ！」

　まるで年とし頃ごろの娘むすめがパーティーでの思い出を語るように、少女は輝かがやく眼まな差ざしを少年に向けた。

「世の中にはいろんなお仕事があって、人それぞれに得意なものがあるんだから、私が無理をしなくたっていいじゃない？　女だろうと男だろうと、貴族だろうと平民だろうと関係ないわ。お裁縫の得意な人がお針子になればいいし、語学や算術の得意な人が商人になればいいのよ。その方が世の中はうまく回るし、みんなも幸せになれるもの！」

　少女の発言に、少年は少なからぬ驚おどろきを覚えた。

　今から十年ほど前に政務官採用試問が始まり、平民が政務官になる道が拓ひらけたことで職業の選せん択たく肢しも飛ひ躍やく的に増えた。とはいえ、巷ちまたでは依い然ぜんとして性別や生まれがその後の人生を大きく左右する。そんな今の時代に、数歩先んじた見方をできるなんて。しかもそれが保守派の巣そう窟くつだとばかり思っていた、ミモザ城で暮らす姫の言葉だなんて。

「確かに、君にはお城でおとなしくお姫様をやってるよりも商人になって世界中を飛び回ったり、学問所でいろんな人と議論をしたりしてる方が似合ってるかもね」

　それは少年の正直な感想だったが、少女にはその発言こそが驚きだったらしい。

「あなた、変わってるわねぇ」

　翡翠の瞳がまじまじと少年を見つめる。彼の眉まゆがピクリと跳ね上がったのに気づいて、少女は慌ててパタパタと手を横に振った。

「ごめんなさい。変わってるって、いい意味で言ったのよ。私がこういう話をすると、たいていみんな無視するか、『下々の者のことをそこまでお考えになるなんて、姫様はおやさしいのですね』って媚こびを売ってくるかのどっちかだったから、びっくりしちゃって」

　少女は照れたように鼻の頭をこすると、作り物ではない極ごく上じようの笑みを少年に向けた。

「あなた、名前はなんていうの？」

「俺は……」

　差し出された幼い手を少年は握にぎりしめた。

　初代ミモザ卿の血だとか、先祖の誓約だとか関係ない。

　その日、二人は友達になった。
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　湾わんを挟はさんで南に王州、山脈を隔へだてて北にバラノフ王国を臨のぞむミモザ州は戦略の要よう衝しようであると同時に、交易の拠きよ点てんとして発達してきた。他国からの度たび重かさなる侵しん略りやくに抵てい抗こうする一方で、平時にはあらゆる国との通商を認めた結果、莫ばく大だいな富がこの地にもたらされるようになったのだ。

　人と物の流れは河のようによどみなく、多くのものが日々この地を通り過ぎていく。

（けど、今の政情だと、その繁はん栄えいも過去の記録になっちゃうかもしれないのよね）

　夕ゆう闇やみが迫せまる頃ころ、ミモザ州の港に着いたエリーナは目前の大通りに目を向けた。州都に入る手前の町でも、通りを行き交かう人々の中には商人の姿が多く見受けられる。特に目立つのはバラノフ王国の商人たちで、彼らは自国で採れた鉱石や農産品を売りに来ているようだった。

「表面上の景気だけなら、そこまで悪くないようだね」

　思っていたことをそのまま口にされて、エリーナはビクッと肩を震ふるわせた。そっと様子を窺うかがうと、隣となりを歩くディノが同じように通りを見み渡わたしていた。

（この人ってば、あんなことがあったあとなのにどうして普ふ通つうに話せるのよ？　外そと面づらの下を知る人が隣にいるなんて、こっちはものすごくやりづらいのに！）

　ディノには気づかれないよう、エリーナは笑え顔がおの下で小さく嘆たん息そくした。

　今から一週間ほど前、あれほどはっきり拒きよ絶ぜつされたにもかかわらず、ディノの態度はまったく変わらなかった。船旅の間も、ずっと今のように普通に自分に話しかけていた。

（何を考えてるのかしら？　私を油断させておいて、さらなる弱みを探さぐるつもりとか？）

　彼の真意はわからなかったが、いずれにせよこれ以上隙すきを見せるわけにはいかない。決意も新たに、持っていたカバンをギュッと握りしめる。と、その時、ディノが急に足を止めた。

　いつもやわらかな双そう眸ぼうがどことなく険しくなっている。気になったエリーナはその見つめる先に視線を重ねて、同じように気持ちが重たくなるのを感じた。

　大通りから一本逸それた小道に、働き盛りの男たちが幾いく人にんも座りこんでいた。彼らは薄うす汚よごれた格好でボーッと口を開けたまま、通りを行き交う人々を眺ながめている。下へ手たをすると職どころか、帰る家すらないのかもしれない。

（明日あした州都に入ったら、まず失業者対策について考えなきゃダメね）

　はやる気持ちを抑おさえて、エリーナは胸を押さえた。本当は今夜中に州都入りを果たしたかったが、公道の治安が悪化しているせいもあって、この時間に走っている馬車はない。

（明日に備えて、今日はとにかく早く寝ねて──）

　エリーナが今後の段取りについて考えていると、急にスカートの裾すそを引っ張られた。

「ねぇ、おねえちゃんたち今夜はどこに泊とまんの？」

　振ふり向むくと、自分の目線よりもはるか下からこちらをじーっと見上げている少年がいた。にこっと笑いかけられたエリーナは、ほほえみ返すのも忘れてその姿を注視した。まだ十歳くらいか。もっと大きいのかもしれないが、正確な年はわからない。よれよれの服から出た手足は枯かれ木のように細く、頰ほおのこけた顔には不自然なほど大きなえくぼが浮うかんでいる。

「おねえちゃんたち、今夜はどこに泊まんの？」

　立ちすくむエリーナに向けて、少年が同じ問いを繰くり返す。いったいどういう意味だろうか。とっさに答えられないでいると、隣に立つディノが少年に尋たずねた。

「もしかして君、宿屋の客引きをしてんの？」

　少年がコクンとうなずく。そのあどけない仕草に、エリーナは少なからぬ衝しよう撃げきを受けた。まだ小さい子をこんな治安の悪そうな場所で働かせるなど、彼女の常識では考えられなかった。だが、ミモザ州の現実は想像以上にひどいところまできているらしい。

「どこに泊まるかまだ決まってないんなら、うちに来てよ！」

　少年の細い腕うでがスカートの裾を一いつ生しよう懸けん命めい引っ張る。

「いいんじゃない？　どうせ今夜はこの町で一泊ぱくしなきゃなんないんだし」

　ディノに促うながされるまでもない。エリーナには少年の手をふりほどくことができなかった。




　少年に連れて行かれた先は小さな宿屋だった。夕暮れが迫り、茜あかね色いろに染まった室内は酒とタバコのにおいが入り混じった、どこか退たい廃はい的な空気を醸かもし出している。

「おかみさん、お客だよ！」

　少年が叫さけぶと、奥のカウンターから中年の女がひょいと顔を出した。彼女は最初、少年を見てめんどうくさそうな顔をしたが、エリーナたちの姿を後ろに見つけた途と端たん、ころっと掌てのひらを返したように化け粧しようの濃こい顔に満面の笑みを浮かべて言った。

「あんたたち、泊まりかい？　こぎれいな格好をして、王州から来たのかい？」

「ええ、先ほどの船でこちらに着いたんです」

「あんたら、運がいいね。今日はバラノフ商人の一行が入ってくれたおかげで、残り一部屋しか空いてなかったんだよ。けど、それでもいいね？」

　女はエリーナたちを夫ふう婦ふだと勘かん違ちがいしたらしい。こちらの返事も待たずに、部屋に案内しようとしてカバンに手を伸のばす。捕つかまえたカモの話を聞く気など、さらさらないらしい。エリーナはため息を押し殺すと、さりげなくカバンを後ろに隠かくして女に向き直った。

「すみませんが、どこでも構いませんので、もう一部屋用意していただくことはできませんか？」

「なんだい？　あんたたち、夫婦げんかでもしたのかい？」

「いいえ、私たちはそもそもそういう関係ではないので、同じ部屋では困るのです」

　あくまで言い張るエリーナと後ろに立つディノを見比べて、女は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「悪いけど、今から他ほかの客を追い出すわけにもいかないし、今日だけは我が慢まんしておくれよ」

「……そうですか。それでしたら申し訳ありませんが、他を当たらせていただきます」

「え？　待ってよ、おねえちゃん！」

　叫んだのは、エリーナたちのやりとりを眺めていた少年だった。切せつ羽ぱ詰つまった顔を向けられて、エリーナは良心がうずくのを覚えた。だが、ここだけはどうしても譲ゆずる気になれなかった。

（ディノと同室なんてありえないわ！　この人といると、ただでさえ気が休まらないのに！）

　寝ね起おきのボーッとしている時に、うっかり素す顔がおをさらしたりしては大変だ。弱みを握られる危険性はたとえどんなに小さなものであっても、全力で排はい除じよしなければならない。

「ごめんなさいね」

　心の底から謝ると、エリーナは少年に背を向けた。

「おねえちゃん！」

　パタンと音を立てて、今にも泣きだしそうな顔が扉とびらの向こうに消える。

「仕方ないね。港町だし、きっとまだ空いている宿屋はあるはずだよ」

　隣でディノが深い吐と息いきをつく。エリーナはうなずくと、さっさとその場を離はなれようとした。

　その時だった。ドガッと何か重たいものがぶつかるような音とともに、宿屋の扉が背後できしんだ。いったい何が起きたのか。反射的に振り返ったエリーナの耳を女の金切り声が貫つらぬいた。

「あつかましいんだよ、おまえは！　客引きすら満足にできないくせに、何を言うんだい！」

「ごめんなさい！　次は絶対に失敗しないから、今日はお金を──」

「どうして私があんたに前借りをさせてやらなきゃならないんだよ!?」

「僕、昨日からご飯を食べてないんだよ！　このままじゃ、本当に死んじゃうよ！」

　少年の悲痛な叫びが夕闇に響ひびく。続いて、やわらかいものを蹴け飛とばすような鈍にぶい音が扉の向こうで上がった。

「まずいな……」

　つぶやいたディノがきびすを返す。その前に、エリーナは飛びだしていた。

　どうして気づかなかったのだろう。政情が安定せず、失業者の溢あふれるような町において真っ先に傷つくのは、守ってくれる者を失った子どもたちなのに。最初に声をかけてきた時、少年は精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮かべていたけれど──。

（笑っていても大だい丈じよう夫ぶじゃないことがあるって、私が一番よく知ってるのに！）

　力任せに押した扉が限界まで開いて跳はね返ってくる。

「なんだい、おまえさん。よその宿屋に行くんじゃなかったのかい？」

　まっ赤な唇くちびるを忌いま々いましげに曲げて、女が少年のおなかから足をどける。エリーナは無視して中に入った。床ゆかに膝ひざをついて、驚おどろきに目を見開いている少年に手を差し出す。

「さっきはごめんなさい。やっぱり今夜はここに泊めてもらえないかしら？　私たちは夫婦じゃなくて、その……兄きよう妹だいだから、本当は同室でも構わないの」

　涙なみだの浮かんだ目がじっとエリーナを見つめる。その後ろで、女がフンッと不快そうに鼻を鳴らした。彼女は部屋の鍵かぎをエリーナに渡わたすと、さっさと宿屋の奥に消えていった。

「あ、僕が案内するよ！」

　立ち上がった少年がエリーナのカバンを奪うばうようにして持った。

　大きな宿屋ではない。短い案内を経へて、すぐに二階の一番奥の部屋にたどり着く。

　少年はエリーナの手にカバンを戻もどすと、その腕をクイッと引き寄せて耳元でささやいた。

「おねえちゃん、ありがとう」

「絶対にご飯代をもらうのよ」

「うん！」

　少年は大きくうなずくと、幼い顔に満面の笑みを浮かべて階段を下りていった。

（まだあんなに小さいのに……）

　か細い背中から目を離せずに、茶色の頭が階段の先に消えるのを見送る。と、不意に後ろから声をかけられた。

「やさしいんだね」

「え？」

　振り返ると、自分を見つめる黒こく瞳とうと目が合った。

「……別に。他の宿屋を探すのが面めん倒どうになっただけですわ」

　見られていたことになんとも言えない気き恥はずかしさを覚えて、ふいっと顔を背そむける。そんなエリーナを見て、ディノが小さく吹ふき出した。

「君って本当に素す直なおじゃないよな」

（……どういう意味よ？）

　さすがに聞き捨てならなくて、上うわ目め遣づかいにディノをにらむ。刹せつ那な、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうにおもしろがるような光が宿ったのに気づいて、エリーナは慌あわてて鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおを装着した。が、間に合わなかった。気づいたディノの口からこらえきれなかった笑い声がこぼれ落ちてくる。

「必死だね。けど、今さらそんな風に俺の前で外そと面づらを繕つくろったって意味がないのに」

「……失礼ですが、なんのことをおっしゃっているのか、よくわかりませんわ」

「へー、あくまで知らない振りをするんだ。あの晩は素顔どころか、あんなあられもない姿まで見せておきながら」

「ひ、人聞きの悪いことを言わないでくださる!?　あの時は、まさかあんな場所にあなたがいるとは思わなくて！」

　偶然とはいえ、不覚にもさらしてしまった素す足あしを思い出して耳の先まで赤くなる。笑顔も忘れて叫ぶエリーナを前にして、ディノの口元にいたずらっぽい笑みがひらめいた。

「な、なによ？」

「俺は別に構わないけど、いいの？　外面、はがれてるよ？」

「…………っ!?」

　声にならない悲鳴を上げて、エリーナは顔を手で覆おおった。カバンがドサッと不ふ穏おんな音を立てて落ちたが、中身の無事まで心配している余よ裕ゆうはない。

（この人ってば、本当になんなの!?）

　ディノの前だとペースを乱される。完かん璧ぺきな外面でいたいのに、そうでいられない自分を見られてしまう。

「私は先に休ませてもらいますから！」

　これ以上ディノと向き合っていることに耐たえられなくて、エリーナはカバンを引っ摑つかんで駆かけだした。本当は同じ部屋になるのも嫌いやだったが、そこは仕方ない。かくなるうえは朝まで自分のベッドに籠ろう城じようして、顔を合わせる時間を極限まで減らすのみだ。

　部屋に飛びこんだエリーナは、宣言通りベッドに直行しようとして──その途と中ちゆうで足が鉛なまりと化したように動かなくなった。

　さして広くもない空間に、椅い子すやテーブルなどの家具が並べられている。その中にはもちろんベッドもあった。ただし、安宿にふさわしい小さなものが一つだけ。

（な、な、な、なによ、これ！）

　ベッドを凝ぎよう視ししたまま凍こおりつくエリーナの肩かたに、後ろからポンと手が置かれた。

「君の言う通り、今日はもう休もうか？」

（私だって早く寝ねたいわよ！　けど……！）

　この部屋でいったいどうしろというのか。

「なんなら、一いつ緒しよに寝る？」

「なっ……!?」

　ガタガタッと部屋に響いた物音は、エリーナが飛び退のこうとしてバランスを崩くずした音だった。

「かわいいな。まっ赤になっちゃって、何を想像したの？」

「何も考えてなどいませんわ！」

「本当？」

「噓うそなんかついてません！」

　全身全ぜん霊れいで否定して、壁かべにピタリと背をつける。

「そんなに意識しなくてもいいのに」

　ディノはエリーナの様子をおもしろそうに眺ながめていたが、不意にふっと笑いを引っこめると、持っていたカバンを床に置いてコートを脱ぬぎだした。

（今度は何をするつもり!?）

　警けい戒かいを強めるエリーナの前で、ディノは両りよう肩かたをすくめて笑った。

「もう何もしないから安心してよ。俺は床で寝るから、ベッドは君が使えばいい」

　ディノはコートを身体からだに巻くと、言葉通りとっとと床に寝ね転ころがった。あまりの急展開についていけず啞あ然ぜんとしていたエリーナは、そこでようやく我に返った。

「ちょっと待ってください！　何もあなたが床で寝なくたって──」

「じゃあ、やっぱり俺と一緒のベッドで寝る？」

「…………っ!?」

「冗じよう談だんだよ。ベッドが一つしかない以上これが一番なんだから。おやすみ」

　ディノはそう言うと、本気で眠ねむる気らしく目を閉じた。

（……なによ、この人！）

　エリーナは憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで整った美び貌ぼうを見下ろした。ディノは彼なりに気を遣つかってくれたらしいが、そんなの全然嬉うれしくなかった。同じベッドで寝るわけにはいかないが、だからといって自分だけがのうのうとベッドを占せん領りようすることなんてできない。

（じゃんけんとかで勝ったんならともかく、そんなのフェアじゃないもの！）

　ムッと口をとがらせる。エリーナはしばらくの間ディノの顔を眺めていたが、やがてあきらめたように深い吐と息いきをついた。ディノのまぶたがピクリと動いた気がしたが、関係ない。

「おやすみなさい」

　数秒遅おくれの挨あい拶さつを告げると、彼女は自分も着ていたコートを脱いで寝転がった。ただしベッドを挟はさんで反対の、床の上に。

「……何してんの？」

　気づいたディノが起き上がって顔を覗のぞきこんでくる。

「見てわかりませんか？　今夜は私も床で寝るんです。どうかお気になさらず、あなたも早くお休みください」

「君はよくても、俺は気になるんだけど。第一、こういう時は女の子がベッドを使うもんだろ？」

「一いつ般ぱん論は関係ありませんわ。おやすみなさい！」

　エリーナは一方的に会話を打ち切ると、ギュッと目をつぶった。これ以上みっともない素す顔がおをさらさないためにも、ここは明日の朝までぐっすり寝てしまうに限る。

「まったく、君は……」

　動く意志のないことが伝わったのか、ディノが困ったようなため息を降らせてくる。

（気にしちゃダメよ！　次に目を開けるのは明日の朝よ！）

　ともすれば様子を窺うかがいたくなる気持ちを抑おさえて、まぶたの裏に力をこめる。が、次の瞬しゆん間かん、エリーナは自分の意思に反して身体がふわりと宙に浮うかぶのを感じた。

（な、なに!?）

　支えを失った手がバランスを取ろうとして、手近にあるものを摑もうとする。トン、と指が触ふれた。その先にあったのは冷たい床ゆかではなかった。

「少しおとなしくしててよ」

　こぼれた吐息が耳じ朶だをくすぐる。と、同時に、背中に回された腕うでに力がこもった。引き寄せられた頰ほおにやわらかな熱が触れる。

　自分の身にいったい何が起きたのか。反射的に顔を上げたエリーナは思わず息を吞のんだ。互たがいの鼓こ動どうさえ聞こえてきそうなほどの至近距きよ離りに、自分を見つめる黒こく瞳とうがあった。自分の身体は、ディノの腕に抱だき上げられていたのだ。

「どうしたの？　この顔がそんなに気になる？」

　ディノの口元が間近でからかうようにつり上がる。その瞬間、エリーナは自分がずっと彼を見つめていたことに気づいて、慌てて首を横に振ふった。

「こ、これは何か深い意味があったわけじゃなくて──」

「興味を持ってくれるのはいいけど、そんなに見つめないでよ。キスしたくなる」

「キッ──!?」

　頭の中がまっ白になって、ピシリと固まる。

「嫌なら、今夜はおとなしくベッドで寝なよ」

「そ、それとこれとじゃ、話が別でしょ!?」

「じゃあ、ずっとこのままでいる？」

「どっちも無理です！」

　エリーナは叫さけぶと、ディノの腕が緩ゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきをついて転がり落ちるように床に逃にげた。そのままテコでも動かないというように、ベッドの脚あしに抱きつく。

「エリーナ」

　たしなめるような声が降ってきたが、固く目をつぶって無視した。揺ゆれる気持ちを抑えこむように、コートを頭からかぶってディノに背を向ける。

　さすがにこれ以上は何を言っても無む駄だだと悟さとったのか、やがてベッドの反対側でディノが床に寝転がる気配がした。ちらりと様子を窺うと、ベッドと床の隙すき間まから互いの顔が見えそうになって、エリーナは慌あわてて背を向けた。

（気にしちゃダメよ！　明日も早いんだから、もう寝なきゃ！）

　心中で自分に言い聞かせて、エリーナはコートの裾すそをギュッと握にぎりしめた。




　海が近いのだろう。日中の喧けん噪そうも消えた夜の中、ざざん、ざざん、と寄せては返す波の音がやけに大きく聞こえる。その音を子こ守もり歌うたに、エリーナは早く眠ろうとした。だが、睡すい魔まはいつまで経たっても襲おそってこなかった。ディノとのやりとりで神経が高ぶっていたせいだけではない。目を閉じると、道中で見た光景が脳のう裏りに浮かんで消えなかった。

（ミモザ州がこんなにもひどい状態だなんて知らなかったわ……）

　宿屋の一件は氷山の一角に過ぎない。これからもっと悲ひ惨さんな局面にも遭そう遇ぐうするだろう。その時、執しつ政せい官として自分には何ができるだろうか。考えれば考えるほど眠ねむ気けは遠のいてしまって、エリーナはハーッとため息をついた。と、その時、

「エリーナ、もう寝た？」

　薄うす闇やみの向こうから突とつ然ぜん声をかけられた。エリーナはとっさにタヌキ寝ね入いりを決めこもうとして失敗した。ベッドと床の隙間から、こちらを窺う黒瞳と目が合ったのだ。

「明日の今いま頃ごろはミモザ城にいるんだよね。初めての大役に緊きん張ちようして眠れない？」

「そんなこと、ございませんわ。役職の種類にかかわらず、私は自分のつとめを果たすだけですもの。今は、その……まだ早い時間なので、頭が就しゆう寝しんモードに切り替かわっていないだけです」

「なら、いいんだけど。俺は少し緊張してるかな」

　思いがけぬ告白に、エリーナは目を瞠みはった。この男が緊張するなんて、いったい何に対してだろう。詳くわしく聞いてみたい気もしたが、尋たずねる機会は得られなかった。

「そういえば、州都に入る前に確かく認にんしておきたいことがあるんだけど」

　仕事の話だろうか。エリーナが先を促うながすと、ディノは彼女の目をまっすぐに見て訊きいた。

「どうして君は完かん璧ぺきな外そと面づらにこだわるの？」

「……あなたには関係のない話ですわ」

「関係あるよ、俺は君のパートナーなんだから。執政官である俺たちが互いを誤解したままで対処できるほど、ミモザ州の情勢は甘くない」

「ですがっ……！」

　とっさに言い返そうとして、エリーナは失敗した。反発する心と裏腹に、反対する根こん拠きよを見つけられなかったのだ。

　ディノの言うことは正しい。二人で執政官をやるというのは、きっとそういうことなのだ。先に進むためには二人が両輪のように協力をしていかなければならない。ミモザ州という荒あれた道を行くのであればなおさらだ。頭ではわかっている。しかし、それでもエリーナは素す直なおに同意を示すことができなかった。胸をよぎったのは一いち抹まつの不信感だった。

（今のはこの人の本心なの？）

　口にしたきれい事と裏腹に、裏でつばを吐はいている者など政治の世界には掃はいて捨てるほどいる。彼がそういった人間ではないという保証など、どこにあるだろうか。

　自分を見つめる眼まな差ざしは真しん剣けんそのものだったが、それが演技でないという確証も持てなくて──エリーナは迷った末に一つの答えを返した。

「私が外面にこだわるのは出世のためですわ。いろんな人に気に入られて、引き立ててもらうためには完璧な外面が必要だったんですの」

　漆しつ黒こくの瞳が驚おどろいたように揺れる。ディノは言葉を探すように口を開きかけて、途と中ちゆうで閉じた。

「どうなさいましたの？」

「……いや、正直意外だった。君は、権力にもお金にも興味のなさそうなタイプに見えたから」

「予想が外れましたわね。執政官なら、もっと人を見る目を養った方がいいですわよ」

　心の中でベーッと舌を出して言うと、エリーナは今度こそ目を閉じて寝ねようとした。その動きはディノによって遮さえぎられた。

「話はまだ終わってないよ。君は出世して、何がしたいの？」

「え？」

「出世っていうのはあくまで手段だよね？　君はその先に何を求めてんの？」

「それは……」

　自分を見つめる黒瞳は噓うそもごまかしも許さない。まっすぐな光の前に立つと外面の下まですべて暴あばかれてしまいそうな気がして、エリーナはとっさにコートを顔の上まで引き上げた。

「これ以上お答えする義務はありませんわ！　明日に備えて、今日はもう寝ましょう」

　互いに気まずい空気の中、堅かたく目を閉じる。ディノはもう何も訊いてこなかった。

　エリーナの心はなおもざわついていたが、やはり身体からだは疲つかれていたのか。波の音を聞いているうちに、いつしか深い眠ねむりに落ちていった。




　夢を見ていた。まだ少女と呼ばれるにも早い、子どもの頃ころの夢。

　自分の手の先だって見えないほどの闇やみの中なか。なのに、見えてしまう。

　右みぎ肩かたを押さえて膝ひざをついた兄。助けようとしてとっさに飛び出した自分。そして、そんな自分を庇かばって斬きられた少年の血。暗い記き憶おくの中で唯ゆい一いつ鮮あざやかに見える、その色は赤。

　スカートを裂さいた布を傷口に当てて、少年の上に覆おおい被かぶさる。

　止めようと思ったのだ、少年から流れる血を。守ろうと思ったのだ、傷ついたその身体を。だが、守られていたのはいつだって自分の方だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺が君を守るから」

　自分を安心させようとして絞しぼり出された言葉が耳を打つ。

　くやしかった、力のない自分が。認めたくなかった、そんな自分なんて。

　少年の身体から、だんだんと力が抜ぬけていく。

「待って！　私が守るから！　誰だれにも負けないくらい、強くなってみせるから！」

　少年の命をつなぎ止めようと、伸のばした手は空くうを切り──。




「リューク！」

　自分の悲鳴に驚いて、エリーナは飛び起きた。時はまだ朝を告げていない。色のない暗くら闇やみの中、ハァハァと荒あらい自分の息づかいだけがやけに大きく聞こえる。

（夢……だったのよね？）

　瞬まばたきと同時に、ひとしずくの涙なみだが頰ほおを伝った。

　何度も繰くり返される記憶。時を遡さかのぼることなどできないのに、それでも伸ばしてしまう手。

　エリーナは過去の痛みに必死で耐たえるように、開いていた掌てのひらを握りしめた。

（明日あしたはいよいよミモザ城に乗りこむんだから、少しでも寝て体力をつけておかなくちゃ）

　自分に言い聞かせて、もう一度横になる。寝ね返がえりを打とうとして、エリーナははたと違い和わ感かんに気づいた。ずいぶん昔のように感じられるが、昨夜自分はディノと同室になって床ゆかに寝たはずだ。それなのに、背中に感じるこのやわらかい感かん触しよくはなんだろう。

（え？　もしかして……）

　もう一度、寝る前には床であったはずの場所を手で押す。返ってきたのは、ふわんと心ここ地ちよい弾だん力りよく感。それはまごうことなきベッドの感触だった。

（あの人ってば、私が寝たあとベッドに運んだっていうの？　なんで？）

　エリーナはベッドから降りようとして、途中で動きを止めた。クシュンッと小さなくしゃみが下から聞こえてきたのだ。

（いくら部屋の中だからって、まだ寒いのに……）

　悩なやみに悩んだ末、エリーナは最後に小さなため息をついた。ベッドの端はしから手を伸ばして、床で寝ているディノの肩かたをつつく。

「……エリーナ？　どうしたの？」

「このベッド、見た目よりも大きいみたいですから。枕まくらから向こう側はあなたが使ったらいいと思うわ」
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　早口に言い捨てると、エリーナはベッドの真ん中に枕を置いてディノに背を向けた。

（明日から仕事だっていうのに、風か邪ぜを引かれても困るものね！）

　やがて毛布の端が持ち上がって、ディノが隣となりにすべりこむのが気配でわかった。

「やっぱり君はやさしいよ」

　やわらかな声が耳を打つ。そこにはいろんな感情が透すけて見えた気がしたが、エリーナはすべて無視して毛布に顔を埋うずめた。
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　翌朝は日が昇のぼると同時に馬車に乗って、ミモザ州都に向かった。

　州都への出入りはミモザ卿きようの配下にあるミモザ州軍に管理されており、人々は城門で検問を受け、一定の通行税を支し払はらわないと中に入れなかった。

「朝から結構な人の数だね。もうあんなに並んでる」

「そうですわね。ここだけ見ていると、政情不安だとわからないくらいですわ」

　ディノに同意する一方で、エリーナは彼との間にさりげなく三歩分の距きよ離りを置いた。

「エリーナ、どうしたの？　なんか微び妙みように遠い気がするんだけど」

「気のせいですわ。いつもこれくらいの距きよ離り感でしたわよ」

　にっこり笑え顔がおで断言して、エリーナは足を速めた。確かに昨日はディノと一いつ緒しよのベッドで寝た。しかしそれは不ふ可か抗こう力りよくであって、彼と馴なれ合う気などさらさらなかった。

　一人で先に進んで、検問を待つ人たちの列に並ぶ。と、その時、エリーナは列の先に見慣れぬ光景を見つけて目をすがめた。城門から少し横にずれた場所に、すり切れたテントのようなものが並んでいる。

（何かしら？　昨夜、州都に入りそびれた人たちが野宿してる……わけでもないわよね？）

　列が少しずつ前に進む。やがてはっきりと見えてきた光景に、エリーナは息を吞のんだ。

　そこにはひどく緩かん慢まんにしか動くことのできない人々の姿があった。昨日、町で見かけた失業者たちよりもひどい。彼らはぼろ切れのような服を身に纏まとい、うつろな目で宙を眺ながめている。

「流民が出てるっていうのは本当だったんだね」

「……どういうことです？」

　顔から笑みの消えたエリーナに、ディノはいつになく硬い声で告げた。

「隣のカトレア州にいた時に聞いたんだ。仕事を探して州都まで来たけれど、通行税を支払って中に入ることも田舎いなかに引き返すこともできずに、城門の外で暮らすようになった人たちがいるって。きっと彼らがそうなんだね」

　ディノの説明に、エリーナは心が寒々と冷えていくのを感じた。信じられなかった。かつて王国の宝物庫とまで謳うたわれたミモザ州の情勢がここまで悪化していたなんて。

（こんなになるまで放っておくなんて、ミモザ卿の代理はいったい何をしてたのよ!?）

　どうしようもない苛いら立だちを覚えて唇くちびるを嚙かみしめる。と、その時、後ろから肩をたたかれた。

「エリーナ、呼ばれてるよ」

　ハッと我に返って顔を上げる。いつの間に列が進んだのか、自分の番が来ていた。

「……それでは、先に行かせていただきますわ」

「城門を抜けたところで待っていてよ」

　エリーナはうなずくと、ディノを置いて先に進んだ。

　城門の前では、州軍の制服を纏まとった男が不ふ機き嫌げんそうに軍ぐん靴かの先で地面をたたいていた。彼はエリーナが来たのを見ると、丸太のように太い腕うでをつき出して言った。

「ったく、待たせやがって。カバンは隣の奴やつに渡わたして、俺には関税の申しん告こく書しよと通行税を渡しな！」

「確か通行税は二千クレセントでしたわよね？」

　答えが返ってくる前に、エリーナは取り出した紙し幣へいを州兵の手に載のせた。おつりが出ないよう、事前に額を調べておいたのだから間ま違ちがいない。それなのに、州兵は手を引っこめなかった。眉まゆをひそめるエリーナを見て、彼はこれ見よがしに大きなため息をついた。

「ねえちゃん、知らないのかい？　州都に入るためには、その平安を守ってる俺らに対して、感謝を形で示す必要があんだよ」

（……まさかこの人、私に賄わい賂ろの要求をしてるの？）

　正規の州兵が白昼堂々と金をせびるなんてことがあるのだろうか。クイクイッと物欲しげに動く手を、信じられぬ思いで注視する。州兵は固まるエリーナを見て、意味が通じていないと思ったらしい。やれやれと肩をすくめると、彼女の耳に口を寄せて言った。

「王様の顔が描かかれた紙を一、二枚寄付してくれるだけでいいんだよ。ま、あんたならもっと別の──そうだな。たとえば女にしかできない形で俺らを労ねぎらってくれてもいいけどよ」

　髭ひげで覆おおわれた口元に、下げ卑びた薄うすら笑いが浮うかぶ。それを見た瞬しゆん間かん、エリーナは心を決めた。迫せり上がるような嫌けん悪お感かんを吞みこんで、州兵にほほえみかける。

「あなたのおっしゃりたいことは、よくわかりましたわ。こんなところではなんですし、もしよろしければ今夜、私の家にいらっしゃいませんか？」

「え、本気かよ!?　やったじゃん！」

　興奮した声を上げたのは州兵ではなく、まだ若い彼の相棒だった。すぐ横でエリーナの荷物を検査していた彼はピューッと口笛を吹ふくと、彼女の肩になれなれしく手を置いてきた。

「なぁ、ねえちゃん。このオジサンだけじゃなくて、俺も招待してくれよ」

「構いませんわ。もしよろしければ、他ほかの州兵の方々もお呼びください」

「やったな！　で、どこへ行けばいい？」

「ミモザ城へ」

「……あん？」

　相棒の眉が不可解そうに中央に寄る。刹せつ那な、エリーナは肩から下に触ふれようとしていた手をひねり上げた。

「今夜はお城の執しつ務む室で、あなた方のお話をじっくりお聞きしたいと思いますわ」

「はぁ!?　なに言ってんだ、おまえ！　……って、いたっ！」

　相棒の顔が痛みに歪ゆがむ。その様子に、呆ぼう然ぜんとつっ立っていた州兵が息を吹き返した。

「なにしやがんだ、このあまっ！」

　堅かたく握にぎりしめた拳こぶしがエリーナに向かって振ふり下ろされる。

（なめないでよね！　こっちだって毎晩、筋トレをしてるんだから！）

　相棒の手をひねり上げたまま、エリーナは反射的に屈かがんだ。頭上を通り過ぎた拳が栗くり色いろの髪かみをフッと揺ゆらす。

「逃にげるなっ！　おとなしくしてろっ！」

（そんなこと、できるわけないじゃない！　ここは一つ足あし払ばらいをかけて──）

　倒たおれたところを捕ほ縛ばくすればいい。エリーナは相棒の腕を摑つかんだまま、至し極ごく冷静な頭で州兵の足に目をやった。一いつ瞬しゆん、意識がそちらに集中した。その時だった。

「離はなせよ、このあま！」

　相棒がエリーナに摑まれている腕を振り払はらおうとしてもがいた。

（えっ!?　ちょっと……！）

　手首にズキン、と鈍にぶい痛みが走る。動きに一寸の隙すきが生じた。州兵の拳がまっすぐにエリーナを捉とらえる。襲おそってくる衝しよう撃げきを覚かく悟ごして、エリーナは歯を食いしばった。瞬間、

「はい！　そこまで！」

　パシッと拳を受け止める音が辺りに響ひびいた。エリーナではない。

「おまえはなんだ!?」

「俺はこの子のパートナーだよ」

　州兵の問いかけに、聞き慣れた台詞せりふが飛び出す。見上げると、間近に整った顔があった。拳を受け止めたディノがエリーナを庇かばうように、州兵と彼女の間に割って入ったのだ。

「どんな状じよう況きようであれ、女性と子どもに手を上げるなんて州兵の風上にも置けないな」

「なんだと!?　先につっかかってきたのはそっちだぞ！　俺たちの仕事を邪じや魔ましやがって！」

「仕事、ね」

　州兵の嚙みつくような視線を受けて、ディノは呆あきれたように肩かたをすくめた。

「どこまでが正規の業務か知らないけど、今この場で職を失いたくなかったら、これ以上はやめておいた方がいいと思うよ」

「ハッ！　上の連中に訴うつたえるってか!?」

「そんなまどろっこしいことをする必要はないよ」

「じゃあ、どうするってんだ？」

「連れん絡らくが行き届いてないのかな？　この時期に君たちをミモザ城の執務室へ招待する子なんて、一人しかいないと思うけど」

「あぁん？　どういう意味だ？」

　州兵が気持ち悪そうに眉まゆ根ねを寄せる。先に気づいたのは相棒の方だった。

「ミモザ城の少女って、まさか……！」

　ディノがうなずく。その場にいた全員の視線がエリーナに集中した。彼女はにっこり笑うと、場ば違ちがいなまでに優ゆう雅がな仕草でコートを脱ぬいだ。下から現れた制服を見て、州兵たちが息を吞む。政務官の中でも、この衣を纏まとえる身分はただ一つ。

「ミモザ州執しつ政せい官！　ってことは、おまえがあのエリーナ・ガウディーニ!?　なら、隣となりの奴はディノ・ストラードか!?」

「お城であなた方をお待ちしておりますわ」

　エリーナはそう言うと、カバンを拾って歩きだした。

　いつの間にか集まっていた人々が、自分を指さして何か言っているのが見えた。だが、立ち止まりはしなかった。まっすぐに前を向いた瞳が捉えていたのは、丘おかにそびえる白はく亜あの城。

　下したっ端ぱの州兵までもが白昼堂々と賄賂を要求する。そんな状況下にあって、上がまともであるはずがない。ミモザ卿きようが病に倒れ、執政官の交こう替たいが相次ぐこの五年間で、この州は行き着くところまで行ってしまったのだろう。

（私が執政官としてこの州を変えていかなきゃ！）

　くやしさと歯がゆさをこらえるように、エリーナは手を握りしめようとして──つき刺さすような痛みが走るのを感じた。赤くなった手首を見て、顔をしかめる。さすがに放っておくわけにはいかないが、新しく就任する執政官の手に包帯が巻かれているなんて、そんなみっともない姿をさらすわけにはいかない。ここは我が慢まんして、あとでこっそり薬を塗ぬるしかないだろう。

　痛みをこらえて歩きだす。その背に、遅おくれてきたディノが声をかけた。

「待ってよ、エリーナ！　置いていくなんてひどいな」

「すみません。ちょっとその……気が急せいていたものでして」

　わずかに視線を逸そらしたエリーナを見て、ディノは肩をすくめた。

「まぁ、焦あせる気持ちもわかるけど……それより今は手！」

「はい？」

「手首を痛めたんじゃないの？」

「……そんなこと、ございませんわ。私の手はこの通り普ふ通つうですわよ」

　いつもより気合いの入った笑え顔がおを装着して、エリーナは右手を振ってみせた。瞬しゆん時じに笑みが引きつるほどの痛みが走ったが、こんな情けない失敗を知られるわけにはいかない。

「早くミモザ城に向かいましょう。執政官としてやるべきことが山積みですわ」

　エリーナはにっこり笑って先へ進もうとした。しかし、ディノの目はごまかせなかった。伸のばされた手が後ろに隠かくしかけていた手首を摑む。

「…………った！」

　引き結んだ唇くちびるから我慢していた悲鳴がこぼれ落ちる。ディノはとっさに「ごめん」と謝ったが、手を離しはしなかった。

「やっぱり腫はれてる。早く冷やさないと」

「大だい丈じよう夫ぶですから！　今はお城へ急ぎましょう」

　痛みはあったが、それよりこんな姿を見られていることの方が嫌いやだった。漆しつ黒こくの瞳ひとみと目を合わせないように、うつむき加減に歩きだす。その肩をディノが後ろから引き留めた。

「いったい何を──」

「なんでも一人で解決しようとする、君の独立心は立派だよ。ただ今回はこの程度の怪け我がで済んだからよかったけど、あいつらが剣けんを抜ぬいたらどうするつもりだったの？」

「それは……！」

　エリーナはとっさに反論しようとして、言葉を吞のみこんだ。ディノの言う通り、相手は武器を使うことにかけてはプロの軍人だ。いくら鍛きたえているからといって、さすがに無む謀ぼうだったかもしれない。そんなこともわからぬほど、さっきの自分は頭に血が上っていたのだ。

「いったいどうしたんだ？　いつもの君ならもっと穏おん便びんに片をつけることもできたはず──」

「申し訳ありませんが、あの時はあれが精せい一いつ杯ぱいだったんです！　次からは……その、気をつけますから！」

　一方的に言うと、エリーナは心を押し殺すように奥歯を嚙かみしめて前を向いた。

　背中に痛いほどの視線を感じる。ディノはそれ以上何も言うことなく、エリーナのあとを追った。
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　城に着いたエリーナたちが最初に案内されたのは、ミモザ卿の執しつ務む室だった。

　二人が足を踏ふみ入れると同時に、部屋の主あるじが机から立ち上がった。城下を一望できる窓を背にして、逆光で顔に濃こい影かげが落ちている。目が慣れてくるにつれ、その中にも次し第だいに色を見いだせるようになり──最初に気づいた色の鮮あざやかさに、エリーナは息を吞んだ。

　それはまるでルビーを溶とかしたような赤い髪だった。さらに、じっとこちらを見ている瞳の色は深い濃のう紺こん。ジェラルドやロレンツォなど派手な容よう貌ぼうの男性は見慣れているつもりだが、いずれにも劣おとらない。この部屋の主は目立つ容姿を持つ、まだ二十代後半の男だった。

「このたびミモザ州執政官の任を拝命しました、ディノ・ストラードと申します」

「同じく、エリーナ・ガウディーニです」

　男の姿に見入っていたエリーナは、ディノにつられて慌あわてて一礼した。そのまま頭を下げた状態で返礼を待つ。男は動かなかった。

「あの、どうかなさいましたか？」

　就任早々、何か気に障さわることでもしたのだろうか。エリーナが笑顔の下に不安を隠して尋たずねると、男は我に返ったように頭かぶりを振って口元に笑みを浮うかべた。

「失礼いたしました。噂うわさには聞いておりましたが、お二人とも想像以上にお若かったので驚おどろいてしまいまして。今、おいくつですか？」

「俺はこの間、十九歳になりました」

「私は、あと一ひと月つき足らずで十七になりますわ」

「そうですか」

　男はディノとエリーナの二人を交こう互ごに見やって、満足そうにうなずいた。

「自己紹しよう介かいが遅れましたが、私はウェルナー・ディ・ロナーティと申します。侯こう爵しやくの位を授さずかっていることもあって、不ふ肖しよう未熟の身でありながら、現在ミモザ卿の代理を務めさせていただいております。以後、お見知りおきを」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　エリーナは優雅にほほえんで、差し出された手を取った。笑顔にヒビが入りそうなほどの激痛が走ったが、ここで嫌な顔をしては勘かん違ちがいをされる。
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（気力で耐たえるのよ！　心頭を滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし──って、痛みが快感に変わったりしたらそれはそれで嫌だけど、今はとにかく我慢よ！）

　ディノの目が心配そうに曇くもるのが見えたが、エリーナは無視した。痛みを隠すようにコホンと一つ咳せき払ばらいをして、繕つくろった笑顔で姿勢を正す。

「ところでウェルナー様、政務を始める前に一つ確かく認にんさせていただきたいのですが」

「なんでしょう？」

「五年前にお倒たおれになったというミモザ卿のお具合はやはり悪いのでしょうか？　できれば最初に着任のご挨あい拶さつをさせていただきたいのですが」

「申し訳ございませんが、無理です。ミモザ卿は今もまだ意識が朦もう朧ろうとしたまま、起き上がることすらできない状態にあるのです」

「そうですか……」

　よほどエリーナが残念がっているように見えたのだろうか。ウェルナーは「申し訳ありません」ともう一度繰くり返すと、気き遣づかうような眼まな差ざしを向けてきた。

「長旅でお疲つかれでしょう。政務は明日あしたからになさって、今日は一日ゆっくりとお休みください」

　ウェルナーが手をたたくと、外で待機していた従者たちが扉とびらを開けた。それで顔合わせは終わりだというように、彼は執務机に戻もどって読みかけの書類に手を伸ばした。

　開いた扉はエリーナたちが出て行くのを待っている。だが、彼女は動かなかった。

　まさか出て行くのを渋しぶられるとは思っていなかったらしい。ウェルナーの眉まゆが不ふ審しんそうにピクリと持ち上がる。エリーナは気にせず、笑顔で話しかけた。

「実は早さつ速そくウェルナー様にご相談したいことがあるのですが」

「どうしても今話さなければならないほど、急ぎの用事なのですか？」

「はい。可能であれば、今日からでも始めたいと思うのです。救護所の設置を」

　信じられないことを聞いたとでもいうように、紺こん碧ぺきの瞳が大きく見開かれる。そこから読み取れる答えはわかりきっていたが、エリーナは気づかなかった振りをして続けた。

「ここへ来る途と中ちゆう、ミモザ州の様子を見てまいりました。ミモザ卿きよう代理のあなたにこんなことを申し上げるのは失礼かもしれませんが、政情不安のため、一部の人は日々の生活にも困こん窮きゆうしているように見受けられました」

「それで救護所ですか。ですが、私たちの方で食料と寝ね床どこを提供したところで──」

「一時しのぎにしかならないことは重々承知ですわ。それでもミモザ州の荒こう廃はいを食い止め、さらなる犯罪の発生などを抑よく制せいするのに一定の効果はあると思います。それに何より」

　ウェルナーの顔を正面から見み据すえて、エリーナはにっこりほほえんだ。

「一人でも多くの人が幸せを取り戻すきっかけを、私たちの手で作りたいと思いませんか？」

「…………」

　向かい合う瞳が相手の本心を探さぐり合って絡からみ合う。わずかな沈ちん黙もくののちに、先に目を逸そらしたのはウェルナーの方だった。

「さすがですね。あなたほど熱心な執しつ政せい官を、私は見たことがありません」

「ありがとうございます。それでしたら早速──」

　このまま一気に話を詰つめようとして、身を乗り出す。だが、エリーナが具体案を出すよりも早く、ウェルナーはきっぱりと首を横に振った。

「あなたは優ゆう秀しゆうかもしれません。ですが、いかんせんまだお若く、政治というものをわかってらっしゃらない」

「……どういう意味でしょうか？」

　エリーナの笑え顔がおがさっとこわばるのを見て、ウェルナーは心底深いため息をついた。

「我々のような選ばれた者には人々を管理する責任があります。しかしながら、ああいった連中の不満には際限がなく、すべてに耳を傾かたむけているわけにはまいりません」

「確かに、すべての人の意見を平等に取り入れるのは困難だと思います。ですが、それでも日々上がってくる資料に目を通し、最低限の対策を練ることは必要だと──」

「失業率や路上での死亡数などの統計は、当然私の手元にも届いております。ですが、それらは所しよ詮せん、因果応報というものでしょう？」

「…………はい？」

　言われたことの意味を理解できずに、隠かくしきれなかった困こん惑わくがエリーナの唇くちびるから漏もれた。ウェルナーはそんな彼女を苦々しげに見やって言った。

「いいですか？　今あの路上に転がっているのは、日ひ頃ごろから怠なまけていた者や他人に甘えてばかりいた者たちです。景気のよい時ならいざ知らず、そんな者たちのために使う予算など今のミモザ州には一クレセントだってありません」

　ウェルナーの声には迷いがなかった。自分の正義を信じて疑わず、対たい峙じする相手にも別の言い分があるということに気づいてすらいない。

（この人は……！）

　圧あつ倒とう的な眼差しを向けられたまま、エリーナは震ふるえている自分に気づいた。怖おじ気づいたわけでも、悲しくなったわけでもない。感じたのは怒いかりだった。

　ウェルナーの言う通り、困窮にあえぐ人々の中には怠け者やお金にだらしない人たちもいるかもしれない。しかし、それだけじゃない。この五年の間荒あれに荒れた州政のせいで職を奪うばわれ、家を失い、明日を見る気力すら尽つきかけた人たちだっているはずなのだ。

（上に立つ者の失政を個々人の責任に転てん嫁かするなんて！　そんな人がミモザ卿の代理を名乗っているなんて！）

　許せなかった。

　今だけは外面もかなぐり捨てて、思ったことをすべてぶちまけてやりたい。

「ウェルナー様、お言葉ですが──」

　エリーナが口を開きかけた。その時、今まで聞き役に徹していたディノが二人の間に割って入った。

「確かに、ウェルナー様のおっしゃる通りかもしれませんね」

（なっ……!?）

　思わぬ裏切りに、エリーナは愕がく然ぜんとして言葉を失った。「ほぅ」と顎あごをなでたウェルナーが、興味をそそられたように目を移す。ディノは二つの異なる視線を向けられても動じることなく、言葉を続けた。

「財政の逼ひつ迫ぱくしている今、支出を抑おさえたいというお気持ちはわかります。それは政治に関かかわる者として正しい判断です。ですが、そればかりでは我々の存在意義がなくなってしまいます」

「……どういう意味です？」

　ウェルナーの目がすーっと細くなる。ディノは目を逸そらさずに、きっぱりと告げた。

「日々の生活の中で、執政官やミモザ卿の手を求める者などまずいません。今回のように自分ではどうしても手に負えない事態が生じた時にこそ、人々は初めて我々を必要とするのです。その時、伸のばされた手を振り払はらってはなりません。なぜならその手を取り、引き上げる努力をするためにこそ、我々執政官やミモザ卿は存在するのですから」

　ウェルナーが苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔でディノをにらみつける。それでもひるむことのない横顔を、エリーナはなんとも言えない思いで眺ながめていた。

（この人は、きっと生きつ粋すいの政務官なのね）

　感じたのは固い覚かく悟ごだった。ミモザ州の政情を回復させるためには、自分が矢や面おもてに立つことすらためらわない。その姿には惹ひかれるものがあったが、エリーナは素す直なおに感動する気にはなれなかった。

（見ているだけじゃダメだわ。私は私で、自分にできることをしなきゃ）

「あなた方の意見はよくわかりました。ですが、どうあがいてみても予算が足りないのです」

　ウェルナーはディノと対峙したまま、なおも反論を重ねている。エリーナは表情筋に力をこめると、二人の前に進み出た。

「ウェルナー様、あくまで予算が問題だとおっしゃるのでしたら、ことは簡単ですわ」

「どういうことです？」

　ウェルナーの眉が怪け訝げんそうに中央に寄る。その顔を正面から見据えて、エリーナは断言した。ほころびの一つもない、完かん璧ぺきと謳うたわれたあの笑顔で。

「ない予算は捻ねん出しゆつすればよいのですわ」
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　夜の腕かいなが州都を抱だきしめる頃ころ、エリーナは抱かかえてきた資料を机の上にドサッと勢いよく置いた。紐ひもで綴とじられた紙束の一つ一つには、今年のミモザ州の予算が部門ごとに記録されている。

　予算の無む駄だ遣づかいを見つけることができたら、その分のお金を救護所の設置に回してもらう。それがエリーナの提案だった。ウェルナーは最初渋っていたが、最終的にこの案を認めてくれた。ただし明日までに提言書の骨子を一人で作れるのなら、という条件つきで。

　ウェルナーは、そこまで言えばさすがにあきらめると思っていたようだが、エリーナは引かなかった。にっこり笑顔で承しよう諾だくする彼女を、彼は好こう奇きと呆あきれの入り混じった目で眺めていた。その顔はいかにもお手並み拝見といった様子だったが、構わない。約束を取りつけた以上、何がなんでも要求を吞のませてやるつもりだった。

（最初にざっと当たりをつけてから、細かい点を見ていけば大だい丈じよう夫ぶ。誰だれもが納なつ得とくする提言書を今夜中に作ってみせるわ！）

　エリーナは落ちてきた髪かみを耳にかけて、よしっと気合いを入れた。本当は後ろで一つにまとめたかったが、手首が痛む今両手は使えないのだから仕方ない。

（湿しつ布ぷだって貼はったんだから平気よ。固定しておけば、ペンくらい持てるわ）

　怪け我がのことを意識から締しめ出すと、エリーナは予算の概がい況きようについて書かれた資料に手を伸ばした。開いた途と端たん、並んだ数字の多さに気が遠くなりかけたが、そんな調子では何年かかっても終わらない。燭しよく台だいを引き寄せて、そこに書かれていた予算と用よう途とを一つずつ目で追っていく。




　そうして、どれほどの時が過ぎただろうか。

（ざっと一部門をチェックするだけでも、こんなに手間取るなんて……）

　資料を閉じたエリーナは眠ねむくなってきた頭を振ふって、ほっぺたを内側から嚙みしめた。

（ここが最初の踏ふん張りどころなんだから、頑がん張ばらなきゃ！）

　痛む利きき手を庇かばって、慣れない左手で次の資料を探る。その時だった。

　ゆらり、と風もないのに蠟ろう燭そくの火が揺ゆれた気がした。訝いぶかしんで目線を上向ける。目の前の蠟燭は掌てのひら一つ分ほどの長さを残していて、今すぐに消えるというわけでもなさそうだった。

（気のせい？　朝も早かったし、自分で思ってる以上に疲つかれてんのかしら？）

　目をこすったエリーナは手元の資料に視線を戻もどしかけ──ハッとして顔を上げた。今度こそ見み間ま違ちがいではない。机き上じように落ちた自分の影かげに重なるようにして、一ひと際きわ濃こい影がスーッと後ろから伸びて見えたのだ。

　この部屋に動けるものは自分しかいない。何より光源が目の前の蠟燭しかない今、後ろから影が差すことなどありえない。

　思い当たることはただ一つ。王都で聞いた影の噂うわさだった。はるか昔、初代ミモザ卿きように忠誠を誓ちかったはずの影が執しつ政せい官を追い出しに現れるのだと。そんなもの、信じてはいない。思いこみに過ぎないと証明してやるつもりだった。けれど──。

「どなたかいらっしゃるのですか!?」

　沈ちん黙もくに耐たえきれなくなって叫さけぶ。声は夜の静せい寂じやくに吞みこまれていき、やがて、コツッと小さな足音が返ってきた。

（なに、今の。影って足があるの？）

　まさかそんなはずはない。足があるとしたら、それは生きている者の証あかしだ。

　ゴクリとつばを飲みこんで振り返る。途端に、エリーナは先ほどとは別の意味で身体からだがこわばるのを感じた。資料室の入り口に長身の人ひと影かげが佇たたずんでいた。単なる影と違ちがって、そこには意志の感じられる瞳ひとみがある。その正体はディノだった。

「こんな時間に、資料室になんのご用ですの？」

　不自然に脈打つ心臓を押さえて、とっさに作った笑え顔がおを向ける。ディノは部屋に入ってくると、突とつ然ぜん右手を差し出した。

「……これはなんの真ま似ねですの？」

「そろそろ元気な利き手が欲しくなる頃じゃないかな、と思ってさ」

　エリーナはディノの見つめる先を追って、反射的に身体の向きを変えた。そこには怪我をした自分の右手があった。

「提言書を作るつもりなら、資料を読むだけじゃなくていろいろと書かなきゃならないよね？　そんな時に使える手がもう一本あったら、便利だと思うんだけど」

「お気遣いくださり、ありがとうございます。ですが、私の怪我はそこまでひどくありませんから大丈夫ですわ」

　本当はズキズキとした痛みを感じていた。しかし、弱った姿をディノに見られたくなかったし、何より自分で言い出したことのせいで人に迷めい惑わくをかけたくなかった。

「明日あしたも忙いそがしいのですから、あなたはどうぞ先にお休みになってください」

　にっこり笑顔で退場を促うながして、手元の資料に目を落とす。明日の期限に間に合わせるためには一いつ時ときだって無む駄だにできない。ディノに構っている暇ひまなど自分にはないのだ。

　雑念を追い払うように頭を振って、並んだ数字を一つずつ目で追っていく。と、その時、ガタッと椅い子すを引く音が部屋に響ひびいた。見ると、断りもなく隣となりに座ったディノが資料の山に手を伸ばしている。

「何をしてらっしゃるのですか？」

「見てわかんない？　右手はいらないって言われたから、代わりにできる手伝いをしてんだけど」

「ご親切にありがとうございます。ですが」

　エリーナは言葉を切ると、にっこりほほえんでディノの手から資料を取り上げた。

「これは私が一人でやるように命じられた仕事ですから。どうかお引き取りください」

「気にしなくていいよ。要はばれなきゃいいんだから」

「そういう問題ではなくて──」

「じゃあ、何が引っかかってるわけ？　そもそも俺たちは二人で執政官だっていうのに、君一人に無理難題を押しつけたウェルナー様の方が間ま違ちがってるんだよ」

　ディノはそう言うと、新たな資料に手を伸ばした。エリーナも今度は無理に止めなかった。

（俺たち……ね）

　告げられた言葉を心中で繰くり返す。意識すると同時に、エリーナは胸の奥底にもやもやとした思いが積もっていくのを感じた。ディノはごく自然に「俺たち」という言葉を使う。ことあるごとに、パートナーであることを強調する。同じ役職に就つく自分たちは常に実力を比べられる競争相手なのに、それでも心からそう言える性格は美徳に違いない。けれど──。

　二人だけの空間で、ページをめくる音がやけに大きく響く。

　初めて目まの当たりにするディノの能力は、出しゆつ世せ頭がしらと噂されるだけあって相当なものだった。資料をじっくりと読みこむことがない。より詳くわしい検討が必要な項こう目もくかどうかを瞬しゆん時じに判断して、次に移っていく。

　その能力と性格ゆえに、ディノをパートナーに望む人はたくさんいるだろう。しかし、自分は嫌いやだった。差し出された手を取ったら最後、その心ここ地ちよさに甘えて二度と独りで立てなくなるような気がする。自分のことで頼たよって、足を引っ張って、迷惑をかける未来なんて、死んでも嫌だった。いつだって自分は完璧でいなければならなかった。

「エリーナ、どうしたの？　もしかして手首が痛む？」

　急に黙だまりこんだエリーナに気づいて、ディノが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。笑みを浮うかべていられる自信がなくて、彼女はとっさに顔を背そむけた。

「手伝ってくださって、ありがとうございます。ですが、もう十分ですわ。残りは私が明日までにやっておきますから！」

　開いていたページに指を挟はさんで、資料を引き寄せようとする。その上に、手が重ねられた。

「……お離はなしください。私は本当に独りで大丈夫ですから」

「そんな風に鉄てつ壁ぺきの笑顔で言われたって、信じられるわけないよ」

「どうしてです？」

「俺には、笑顔の君がひどく無理をしてるように見えるんだ」

「なっ……!?」

　あまりのことに、エリーナは絶句した。完かん璧ぺきを誇ほこってきた外そと面づらに対して突然何を言いだすかと思えば、すべて的外れな憶おく測そくだ。自分はこの笑顔をつらいと思ったことなど一度もないのに。

「あなたがなぜそんなことをおっしゃるのかわかりませんが、私にとってはこれが普ふ通つうですわ」

「なら、どうして俺の目を見て言わないの？」

「それは……！」

　反論しかけて、エリーナは口をつぐんだ。どこまでも深い黒こく瞳とうは目が合ったら最後、心の奥底まで見み透すかされそうで恐こわかった。

「俺を見てよ、エリーナ」

　懇こん願がんするような声が耳を打つ。それでも頑かたくなに目を伏ふせたままでいると、急に肩かたを摑つかまれた。

「な、何をなさいますのっ!?　やめてださいっ！」

「嫌だ。逃にがさないよ」

　触ふれた手に力がこもる。揺れる翡ひ翠すいの瞳を、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが正面から捕とらえた。

「俺はパートナーとして君の隣にいたい。君が困った時には力になりたいんだ」

「…………」

　まっすぐな眼まな差ざしよりもさらにまっすぐな言葉を向けられる。きっとそこに噓うそはない。うなずいたらきっと、ディノは自分を助けてくれる。それだけの能力と余よ裕ゆうが彼にはあるのだ。

「エリーナ」

　応こたえを求めてディノが名を呼ぶ。刹せつ那な、エリーナは肩に置かれていた手を振り払はらった。

「私はパートナーなどいりませんわ！　今までも、そしてこれからも！」

　ディノの手を取ることができたら、きっと楽になれる。しかしそれは同時に、自分が今まで必死に築き上げてきたものをすべて失うことを意味しそうで、耐えられなかった。

　手元の資料に目を戻もどす。ディノは何も言わなかった。黙もく々もくと数字を目で追うエリーナを眺ながめていたが、やがて最後にはあきらめたのか、一人で部屋を出て行った。

（私は誰だれも頼ったりしないわ。迷惑をかけたりもしない。私は独りで大だい丈じよう夫ぶなんだから！）

　心の揺ゆれも手首の痛みもすべて胸の奥底に沈しずめて、エリーナはペンを握にぎりしめた。しかし、紙に寄せたペン先はいつものようになめらかな字を紡つむげず、ポタリとこぼれたインクが報告書の隅すみに黒い花を咲さかせるばかりだった。

（仕方ないわね……）

　エリーナは深い吐と息いきをつくと、ポケットから取り出したハンカチでペンごと手を包んで固定した。それからは気が緩ゆるんだ拍ひよう子しに襲おそってくる痛みにも、ともすれば机に額を打ちつけそうになるほどの睡すい魔まにも歯を食いしばって耐え続け──やがて日の光が射さしこむ頃ころ、エリーナの手元には宣言通り救護所設置の提言書ができあがっていた。
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　少女と過ごした時は、少年にとってかけがえのないものになった。「ミモザ卿きようの妹なんて」という気持ちがなかったと言えば噓になる。けれど、彼を見つけた途と端たん少女のすました顔が花のようにほころぶのを見ると、彼の反はん抗こう心はたちまちどこかへ消えてしまうのだった。

　いつしか季節は移ろい、風には夏の匂においを感じるようになっていた。その日も少年がミモザの木に寄りかかって本を読んでいると、急に視界をふさがれた。訊きかなくても誰だかわかる。

「今日は遅おそかったんだね」

　華きや奢しやな手を外す。視界の隅で淡あわい金きん髪ぱつが揺れるのが見えた。それはいつもと変わらない。だが、いつも生き生きとしている少女の顔には今、ぼんやりとした霧きりがかかっているようだった。

「どうしたの？　風か邪ぜでも引いた？」

「体調はすこぶる良好よ。だけどね、今すっごく悩なやんでることがあって」

「悩み？」

「そう！　将来何になるか目標を一つに絞しぼるなんて、私にはできなくて！」

　意外な悩みの内容に、少年がまばたきを繰り返す。少女はハァーッと深いため息をつくと、少年の横にストンと座って心底困ったようにうめいた。

「だってね、兄様のお手伝いをするのもいいけど、職人さんに弟で子し入りして銀細工を作るのもいいし、商人になって世界中を旅するのもいいし、一つだけ選ぶなんてできないのよ！」

　次々と夢を語る少女は、ため息をついていても将来について悩むことを楽しんでいるようだった。その姿は無む邪じや気きで、見ている者の気持ちを明るくしてくれる。しかし少年はその一方で、胸を刺さす鈍にぶい痛みにも気づいていた。

（将来、か……）

　短い一言が重くのしかかる。呪じゆ文もんのような母の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　──あなたはミモザを守るために生まれてきた特別な子なの。

　自分は四年後、そして少女は七年後に社交界へ続く扉とびらをたたく。そうしたらもう、こうして二人の時を過ごすこともない。自分たちは多くの人と出会い、いくつもの選せん択たく肢しの中からたった一つを選ぶことになる。その時、果たして自分はどの道を選ぶのだろうか。そもそも自分の前には、ミモザのために生きる以外の道が存在するのだろうか。

「ねぇ、あなたは将来何になるか、もう決めてるの？」

　少年の思考の闇やみを遮さえぎったのは、少女の無邪気な声だった。はじかれたように顔を上げると、彼女は慌あわてて口元を手で押さえた。

「あ、ごめんなさい。なんか私ばかり夢中で話しちゃって、つまんなかったわよね」

「そんなことないよ。君の話を聞いてるのは楽しいし」

　それは混じりけなき少年の本音だった。ただまっすぐに未来を見つめる少女は輝かがやいていて、あまりのまぶしさに時々直視するのがつらくなる。

「もしかして、あなたもまだ自分の将来を決めかねてるの？」

　急に黙りこんだ少年を心配して、少女が顔を覗きこんでくる。「まぁね」と曖あい昧まいに答えると、幼さの残る顔にいたずらっぽい笑えみが広がった。

「それなら、ここは一つ思い切って私と一いつ緒しよに商人にならない？」

　あまりに唐とう突とつな申し出に、一瞬言葉に詰つまる。少女は自分の思いつきが気に入ったらしく、うんうんとうなずくと、少年を見てにっこり笑った。

「あなただって、城下に出たことがあるなら知ってるでしょ？　この街には北の王国から鉄や宝石を売りに来ている人たちもいれば、遠くの大陸から海を越こえてお砂糖や香こう辛しん料りようを売りに来ている人たちもいるわ。けれど、来てもらうだけじゃなくて、私たちが何かを売りに行ったっていいのよ。二人で世界中を旅して回るって、考えただけでドキドキしない？」

　少女は自分の思いつきに夢中らしく、翡翠の瞳ひとみがキラキラと輝いている。その真しん剣けんな様子に、少年は思わず吹ふき出した。

「なによ？　なにがおかしいの？」

「いや、ごめん。君と一緒ならなんだってできるし、楽しいだろうなと思って」

　不思議だった。彼女と一緒なら、不可能なんてないと思えてくる。ずっと自分を縛しばってきた呪のろいの言葉なんて、跡あと形かたもなく溶とけてしまったように感じる。

　この気持ちをどう伝えればいいかわからなくて、さまよった手が金色の頭をなでた。それは少年にとって精せい一いつ杯ぱいの感情表現だったが、少女は怒おこったようにその手をはねのけた。

「子ども扱あつかいしないでよね！」

「じゃあ、どうすればいいわけ？」

「え？　それは……」

　子ども扱いされたくなくても、どうすれば大人として見てもらえるかまではわからないらしい。めずらしく戸と惑まどう様がかわいくて、少年がほほえむ。彼は少女の前に片かた膝ひざをつくと、その右手を顔の前に捧ささげ持もって言った。

「君が望むなら、大人の誓ちかいをしよう。俺たちは将来、商人になって二人で世界中を回るんだ」

　白い手の甲こうに小さな口づけを落とす。

「返事は？」

「え？　あ、はっ、ひゃい！」

　少女が慌てて何度もうなずく。その仕草がかわいくて、ついまた頭に手を置くと、彼女は赤くなった頰ほおを不服そうにふくらませた。

「だから、もう！　子ども扱いしないでってば！」

「ごめん、ごめん」

　慌てて手を離す。少女のしかめ面つらも長続きしなくて、庭はまたすぐ二人の笑い声に彩いろどられた。
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　エリーナたちがミモザ州に赴ふ任にんしてから二週間近くが経たった。日々はまるで一夜の夢のように慌ただしく過ぎ去り、その間に一つの変化をもたらした。

（思ったより時間がかかっちゃったけど、なんとかここまでこられたわ）

　目前に広がるテントの群れを見み渡わたして、エリーナはフーッと息をついた。州都に入った時、見たものとは違ちがう。城門内に並ぶテントの一群は、彼女が三日前に立ち上げた救護所だった。

　二週間前のあの朝、提言書を持って現れたエリーナに対して、ウェルナーは約束通り救護所の設置と運営を一任してくれた。しかし、喜んだのも束つかの間。彼は邪じや魔まこそしなかったが、途と中ちゆうであきらめるのを待っていたのだろう。署名を頼たのめば「忙いそがしい」と言って拒こばみ、過去の資料について尋たずねれば「知らない」とつっぱねて、こちらのやる気をとことん削そいでくれた。

（最終的になんとかなったからよかったけど、えらい目に遭あったわよ。それに──）

　手元のメモ帳に目を通していたエリーナは、つきかけたため息を途中で吞のみこんだ。白いページの上に、後ろからすっと黒い影かげが差して見えたのだ。振ふり向むいて確かく認にんするまでもない。

「エリーナ、何か手伝えることはある？」

　救護所の様子を見に来たディノが肩かた越ごしにメモ帳を覗のぞきこんでいた。エリーナは、少なくとも自分ではさりげないと思う仕草で一歩横にずれると、にっこり笑顔を向けた。

「ご心配くださり、ありがとうございます。ですが、ここは私一人で大だい丈じよう夫ぶですから、あなたはご自分の仕事に専念なさってください」

「そう？　じゃあ、俺は物資の搬はん入にゆうを見に行ってるから。何かあったら、いつでも呼んでよ」

「わかりましたわ」

　満面の笑みで送り出す。黒くろ髪かみがテントの後ろに消えるのを待って、エリーナは止まりかけていた息をプハーッと一気に吐はき出した。

（あー、もう！　本気でやりづらいわ！）

　引きつる口元を隠かくすように、持っていたメモ帳で顔の下半分を覆おおう。二週間前のあの夜以来、ディノと一緒にいるのは居い心地ごこちが悪かった。最初に外そと面づらがばれた時の比ではない。

（あんなことがあったら、普ふ通つうちょっとは互たがいに気まずくなったり、避さけたりするものでしょ？　なのに、なんであの人は何も変わらないのよ？　いったいどういう神経をしてるの？）

　あれだけ拒きよ絶ぜつされたにもかかわらず、パートナーで居続けようとするディノの根こん性じようには脱だつ帽ぼうした。と、同時に、あの夜のことを一人だけ気にし続けている自分には幻げん滅めつした。今はまだ仕事に支障は出ていないが、このままでいいはずがない。

（ディノが何を言ってこようと、関係ないわ。私は自分の仕事に集中しなきゃ）

　エリーナは笑みを整えると、最近の日課となっている救護所の見回りに出かけて行った。




　テントの群れを足早に抜ぬける。振り返ったディノは、栗くり色いろの髪かみが反対方向に歩きだすのを見て肩かたの力を抜いた。

　二週間前のあの夜以来、エリーナが自分を避けているのに本当は気づいていた。彼女はいつも通り完かん璧ぺきな外面を演じているつもりのようだったが、口元が引きつりかけている様を何度も目もく撃げきした。自分と顔を合わせぬよう、真夜中の執しつ務む室に戻もどっていく姿を見たこともある。

（また、えらく嫌きらわれたからな……）

　思えば、最初の出会いからして最悪だった。警けい戒かいされて、拒絶されて、ろくなことがない。しかし、それでもみんなと同じ外面を向けられるよりはずっとよかった。少なくともそれは上うわっ面つらのつき合いではない。エリーナが自分自身を見て反応しているという証あかしだったから。

（焦あせらなくていい。時間はまだあるんだから、今は自分にできることをやろう）

　ディノは自分に言い聞かせると、懐ふところから一枚の紙を取り出した。それはミモザ州市し場じように出回っている食料品の相場について、この数ヶ月間の動きをまとめたものだった。

（この数字、どうも気になるんだよな）

　価格が急に下がっている一点をにらみながら、食しよく料りよう庫に向かう。

　そこには、救護所に食糧を納めている商人たちが集まっていた。すでに搬入作業を始めているのか、一列に並んで、荷馬車から下ろした麻あさ袋ぶくろを手て渡わたしで小屋に運び入れている。袋はいずれも中身がぎっしり詰まっているらしく、相当重そうだ。年かさの商人が、渡された袋を受け止めきれずにたたらを踏ふむ。その背中をディノは慌あわてて後ろから支えた。

「あ、これは執しつ政せい官様。どうもありがとうございます」

　制服のデザインから、ディノが誰だれであるか一目でわかったらしい。商人が深々と頭を下げる。ディノは「どういたしまして」と口早に言うと、彼の手から袋を取り上げて列に加わった。

「そんな！　執政官様がそんなことをなさらなくても！」

「いいんですよ、これくらい。最近机に向かっていることが多くて、運動不足でしたから。こんな時くらい、少しは動いた方がいいんです」

「それなら、いいのですが……うちから小麦を買ってもらってるってだけでも十分ありがたいのに、本当にありがとうございます」

「やはり最近、国産の小麦は売れにくくなっているのでしょうか？」

　袋を隣に回しながら、ディノが訊きく。商人は腰こしをたたいていた手を止めて、暗い顔でうなずいた。

「この半年くらいのことですかね？　バラノフ王国から格安の小麦が入ってきてるらしくて、価格競争が激しくなってしまって……」

「あ、おたくもですか？　実はうちもなんですよね」

　口を挟はさんできたのは、向かいに立つまだ若い商人だった。彼は回ってきた袋を後ろの人にひょいっと投げて渡しながら、大きなため息をついた。

「うちは干し肉を扱あつかってるんですけど、安いバラノフ王国産のものが出回っちまうと、商売あがったりですわ！　ったく、上の連中は市し場じようの管理の手を抜いてるんじゃ──」

「ちょっと、あんた！」

　年かさの商人が慌ててたしなめる。若い商人はハッとして、こぼしかけた愚ぐ痴ちを吞みこんだ。ごく自然に搬入作業に加わっていたせいで忘れていたが、彼の前にいる青年は他ほかならぬ「上の連中」だったのだ。

「あ、いえ、すみません。執政官様はしっかりやってくださってると思うのですが……」

「俺のことは気になさらないでください。それより、この件についてもっと詳くわしくお聞かせ願えませんか？　執政官として、大変興味があります」

　整った顔に人の良さそうな笑えみを浮うかべて、ディノが言う。

　商人たちは顔を見合わせた。下へ手たなことを話して、自分の店の品を救護所に入れてもらえなくなっては困る。しかし、今は窮きゆう状じようを訴うつたえるのにまたとない絶好の機会でもある。

「あなた方のお名前は表に出しませんし、このことであなた方が不利益を被こうむることも絶対にないと約束します。ですから、どうかお願いいたします」

　ディノが深々と頭を下げる。執政官らしからぬ腰の低さに、商人たちは慌てた。

「あなたにそこまでされちゃあ、善良な一市民として協力しないわけにもいきませんな」

　年かさの商人が困ったように笑う。彼は一歩ディノに近寄ると、声をひそめて話しだした。

「実は、これは私たち商人の間で最近出回ってる噂うわさなんですけど……」

　ディノを囲むようにして、商人たちの輪ができる。ディノは彼らの語りに耳を傾かたむけ──告げられた内容の意外さに、思わず息を吞んだ。
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　その日エリーナが最初に向かったのは、昨夜救護所に着いたという人たちのもとだった。

　まだ真新しいテントに足を踏み入れる。と、同時に、つんと饐すえた臭においが鼻をついた。

（これはまた、なかなかね……）

　中を見回したエリーナは、想像以上の惨さん状じようを前にして笑顔がこわばるのを感じた。そこには混こん沌とんとした世界が広がっていた。ここに来るまでで気力体力ともに使い果たしたのか、大人たちがぐったりと床ゆかにへたりこんでいる中、赤子の泣き声だけが奇き妙みように大きく響ひびいて聞こえる。

（炊たき出しを提供するだけじゃなくて、今後は精神的なケアもしていく必要がありそうね）

　気づいたことをメモ帳に素す早ばやく書き留める。人々はこちらに注意を払はらう気力もないのか、軽く目を閉じたり、ぼんやり遠くを眺ながめたりしている。その中に周りから明らかに浮いた様子の老婦人を見つけて、エリーナは目を瞠みはった。その姿は他の人たちと同じように瘦やせていたが、横になろうとはせず、背筋をすっと伸のばしてテントの隅すみに端たん座ざしている。

「こんにちは、少しお話をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　エリーナが目の前に来て屈かがむと、老婦人はビクリと首をすくませた。

「驚おどろかせてしまって申し訳ございません。私は救護所の責任者を務めております、エリーナ・ガウディーニと申します。こちらで何かお困りのことはございませんか？」

　やわらかい印象を与あたえるように、にっこり笑顔で話しかける。すると、老婦人の顔からこわばりが抜けていくのがわかった。彼女は姿勢を正すと、エリーナに向かって深々と頭を下げた。

「お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。私は昨日こちらに着いたばかりですが、もう十分なほどよくしていただいております」

「よかったですわ。夜はまだ冷えると思いますが、毛布などは足りていますか？」

「そこまでの贅ぜい沢たくは言えませんわ。この不ふ況きようで主人の工場がつぶれたあと蓄たくわえも底をつき、職もなく……この救護所がなければ、私は道みち端ばたで冷たくなっているところでしたのに」

「ご苦労なさったのですね」

　心からの同情を覚えて、エリーナは老婦人の手を取った。薄うす汚よごれた外見と裏腹に、彼女の言動からは育ちの良さと教養の高さを感じる。そんな人が救護所を頼たよるしかなくなるほど困こん窮きゆうするなんて、よほどのことがあったのだろう。

「こちらではどうか何も心配なさらず、ゆっくりご養生なさってください」

「……ありがとうございます」

　細く乾かわいた手が、エリーナの手をギュッと握にぎり返す。さらに二言、三言交かわしたのちに、エリーナは老婦人のもとをあとにした。




　その後もエリーナは根気強く人々の話を聞き続けていき、日が暮れる頃ころには用意したメモ帳は自分の書いた字でびっしり埋うまっていた。

（ここの人たちが元の生活を取り戻せるように、私が頑がん張ばらないと）

　城に戻ったら、今日気づいたことをまとめて、今後の対策を練らなくてはならない。

「私は明日あしたもまた来ますから。何かありましたら、いつでもお声をおかけください」

　テントの中からこちらを眺めている人々に向けて、にっこりほほえむ。彼らの顔から緊きん張ちようと不安が消えていくのを見て、エリーナは心が温かくなるのを感じた。

　執政官としての仕事は救護所の運営だけではない。城では対処しなければならない問題の数々が、手ぐすね引いて自分を待っている。しかし、それでも自分がこうして足を運ぶことで彼らの不安が少しでも和やわらぐのであれば、今後も見回りを続けたかった。

（明日もここに来るためには、今夜も頑張らなきゃ）

　この数日睡すい眠みん不足が続いたせいで疲つかれていたが、仕方ない。エリーナは長い夜を覚かく悟ごしてテントの幕に手をかけた。冬の匂においを残す風が吹ふきこんできて、ほてっていた頰ほおを冷やす。彼女はそのままテントを出ようとして──目の前で一いつ瞬しゆん、世界がぐにゃりと歪ゆがんだ気がした。

（なに、これ……）

　全身の血が一気に引いていき、その場にヘナヘナとしゃがみこんでしまう。

「執政官様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　テントの中にいた人たちが慌てて駆かけ寄ってくる。差し伸べられたいくつもの手を、エリーナは眺めるだけで取らなかった。

「ご心配をおかけして申し訳ございません。ただの立ちくらみですわ。もう平気です」

　顔に全神経を集中させて、笑みを作る。本当は全身から冷たい汗あせが噴ふき出していたが、自分が助けるべき相手にみっともない姿をさらすわけにはいかない。ふらつく足を叱しつ咤たして、のろのろと立ち上がる。と、その時、今にも倒れそうな肩かたに、トンと温かな何かが触ふれた。

「どうか皆みなさん、ご心配なさらないでください。彼女は俺が城まで送り届けますから」

　体調不良のせいで過か敏びんになっている肌はだをさらりとした黒くろ髪かみがくすぐる。耳じ朶だにかかった吐と息いきの熱さにビクッと跳はね上がりそうになった肩を、エリーナは懸けん命めいに抑おさえた。笑顔が崩くずれかけた彼女と反対に、手の主を見た人々の顔にホッと安あん堵どの色が広がる。

「もう一人の執政官様が一いつ緒しよなら安心だ」

「執政官様、どうか今夜はゆっくりお休みになってください」

　人々が口々に労いたわりの言葉をかけてくれる。今ここで肩を支えている手を振ふり払うわけにはいかなかった。エリーナは仕方なく、広い胸に背を預けたままテントを出て行き──人の目がなくなった途と端たん、肩に回されていた手をするりと抜ぬけた。

「先ほどは助けていただいて、ありがとうございました。ですが、私はもう一人で歩けますわ」

「休まなくて平気？　君は最近、働き過ぎなんじゃない？」

「仕方ありませんわ。それが執しつ政せい官の仕事ですもの」

　ディノの心配をにっこり笑顔で流して歩きだす。立ちくらみは一瞬のことで、全身にはもう温かい血が巡めぐっていた。なんとなくだるい身体からだより、今つらいのは心の方だった。

（不覚だわ。まさかディノにフォローされるなんて！）

　この男には、なぜだかいつも変なところばかり見られてしまう。

　エリーナは内心の動どう揺ようを隠かくすように、足早に通りを歩いた。そうして城門近くで辻つじ馬車を拾ったところ、今まで無言で隣となりを歩いていたディノが急に声をかけてきた。

「どうなさいましたの？」

「救護所にいた人たちに、君を送り届けるって約束しちゃったんだけど」

「……わかりましたわ。どうぞお乗りください」

　本当は死ぬほど嫌いやだったが、同じ場所に帰るのに断るわけにもいかない。狭せまい空間の中、仕方なく向かい合わせに座る。

（どうしてこういうことになるのかしら？　早く一人になりたい……）

　エリーナの気持ちなど知らずに、馬車はゆっくりと走っていく。

　夕ゆう餉げの時間が近いのか、通りには不況にもかかわらず多くの露ろ店てんが並んでいた。串くしに刺さした肉を焼いて売っている店もあれば、もぎたての果物を並べているだけの店もある。馬車の窓からなんとはなしにその光景を眺めていると、ディノが話しかけてきた。

「明日は救護所に来るのをやめたら？」

「え？」

　この男はいきなり何を言いだすのか。一瞬眉み間けんに寄りかけた皺しわを慌あわてて引き伸ばす。不ふ穏おんな空気を漂ただよわせる笑えみを見て、ディノはもう一度はっきりと言った。

「最近の君は無む茶ちやをし過ぎだよ。一日くらい城から出ない日があったって、俺はいいと思う」

「アドバイスをありがとうございます。ですが、そういうわけにはまいりませんわ。あそこには私を待っている方々がいるのですから」

「なら、明日は君の代わりに俺が執政官として見回りに行くよ」

「結構ですわ。私がやります！」

　救護所の運営にしろ、見回りにしろ、すべて自分が言いだしたことだ。ディノにだって自分の仕事があるのに、そのことで迷めい惑わくをかけるのは嫌だった。

　全身で拒きよ絶ぜつするエリーナを前にして、ディノは困ったように肩をすくめた。

「人に寄り添そおうとする、君の心は立派だよ。けど、それで無理をして倒たおれたらどうすんの？　君が抜けた穴を誰だれが埋めるわけ？」

「たとえ熱を出したって、私は政務を続けますわ。何があろうと、全部自分でやります」

「そうだね。それで、そんな君を見て人はどう思うかな？」

「え……」

　ディノの問いかけは静かだったが、エリーナの心に深くつき刺さった。

　窓から射さしこむ街灯の光が、いつになく厳しい顔を照らしていく。ディノは表情を和らげることなく、エリーナの目をまっすぐに見て続けた。

「君がミモザ州のためにどれほど心を砕くだいているか、俺もよく知ってる。けど、それでも倒れるまで頑張ったっていうのは、所しよ詮せん自己満足に過ぎないよ。今はそれでいいかもしれないけど、こんなことが重なったら人はやがて君の器量を疑いだすだろうね。君は誰かと協力したり、誰かを信しん頼らいしたりするくらいなら独りで倒れる道を選ぶ、心の狭い奴やつなのかって。そんな執政官に人がついてくると思う？」

　エリーナは何も言い返せなかった。ディノの言っていることは正論だ。誰もがその言葉にうなずくだろう。ただそれでも今のエリーナには素す直なおに受け容いれることができなくて、無言のまま下を向いた。そんな彼女を見て、ディノは小さく嘆たん息そくした。

「今の君は、目の前のことに手て一いつ杯ぱいで視野が狭せばまってる。救護所のことは大切だけど、君は執政官なんだから、もっと大局を見て動かなきゃダメだ」

「なっ……!?」

　上から目線とも取れる言い方にカチンと引っかかるものを覚えて、エリーナは気色ばんだ。

「そんな風におっしゃるなんて、あなたにはさぞかし広い世界が見えているようですわね」

「そんなことないよ。俺は自分の限界を知ってる。だから、足りない部分を補い合うために、パートナーがほしいんだ」

　嫌いや味みをさらりとかわされて、エリーナは制服の裾すそを握りしめた。ここで横おう柄へいな態度を取られたなら反発もできる。だが、こうも度量の広いところを見せつけられては返す言葉もない。

「執政官様、もうすぐ着きますよ。いやぁ、やっぱりいつ見てもきれいなお城ですね」

　馬車の中の張り詰つめた空気は外にまで伝わらなかったのだろう。御ぎよ者しやが場ば違ちがいなまでに明るい声をかけてくる。

「エリーナ、今日はちゃんと寝ねるんだよ」

　先に馬車を降りたディノが気き遣づかうような眼まな差ざしを向けてくる。

　エリーナは彼の顔を見ることなく、「おやすみなさい」と口早に言うと、さっさと自分の部屋に引き揚げて行った。鉄てつ壁ぺきの笑顔を浮うかべる気力すらない。今はただ独りになりたかった。
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　そうして、また一週間が経たった。日々の業務に忙ぼう殺さつされているうちに時間は矢のように過ぎ去り、気がついたら今日もまた真夜中になっていた。

（うー、今日も一日、本当によく働いたわ……）

　疲つかれてきた目をこすると、エリーナは執しつ務む室の椅い子すに背を預けて大きくのびをした。身体は鉛なまりのように重く、疲れと睡すい眠みん不足のあまり頭もボーッとしている。本当はディノの言った通り、少し休んだ方がいいのかもしれない。が、半ば意地になっていた。

　自分は執政官としてちゃんとやれる。救護所にだって毎日足を運ぶし、それ以外のことだって全部大局を見み据すえたうえで完かん璧ぺきにこなしてみせる。そのことを証明するために、連れん日じつ月が中天を過ぎるまで働いた。

（少しだるいけど、今日中にやっておきたいことはまだあるし）

　落ちてきた栗くり色いろの髪かみを耳にかけて、エリーナは机の端はしに目を向けた。そこには、資料室から借りてきた本の山が築かれている。タイトルこそ様々だが、それらはすべて影かげの伝説やミモザ貴族の系けい譜ふなどについて記されたものだった。

　ミモザ州に赴ふ任にんしてからの三週間、エリーナは影の姿を垣かい間ま見みることすらなかった。相手は所詮伝説なのだから、会えなくて当然かもしれない。だが影が実在しないとしたら、過去の執政官たちが次々に辞やめていった理由はなんなのだろう。

（実はウェルナーにネチネチ嫌味を言われて、ノイローゼになったとか？）

　大いにあり得る話だとうなずきかけて、エリーナは途と中ちゆうで動きを止めた。それでは、彼がミモザ卿きよう代理に就任する以前から影の噂うわさが出ていたことと矛む盾じゆんしてしまう。

（この州では今、何が起きているのかしら？　本当ならこんな風にちまちま本を調べるんじゃなくて、あなたに直接話を聞けたらよかったのに……）

　不可能な現実を思い描えがいて、エリーナは執務室の一角を振ふり仰あおいだ。

　そこには一枚の絵が飾かざられていた。穏おだやかな眼差しをした青年と、一人の女の子が寄り添うように立っている。それは、現ミモザ卿の即そく位いを祝って描かれた家族の肖しよう像ぞう画がだった。この時、ミモザ卿はまだ十七歳。早くに両親を亡なくした彼は、当時の執政官に支えられながら多くの改革に着手し、ミモザ州の商業活性化と人々の生活向上に励はげんだという。だが、すべては過去の話だ。彼は今病の床とこにあり、唯ゆい一いつの妹であるビアンカも病死したと言われている。

　淡あわい金きん髪ぱつを結ゆい上げ、幸せそうにほほえむ少女の絵と目が合いそうになって、エリーナはついと視線を逸そらした。肖像画を眺ながめていたところで、答えが降ってくるわけでもない。

（仕事は次々に増えるんだから、毎日少しでもできることをしていかないと）

　エリーナは本の続きに視線を走らせようとして、はたと動きを止めた。

（そういえば、今日は通行税についても考えなきゃならないんだった！　忘れてたわ！）

　ミモザ州の経済を活性化させるためにも通行税の額について再考する必要があると、ウェルナーも交えた今日の会議でディノが提案したのだ。本当は影についてもっと調べたかったが、仕事には優先順位というものがある。

　エリーナは本を脇わきに追いやって、同じように資料室から取ってきた冊子の山を机の真ん中に据すえた。そこには人口から犯罪率に至るまで、ミモザ州を巡めぐる様々な数字が記されている。

（不ふ況きようを打開するためには人と物を動かすのが一番よね。けど、安すぎても財源の確保が難しくなるし、いくらで設定するのが一番いいかしら？　城門の不届きな州兵を取り締しまるのは大前提として、賄わい賂ろを抜ぬいて計算した場合……）

　大まかな試算をするため、ミモザ州都への出入りが記録されている冊子を開く。

　交通の要よう衝しようだけあって、州都には日々多くの人と物が入ってくる。とはいえ、ミモザ卿が倒れてからの五年間でその数は減少の一いつ途とをたどっているようで──。

（あれ？　でも、ここだけ数が増えてる？）

　こぼれかけたあくびを引っこめて、エリーナは並ぶ数字を注視した。それは、バラノフ王国からの商人の流入数を記録したものだった。他国や他州の商人たちの足が遠のいているのと反対に、バラノフ商人の数だけがこの数ヶ月間で異様に増えつつある。

（なんでかしら？　ミモザ州の経済力は下がってるのに、なんでバラノフ商人が増えるの？　それにバラノフ王国といえば、一昨年おととし国王が替かわったせいで政情が安定してないんじゃなかった？）

　互たがいに政治経済が安定していない土地の間で、なぜ交易量が増えるのか。答えを求めて数字を目で追っていく。だが、高まった集中力は扉とびらをノックする音によって中断させられた。

（こんな時間にいったい誰よ？）

　人がせっかくやる気を出したというのに、邪じや魔まをしないでほしい。一いつ瞬しゆん居留守を使ってやろうかと思ったが、エリーナが心を決める前に扉が開いた。自分の返事も待たずにこの執務室に入って来られる人間など、一人しかいない。

（しまった！　この時間になら来ないと思って油断してたわ！）

　扉の間から黒いブーツの先が顔を出す。エリーナはあわあわと腰こしを浮かせかけて、途中で動きを止めた。

（ちょっと待ってよ。なんで私がこんなに慌あわてなきゃなんないのよ？）

　深く考えるまでもなく、自分が逃にげなければならない理由など一つもない。ここは自分の執務室でもあるのだから、堂々としていればいいのだ。しかし、そう気づいたところで、ゆったりと椅子に座り直している余よ裕ゆうはなかった。

「エリーナ？　何してんの？」

　部屋に入ってきたディノが、珍ちん獣じゆうを前にしたような目つきで中ちゆう腰ごしのエリーナを見た。

「私は、その……ずっと座っているのに疲れたので、少しストレッチをしてただけですわ」

「その姿勢、かえって腰に悪そうに見えるんだけど」

「世の中には、あなたのご存じない様々な健康法がありますの」

　ディノは明らかに納なつ得とくしていない様子だったが、それ以上つっこんではこなかった。後ろ手に扉を閉めると、今度こそ椅子に座ったエリーナに近づいてきて、一枚の書状を差し出す。

「今日、君が救護所に行ってる間に届いたんだ。ジェラルド殿でん下かは明日あしたの午後、こちらにお着きになるらしい」

「そうですか。予定通りで何よりですわ」

　エリーナは機械的にうなずいて、バラの透すかし模様が入った書状を手に取った。

　王都から最初の連れん絡らくが入ったのは、執しつ政せい官に就任した直後のことだった。バラノフ・ヴィスコンティ戦争の終結から三十年になる今年、両国の間では記念式典が開かれる。それに先立ち、北の国境を視察しに行くことになったジェラルドは州都にも立ち寄ると言ってきたのだ。

「ご連絡をありがとうございます。歓かん迎げいパーティーの準備は貴族の方々の手で着々と進められているようですから、ご安心ください。あとは殿下の到とう着ちやくをお待ちするだけですわ」

　読み終えた書状をディノにつき返す。その心は「用が済んだなら、とっとと帰れ」だ。

　エリーナは手元の冊子に視線を落とすと、再び通行税について考えようとした。が、一度切れた集中力を取り戻もどすのはひどく難しかった。すぐに帰るとばかり思っていたディノが、何か言いたそうな顔で自分を見ている。

（なんなのよ？　こんな状態で考えごとに集中できるわけないじゃない！　これなら、ウェルナーみたいに嫌味の一つも言ってくれた方がまだましよ！）

「エリーナ、実はあともう一つ相談が──」

　ディノが口を開く。部屋を満たす空気に耐たえられなくなったエリーナは、彼が話しだす前に勢いよく机に手をついて立ち上がった。

「どうかしたの？」

「申し訳ございませんが、私は少々疲れましたので先に休ませていただきますわ」

　優ゆう雅がな笑えみと裏腹に、エリーナは実に素す早ばやい動作で机き上じように散らばっていた冊子をかき寄せた。ディノが口を挟はさむ隙すきも与あたえず、さっさと塔とうのように積み上げて一息に持ち上げる。

「それでは、また明日。おやすみなさい」

「待ってよ、エリーナ。疲れてるんなら話は明日でもいいけど、君はもう寝ねるんだろ？　それなのに、どうしてそんなにたくさんの資料を持って行く必要があんの？」

「文字を眺めていないと眠ねむれないたちですの」

　もちろん、このままおとなしくベッドに入る気など、さらさらなかった。自分の部屋に持ちこんで、ゆっくりじっくり調べ物の続きをするのだ。

　資料がなだれを起こさないように、歩き方も慎しん重ちようになる。一歩、二歩と進んだところで、エリーナは持ち方を変えようとした。その時、腕うでの中から急に重さが消えた。顔を上げると、どこか不ふ機き嫌げんそうな黒こく瞳とうと目が合う。いつの間に近づいてきたのか、ディノが横から資料を取り上げたのだ。

「こんなにたくさん持ったら、筋肉痛になるよ。捻ねん挫ざした右手だって治ったばかりなのに」

「お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。ですが、私は意外と頑がん丈じようにできておりますの」

　これしきのことで人の手を借りるなど嫌いやで、力まかせに資料を奪うばい返す。

「けど、エリーナ──」

「私は大だい丈じよう夫ぶですから！」

　伸のばされた指先から逃のがれるように、抱かかえた資料ごと身体からだをグルンと横に向ける。親切をむげにされてもディノは怒おこらなかった。代わりに、何か言いたげな視線が顔をなでていく。

（な、なによ？）

　身構えるエリーナを前にして、ディノは疲つかれたような顔で首を横に振った。

「わかった。いろいろと余計なことを言って悪かったね。俺はもう手を出さないから」

「え……」

　初めて聞く、どこかつき放したような物言いにエリーナは息を吞のんだ。ディノは宣言通り、それ以上構ってこなかった。無言のまま自分の執しつ務む机に着いて、書類に手を伸ばす。

（いいのよ、これで。私だってこういうつき合い方を望んでたわけだし）

　資料をギュッと抱だきしめる。唇くちびるを引き結ぶと、エリーナは挨あい拶さつもせずに執務室を飛び出した。
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　部屋に戻ったエリーナは抱えていた資料の山をベッドの上にドサッと下ろした。と、同時に、ずっとこらえていたため息が口をついて漏もれた。

　自分は間ま違ちがったことはしていない。誰だれも頼たよらずにいられるのなら、それが一番だと思う。その気持ちに噓うそはないのに、何かをあきらめたようなディノの顔が忘れられなかった。思い出すたびに、胸にチクリと刺ささるような痛みを覚える。この思いをなんと呼ぶのか、深く考えてはいけないような気がして、エリーナは大きく頭かぶりを振ふった。

（いつもと違ちがう態度を取られたから、ちょっと驚おどろいただけよ。そんなことより今は残りの仕事を片づけないと！）

　資料をベッドの脇わきに押しのけて、エリーナは空いたスペースにゴロンと横になった。誰も見ていないのをいいことに、口にペンをくわえたまま黙もく々もくと数字に目を通していく。と、その時、持ってきた資料の中に見かけぬ装そう丁ていの冊子を見つけて、エリーナは首をかしげた。どこかで紛まぎれこんだのだろうか。少なくとも自分が取ってきた記き憶おくはない。気になった彼女は冊子を手に取ると、パラパラとページをめくっていき──ある一点を見て、眉まゆをひそめた。

（なによ、この数字……）

　そこに記されていたのは、州都で売られている主な商品の価格変動だった。多少の上がり下がりはあるが、それだけなら問題ない。異様なのは、これらを産地別に見た時の値段だった。

　小麦や干し肉といった食しよく料りよう品から銅どう鍋なべや鉱石などの金属類に至るまで、バラノフ王国から入ってきているものの価格だけが、この数ヶ月の間で極端に安くなっていた。それはバラノフ商人の流入が増えてきた時期とちょうど重なる。

（商人が増えたから、価格競争が起こって安くなった──にしても変ね）

　並ぶ数字をにらんだまま、エリーナは内心でうなった。たとえば小麦一つにしても、ミモザ州に持ちこむ商人の数が増えれば、小麦の価値は下がってその値段も下がる。しかし、それでも国産の小麦と比べてはるかに安く売られているのはおかしかった。

（国産品を守るため、輸入品には一律に関税をかけてるはずだもの。それなのに、ここまでバラノフ王国産のものだけが安くなるなんて異様だわ）

　高い関税をかけられたところで、国産品に勝てるほど廉れん価かな品を作れるのであれば別だ。しかし、それでもこれだけ多くの品について一いつ斉せいに値段が下がるのはおかしい。

（どうやらウェルナーに話を聞く必要がありそうね）

　彼が自分を見る時の嫌みったらしい表情を思い出して、エリーナは嘆たん息そくした。今までの感かん触しよくからして素す直なおに教えてもらえるとは思えなかったが、ことはミモザ州で起きた問題である以上、まずはミモザ卿きよう代理である彼に確かく認にんを取らなければならない。

　疲れる闘たたかいを覚かく悟ごして冊子を閉じる。と、その時、エリーナの脳のう裏りを一つの疑問がかすめた。

（そういえば、この資料はいったいどこから来たものなのかしら？）

　内容に釘くぎづけになっていたせいで忘れかけていたが、これは自分が取ってきた資料ではないのだ。紛れこんだにしても、自分がバラノフ王国との関係について気になりだした矢先に現れるなど、タイミングがよすぎないか。

（誰かが私を引っかけようとして、わざと私の机に置いていったとか？　でも、執政官の執務室には私とディノの二人しか入れないはずだし……まさか！）

　一つの可能性にたどり着いて、エリーナは息を吞んだ。

（……もしそうなら、最近の私は本当に視野が狭せばまっていたのかもしれないわね）

　ディノが言っていたことを思い出す。今の自分は救護所に夢中で、大局が見えていないのだ、と。そんなことはないと思っていた。しかし、自分だけこの事実に気づけなかったのであれば、そう言われても仕方ない。

　くやしさを押し殺すように、ギュッと唇を嚙かみしめる。エリーナは問題の冊子を手にすると、真夜中の廊ろう下かに飛び出した。




　向かった先はすぐ隣となりの部屋だった。コンコンと重じゆう厚こうな造りの扉とびらをたたく。音は薄うす暗ぐらい廊下に吸いこまれていくだけで、扉が開く気配はなかった。

（まだ執務室から戻ってきてないのかしら？）

　本当は今すぐにでも話をしたかったが、いないのなら仕方ない。このまま執務室に向かおうか、それとも自分の部屋に戻ろうか悩なやむ。その目前で急に扉が開いた。

　エリーナはとっさに繕つくろった笑顔で話しかけようとして、表情筋が凍こおりつくのを感じた。そこに立っていたのはディノだった。ただ、いつもパリッとのりのきいているシャツは大きく胸むな元もとが開き、乱れた黒くろ髪かみが白いうなじに濃こい影かげを落としている。

「ごめん、こんな格好で。ちょっと軽く仮か眠みんを取ってたもんだから」

「え、あ……そ、そうなんですの」

　寝ね起おきの美び貌ぼうを直視していられなくて、とっさに視線を逸そらす。刹せつ那な、端たん整せいな顔の後ろに乱れたベッドを見つけてしまって、エリーナは慌あわてて頭を横に振った。

（わ、私ってば、何を思い出してんのよ!?　なんで今いま頃ごろ……！）

「なに見てんの？　あの夜みたいに、また一いつ緒しよに寝たい？」

　耳元でささやかれた声の熱さに、エリーナはギョッとして顔を上げた。からかうような黒こく瞳とうが間近で自分を見下ろしている。

「こんな時間に男の部屋に一人で来るなんて、夜よ這ばいじゃないの？」

「ちっ、違いますっ！　私は、別にそういうつもりじゃなくて……！」

「じゃあ、こんな時間にどうしたの？　今日は早く寝るんじゃなかったの？」

「それは……！」

　エリーナが気まずさのあまり適当な言い訳をして執務室から逃にげたことなど、お見通しなのだろう。ディノの口元が意地悪そうにつり上がるのを見て、エリーナは内心で頭を抱えた。

　回れ右をして、全力でこの場を離はなれたい。が、ここまで来て何もせずに帰るわけにはいかない。ちらとディノの様子を窺うかがうと、彼女は持ってきた冊子をつき出した。

「これ、あなたのじゃありませんの？」

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが一いつ瞬しゆん、驚いたように見開かれる。が、否定はしなかった。

「君のところに紛れこんじゃってたんだね。わざわざ持ってきてくれて、ありがとう」

　ディノの手が冊子を受け取ろうとする。エリーナは手を離さなかった。当然、冊子を返してもらえると思っていたのだろう。予想外の行動を目まの当たりにして、端整な顔に戸と惑まどいの色が浮うかぶ。エリーナは気にせず、作り直した笑え顔がおでにっこりと告げた。

「あなたは噓つきですわ」

「え？」

「本当は、わざと私にこの冊子を渡わたしたのでしょう？　今回の異変に気づかせるために」

　執務室を去る時、ディノが何か言いかけていたのを思い出す。今にして思えば、バラノフ王国との件について相談しようとしていたのだろう。しかし、正面から行っても自分は逃げるだけだと知って、やり方を変えたのだ。

「私が抱えていた資料を取り上げた時に、あなたはこの冊子を紛れこませた。違いますか？」

「もしそうだとしたら、君はどうすんの？」

　ディノの瞳ひとみに、ことの成り行きをおもしろがるような光が生まれる。エリーナは今度こそ逃げずに、その光を正面から受け止めて言った。

「明日あした、私はウェルナー様に事情を伺うかがいに行くつもりです。その際、あなたも同席していただけませんか？」

「いいの？　俺が一緒で」

「今回の件は、あなたが最初に気づいたことですもの。あなた抜ぬきでお話を進めるわけにはまいりません」

　本音を言うなら、一人でウェルナーを訪ねたかった。すべて自分でなんとかしたかった。だが、それではまた度量の広さを疑われてしまう。執しつ政せい官として、それではいけない。

　自分の言葉に、ディノはどう反応するだろう。「今さら何を言う」と、怒おこりだしたりしないだろうか。おそるおそる応こたえを待っていたエリーナは、次の瞬間、思わず目を瞠みはった。

「パートナーとして初めての共同作業だね。楽しみにしてるよ」

　ディノがほほえむ。その笑みはまるで澄すんだ秋空のように、晴れ晴れとしていた。

「エリーナ？　どうしたの？」

「……あ、いえ。用事は終わりましたから、私はもう帰りますわ。おやすみなさい」

　まさか見とれていたとは、口が裂さけても言えない。慌てて立ち去ろうとするエリーナの背に、ディノが「じゃあ、また明日」と声をかけてくる。

　見慣れた美貌が扉の向こうに消えた。瞬間、エリーナは張り詰つめていた気がふしゅーっと音を立てて抜けていくのを感じた。

（あの人は、どうして……）

　あれほど強く何度も拒きよ絶ぜつしたのに、どうして彼は手を差し伸のべ続けてくれるのだろう。一緒に仕事ができると知って、どうしてあんなに喜んでくれるのだろう。

　自分はまだディノを完全に信じたわけではない。彼を頼たよる気などさらさらない。それでも、その夜胸を満たしたぬくもりを否定するのに、エリーナは多大な努力を要した。
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　次の日、エリーナとディノの二人は朝食を終えるとすぐウェルナーの執しつ務む室を訪ねた。

「執政官が二人そろって私に訊ききたいこととはなんでしょう？　私も暇ひまではございませんので、手短にお願いいたします」

　まだ早い時間だというのに、眠ねむ気けなど微み塵じんも感じさせない顔をウェルナーが二人に向ける。

　ディノがうなずく。朝食の席での打ち合わせ通り、エリーナは持ってきた資料をウェルナーの前に差し出した。髪かみの色と同じ赤い眉まゆが、興味をそそられたようにピクンと跳はね上がる。

「これは、州都への物資の流入を記録した数字ですか？」

「はい、特に注目していただきたいのがこちらです」

　エリーナはそう言うと、昨夜自分が描かいた折れ線グラフを指さした。

「ご覧いただければわかります通り、この数ヶ月の間バラノフ商人の入都数が増えるのに反比例して、バラノフ王国産の商品の値が軒のき並なみ下がっているんです」

「単なる価格競争の結果ではありませんか？」

「それは私も考えました。ですが、それではすべての輸入品が国産品より安くなっている理由を説明できませんわ」

「そこで考えられる可能性は二つです」

　エリーナに代わって前に出たディノが、ピッと人差し指を立ててみせる。

「一つ目はミモザ州府の誰だれかがバラノフ商人を不当に優ゆう遇ぐうし、独自の販はん売ばいルートを作ってやっている可能性です」

「……我々が金銭的な見返り欲しさに、そのようなことをしてると言うのですか？」

　まるで最悪の侮ぶ辱じよくを受けたとでもいうように、ウェルナーの声が低くなる。腰こしを浮かせかけた彼を手で制して、ディノは続けた。

「お気に障さわったのなら、申し訳ございません。ですが、この可能性はきわめて低いと思います。なぜならバラノフ商人を故意に優遇することはミモザ州出身の商人たちの生活を苦しめ、ひいては州全体の経済を悪化させることになる。州政に携たずさわる者がそこまで軽はずみなことをするとは思えませんし、第一、不正が発覚した時に失うものが大きすぎる」

　ディノの発言に、エリーナは内心でうなずいた。

（ここまで大規模な不正に手を染めたとしたら、公職追放は免まぬかれないものね。プライドの高いミモザ貴族たちが、はした金のためにそんな危ない橋を渡るとは思えないわ）

「それより現実的なのは──」

「城門を守る州兵が、関税の申しん告こくを故意に行わなかった可能性ですわ」

　ディノの言葉を継ついで、エリーナは前に出た。

　城門では入都に当たって関税をかける品がないか、荷物検査と一緒に州兵が確かく認にんをする決まりになっている。彼らは通行税に上乗せして、白昼堂々と賄わい賂ろを要求するような連中だ。バラノフ商人から袖そでの下をもらう代わりに、関税をかけるべき品を少なめに報告していてもおかしくはない。

「一人が目こぼしをするぐらいでは、これほどの価格変動は生じませんわ。私たちが恐おそれているのは州兵たちが組織的に賄賂を受け取った結果、関税をかけ損そこねた安価な商品が市場に出回り、価格が暴落している可能性です。そこで、です。今回の原因をつき止めるためにも、州軍の内情を私たちに調査させていただけないでしょうか？」

「……それは、今度こそ本当に私に対する侮辱と捉とらえてよろしいのでしょうか？」

　紺こん碧ぺきの瞳に猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい光がよぎる。ウェルナーが憤ふん慨がいするのも無理はなかった。王都から派兵されてくる国王軍と違ちがって、ミモザ州軍の指揮権、及および管理責任はミモザ卿きようにある。つまり、州軍の腐ふ敗はいを指し摘てきすることはミモザ卿の責任を問うことと同義なのだ。

「ウェルナー様を貶おとしめる気など、私たちにはございませんわ。今回の調査は税務局に監かん査さが入るのと同じようなものです。第三者の目で見て初めてわかることもあるかと──」

「分をわきまえなさい」

　研とぎ澄まされた刃やいばのように鋭い声に、エリーナは思わずビクッと首をすくめた。

「こちらがおとなしく聞いていれば、図に乗るのもたいがいになさい。あなた方に、州軍について口出しをする権限はありません。第一、確かな証しよう拠こもなしにそのような──」

「物的証拠はありませんが、証言ならあります」

　そう言ったのはディノだった。エリーナに向けて一つうなずくと、彼は選手交代とばかりに持っていた書類をウェルナーの前に示した。

「ミモザ州の商人たちが教えてくれたのです。最近バラノフ商人の多く集まる酒場では、州兵に渡す賄賂の額について盛んに議論が交かわされている、と」

「あなたは商人たちの言葉を鵜う吞のみにするのですか？　彼らは利にさとい連中です。噓うその証言をして、我々を動かそうとしているのかもしれません」

「それは俺も疑いましたが、複数の証言が一いつ致ちしているため、さして問題ないと思います」

「そうは言いましても、彼らが共きよう謀ぼうしている可能性は絶対にないと、あなたは断言できるのですか？」

　ディノに何を言われても、ウェルナーは決して首を縦に振ふろうとしない。賄賂疑ぎ惑わくを否定しようと躍やつ起きになっている様を見て、エリーナはざらつくような違い和わ感かんを覚えた。領分を侵おかした執政官に対して、過か剰じように反応しているだけとは思えない。いらぬ疑惑を招かぬためにも、ここは形だけでも調査を認めた方がいいのに、それでも頑かたくなに拒こばむというのはまさか──。

　疑念を覚えたのはエリーナだけではなかった。ウェルナーと押し問答を繰くり広げていたディノが、ふっと言葉を切る。怪け訝げんそうに歪ゆがむ顔を前にして、彼は真っ向から尋たずねた。

「ウェルナー様、あなたはなぜそこまで州軍を庇かばわれるのですか？」

「別に庇ってなどおりません。ミモザ卿の代理として、配下の者を信じるのは当然のことです」

「そのお気持ちはわかります。ですが、そこまで頑なに調査を拒まれると、俺たちの方としても疑わざるをえません。あなたは何か隠かくしていらっしゃるのではないか、と」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみが探さぐるようにウェルナーを見る。

「州軍の潔白を信じていらっしゃるのであれば、俺たちが調査に入ってもなんら問題はないはずですよね？　それとも、州軍には俺たちには見せられない何かがあるのでしょうか？」

　ウェルナーは答えなかった。エリーナが固かた唾ずを吞のんで見守る中、冬の荒あら海うみを思わせる冷たい眼まな差ざしがディノを射い貫ぬく。声にならない緊きん張ちようが部屋を満たした。その時、

「勝負あったな」

　低く落ち着いた声が突とつ如じよとして三人の呪じゆ縛ばくを解いた。聞き覚えのある響ひびきに、はじかれたように振り返る。次の瞬しゆん間かん、エリーナは思わず息を吞んだ。いつの間にやってきたのか、ジェラルドが執務室の入り口に立っていたのだ。

「今の話には、俺も大いに興味があるな。ジェラルド・ディ・ヴィスコンティの名において命じる。執政官の二人は、ミモザ州軍の内情について可か及きゆう的てき速すみやかに調査を行え」

　あまりの急展開についていけず、啞あ然ぜんとするエリーナたちの顔を見回してきっぱりと宣言する。その口元には、実に彼らしい皮肉げな笑えみが刻まれていた。
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　その日、エリーナがようやく自由になれたのは一日も終わりに近づいた頃ころだった。廊ろう下かが夕焼け色に染まる中、彼女は大量の書類を小こ脇わきに抱かかえて城の最深部を目指していた。

（なんか今日だけで三日分の体力と精神力を消耗した気分よね。ま、結果としては殿でん下かに早めに来てもらえたおかげで助かったんだけど）

　ウェルナーとの対決を思い出して、エリーナの口くちの端はしが満足げにつり上がる。ああいうのを鶴つるの一ひと声こえというのだろう。さすがのウェルナーも、一国の王子に命じられては断るわけにもいかなかったらしい。渋しぶ々しぶではあったが、州軍の内情調査を認めてくれた。

（調査の開始は三日後。できれば殿下の滞たい在ざい中に有意義な報告をできるようにしたいわね）

　今後の段取りを考えながら、廊下の先を見やる。そこにいつもの無表情を見つけて、エリーナは頭を下げた。ロレンツォはそれだけで意を汲くんでくれたらしく、すぐに扉とびらを開けてくれた。

　昼と夜を分かつ時の狭はざ間まにあって、朱しゆと紫むらさきを溶とかした光が部屋を満たしている。自らの横顔も同じ色に染めながら、大きく開け放たれた窓辺にジェラルドが腰こし掛かけていた。その碧あおい双そう眸ぼうは今、ぼんやりと遠くを眺ながめている。

「殿下、お疲つかれでしょうか？　もしそうであれば、あとで改めて──」

「いや、平気だ。少し考えごとをしていた」

　エリーナが声をかけると、ジェラルドは組んでいた足をほどいて彼女に向き直った。

「ミモザ州の政情は思っていたよりもひどいようだな。実際に来てみて、よくわかった」

　道中で見たことを反はん芻すうしていたのか、彫ほりの深い顔立ちには暗い陰かげが落ちている。

「かつては王国の宝物庫とまで謳うたわれた土地が、なぜここまで堕おちたのか……」

「今け朝さもお話しさせていただきましたように、単なる失政だけでは説明できませんわ。バラノフ王国産の品が不当な安値で出回っているせいで国産品の売れ行きが悪くなり、ひいてはミモザ州内における生産活動を圧あつ迫ぱくしているとも考えられます」

「それも一つの原因ではあるな。その背後にはいったい何があるのか……」

　ジェラルドが考えこむように腕うでを組む。

「この点は、おまえたちの調査結果を待ってから改めて論じよう。他ほかはどうだ？　流通や他国との折せつ衝しようなどについて、中央で指揮を執とって各州の足並みを揃そろえた方がいいことはあるか？」

「ありがとうございます。ですが、一執しつ政せい官が中央の政治に口出しをして大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　各州の執政官と王都の政務官たちの間で、領分を巡めぐって対立が生じるのはよくあることだ。エリーナは暗にそのことを示し唆さしたのだが、ジェラルドは取り合わなかった。

「俺は元々おまえたちの意見を聞くつもりでミモザ州都に立ち寄ったんだ。気になることがあるなら、なんでも遠えん慮りよなく言え」

「ですが、今日は殿下もお疲れではありませんか？」

「構わん。これくらい、いつものことだ」

「そうですか……では、僭せん越えつながら」

　おずおずと前に進み出ると、エリーナは抱えていた書類の束をジェラルドに渡わたした。

「……なんだ、これは？」

「中央に向けての提言書ですわ。私とディノの二人が各自で作成いたしましたの」

　ジェラルドはどこか呆あきれた様子で、鉄てつ壁ぺきの笑顔とずっしり重たい手元の書類を見比べた。

「おまえは口で言ってるだけで、最初から俺を気き遣づかう気などまったくなかっただろう？」

「そんなことございませんわ。今日はたまたま運良く、これらの書類を持っていただけですの」

「おまえの手はずいぶんと都合よくいろんなものを取り出せるようだな。将来、奇き術じゆつ師にでも転職したらどうだ？」

「老後の可能性として、頭に入れておきますわ」

　嫌いや味みをものともせず、エリーナはあくまで笑顔で応じた。

　だが、もちろん偶ぐう然ぜんであるはずがない。もとからこの提言書を渡すつもりで、彼女はジェラルドの部屋を訪ねたのだ。

「愛あい想そ笑いのうまい女なら腐くさるほどいるが、おまえみたいな奴やつはいないな。しかもこの量」

　提言書をパラパラとめくっていたジェラルドの口元が、フッと愉しげにつり上がる。

「おまえは困難な状じよう況きようにたたきこまれるほど、輝かがやきを放つタイプらしい。どこまでいけるか、その笑みが崩くずれる限界まで試ためしてみたいものだな」

「殿下は誤解なさっていますわ。何度も申し上げております通り、この笑顔は私の地ですのに」

「どうだかな」

　碧色の瞳に、おもしろがるような金の光がよぎる。ジェラルドは鉄壁の笑顔が気に入らないらしく、ことあるごとにつっかかってくるが、これ以上いじられてはたまらない。エリーナは笑みが引きつりそうになるのをこらえて、コホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「ところで殿下、提言書とは別に今日はもう一つご相談したいことがございますの」

「今度はなんだ？」

　ジェラルドが不服そうに目をすがめる。その前に、エリーナは一枚の紙を取り出して見せた。

「明日あしたのダンスパーティーでは、どなたをお相手にご指名なさいますか？」

　その紙に記されていたのは、エリーナが作成したミモザ貴族の一覧表だった。なぜ自分が人のエスコート相手まで気にかけなければならないのかと、時々虚しくなる。が、これも執政官の仕事だから仕方ない。独身の王族の場合、その相手選びには政治的な配はい慮りよも必要なのだ。

「王家との関係とミモザ州内での勢力レベルを考えた場合、妥だ当とうな線としてはバラッツァ男だん爵しやくのご令れい嬢じようか……ブラドーネ子し爵しやくのご令嬢でもよさそうですわね」

　名前を次々に読み上げていく。ジェラルドはつまらなそうに聞いているだけで、そのどれにもうなずかない。誰だれでもいいから適当に指名してほしいと願った矢先、リストが尽つきた。

「どの女もいらないな」

　ぼそっとつぶやかれた結論に、エリーナの口元が引きつる。リストにある令嬢が気に入らないなら、どうするつもりだ。まさか今から他の候補を探せというのか。

「お相手選びで迷う気持ちはわかりますわ。ですが、お一人で行かれるわけには──」

「誰も一人で行くとは言ってない。相手ならここにいる」

（……ここって、どこ？）

　今この部屋にいるのはジェラルドと自分の二人だけだ。まさか今から誰か来るのだろうか。扉に向けて、ついと首を巡らせる。と、その手をおもむろに摑つかまれた。

「どこを見ている？　明日はおまえが俺の相手を務めるんだ」

「あの、それはどういう──」

「わからないか？　どの令嬢と踊おどっても問題になるのなら、いっそのこと執政官であるおまえを相手に選んだ方が、角が立たなくていいだろう」

（……あ、なるほど。それなら確かに──って、ちょっと待ってよ！）

　ジェラルドの機転に感心しかけて、エリーナは途と中ちゆうで思考を止めた。

　執政官という、ある意味中立な立場の人間を相手に選んでおけば、ジェラルドはお后きさき選びや権力闘とう争そうといった面めん倒どうごとから離はなれていられる。しかし、それは同時に別の効果も生む。

「さすがのおまえも、むき出しの嫉しつ妬と心を向けられては笑みを保っていられる自信がないか？」

　碧い瞳ひとみが煽あおるようにエリーナを見上げる。

　本音を言うなら、人の恨うらみを買うような役回りは遠慮願いたかったが、これも仕事であれば仕方ない。

「わかりましたわ。明日は、この私が精せい一いつ杯ぱいお相手を務めさせていただきます」

　嫌いやがる心を外そと面づらの下に隠かくして、にっこりほほえむ。ジェラルドは、そんなエリーナの笑え顔がおをどこかつまらなそうに眺めていた。
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　少年と少女の間の時は穏おだやかに流れていった。少女はドレスの話も、男の子の噂うわさ話もしない。そんな彼女は、少年にとって気の合う友人のような存在だった。その日までは。

　その日は空の彼方かなたまで見通せそうな、澄すんだ秋の日だった。いつものようにミモザの木の下に少年を見つけると、少女は目をキラキラ輝かせながら駆かけ寄ってきた。

「ねぇ、聞いて！　私、今日はすごいものを見つけちゃったの！　古い書庫の整理をしてたら、なんとあの女将軍の結けつ婚こん式の記録が出てきたのよ！」

　少女は「どうだ」というように胸を張って見せたが、たった一人の聴ちよう衆しゆうは彼女が思っていたほどには感かん銘めいを受けなかったらしい。

「どうしたの？　すごくない？」

「すごいけど、その前に君も女の子だったんだなぁと思って」

「どういう意味よ？」

　少年の素す直なおな感想は少女の頰ほおを赤く染め上げた。恋れん愛あいや結婚に興味はあっても、そのことを人から指し摘てきされるのは気き恥はずかしいらしい。

「それで、今日は女将軍の結婚式ごっこをして遊ぶの？」

　少女が機き嫌げんを損そこねる前に問う。すると、彼女は書庫で見つけたという記録についてはりきって説明してくれた。それは昔、少年が参列した叔お父じの結婚式とは全然違ちがったけれど、そんなのはどうでもよかった。彼女が笑ってくれるのなら、純じゆん粋すいになんでもしてあげたいと思った。

　秋の風が庭園を吹ふき抜ぬける。祝いの席にふさわしい花なんて一つもない、色の消えゆく世界の中で、少年は彼だけの華はなに誓ちかいを述べた。

　翡ひ翠すいの瞳が大きく揺ゆれる。頰の朱しゆが耳の先まで瞬しゆん時じに伝わっていくのが見て取れた。自分の一言にここまで敏びん感かんに反応する姿を前にして、少年は胸の奥が甘くうずくのを感じた。

「姫ひめ？」

　ついいじわるをしたくなって、顔を覗のぞきこむ。我に返った少女は、反射的に顔を覆おおいかけていた手を止めた。それから自分ではこっそりやったつもりでも、少年には丸聞こえの深呼吸を二回繰くり返して、思い切ったように彼の額に顔を寄せた。

　少女の唇くちびるが触ふれる。それは刹せつ那なのようでいて、永遠とも思える瞬しゆん間かんだった。
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「いつかのお返しよ！　今日はありがとう！　またね！」

　少女は一方的に言うと、全力でその場を走り去った。

　残された少年は今までのすべてが夢であったかのように、ずっとミモザの木の下に立ち尽くしていた。ふわふわと漂ただようような世界の中で、額だけが燃えるように熱い。

　いつまでそうしていただろうか。落ち葉を踏ふみしめる音に気づいて、少年は振ふり返った。

　まだ二十代半ばとおぼしき青年が、一人の美女を従えて庭園の入り口に立っていた。

　面識はない。しかし、少年にはそれが誰であるか、すぐにわかってしまった。

「ミモザ卿きよう……」

　つぶやきとともに、ほろ苦い思いが口の中に広がる。

　彼は影かげの誓せい約やくを受けたと言われる女将軍の末まつ裔えいにして、少女の兄。第十八代ミモザ卿だった。
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　パーティーの日の夕方、エリーナは部屋の姿見を前にしてげんなりとうなだれていた。

　今、そこには完全武装の自分が映っていた。瞳の色と同じ翡翠のドレスは清せい楚そな雰ふん囲い気きを醸かもし出し、結ゆい上げた栗くり色いろの髪かみには星空のように宝石がちりばめられている。

（今さらお化け粧しようを落としたりしたら、さすがにまずいわよね？）

　試ためしにほほえんでみると、熟した果実のような唇がふるりと震ふるえる。まるで自分じゃないような姿に顔を拭ぬぐいたくなって、エリーナは上げかけた手を意志の力で止めた。知り合いのいない会場なら構わない。しかし、今の着き飾かざった姿を知人に──よりによって外面の下を知るディノにまで見られるのかと思うと、妙みように気が引けて部屋を出て行くのがためらわれた。

（なんかこう、秘密の日記を人に読まれるような恥はずかしさがあるのよね。それにこの格好を見たあと、いつもの私が身なりで手を抜いてると思われても癪しやくだし。あー、もう！）

　部屋で悶もん々もんとしている間にも、パーティーの時間は刻一刻と迫せまってくる。

（しょうがないわ。私だって明日で十七になるんだし、こういうことにも慣れておかないと。女は度胸と思い切りよ！）

　用意されていたハイヒールに足をつっこむと、エリーナは一息に部屋を飛び出した。だが、こういう時に限って何か起きるのが人生らしい。扉とびらを開けた途と端たん、エリーナは回れ右をして戻もどりたくなった。かろうじて留とどまったのは、ひとえに警備の州兵が廊ろう下かに立っていたからだ。

（なんでよりによってこんな時に……）

　顔を向けた先に、ディノがいた。ちょうど自分の部屋から出てきたところなのか、漆しつ黒こくの礼装を身に纏まとい、後ろ手に扉を閉めている。

「ごきげんよう。あなたも今から会場へ向かうところですの？」

　自分の間の悪さを呪のろいつつも、無視するわけにもいかなくて、にっこり笑顔で話しかける。ディノは答えなかった。漆黒の瞳が意外そうに自分を見ている。

（やっぱりお化粧が濃こすぎたのかしら？　それともドレスが派手すぎるとか？）

　一度意識してしまうと異様に気になりだして、スカートの裾すそを意味もなく正したり、頰に手を当てたりしてしまう。その横で、ディノが小さく吹き出した。

「初うい々ういしい反応だね。今日はお化粧もしてるの？」

「パ、パーティーですから！」

　堂々と言い返したつもりでも、いつもと違う自分を見られているのが恥ずかしくて、うつむきがちになる。すると、艶つややかな美び貌ぼうがおもしろがるように顔を覗きこんできた。

「な、なんですの？」

「いや、かわいいなと思って。たった一晩だけでも、殿でん下かに渡わたすのがもったいないくらいだ」

「なっ……!?」

　エリーナはとっさに抗こう議ぎの声を上げようとしたが、開きかけた口からは動どう揺ようのあまり言葉が出てこない。耳までまっ赤になったまま、目の前の黒こく瞳とうをにらみつける。

「いいね、その表情。そんな顔で見つめられたら、連れ去りたくなる」

「馬ば鹿かなことをおっしゃらないでください！　私は先に行きますから！」

　ディノの横を早足ですり抜ける。今度は彼も止めなかった。くすぐったくなるような甘さを孕はらんだ視線が自分を追ってくる。エリーナはそのすべてを意識的に無視して、先を急いだ。




（あの人ってば、本当に何を考えてるの？）

　廊下を歩きながら、エリーナは答えのない問いに頭を抱かかえていた。

　出会ってから三週間になるが、ディノという人間がよくわからなかった。真ま面じ目めな人かと思いきや、時々こちらがドキッとするようなことを突とつ然ぜん言いだす。その本心はいったいどこにあるのか。

（あー、もう！　ディノなんてどうだっていいじゃない！　あの人は同どう僚りようの執しつ政せい官であって、それ以上でもそれ以下でもないんだから！）

　頰が熱いのはきっと気のせいだ。あるいは最近忙いそがしかったせいで、風か邪ぜを引いたのかもしれない。エリーナはそう自分に言い聞かせると、廊下の先に向かってペコリと頭を下げた。

「ごきげんよう、ロレンツォ様。お申しつけ通り、殿下のお迎むかえに上がりましたわ」

　それは、ジェラルドがミモザ城に来てから何度目かになるやりとりだった。相手がエリーナの場合、ロレンツォはいつも余計な詮せん索さくはせずに素す早ばやく取り次いでくれる。だが、今日は様子が違った。彼は無表情のまま、待てと言うように目の前で手を広げた。

「どうなさいましたの？　もしかして殿下はまだお支し度たく中ですか？」

　紫むらさき水ずい晶しようのような瞳ひとみがついと扉の表面をなぞる。その時だった。

「殿下！」

　刺さすような鋭するどい声が扉とびら越ごしにエリーナの耳を貫つらぬいた。ガタッと椅い子すを蹴け倒たおすような音があとに続く。

　何があったのかと、ロレンツォに目で問う。その顔はいつもと同じ無表情なのに、どことなく張り詰つめて見える。彼の目は扉を越えて、その先にいる人物をにらんでいるようだった。

　相手が誰だれか気になるが、これ以上ここにいるのは盗ぬすみ聞きをしているようで気が咎とがめる。エリーナは断りを入れてから一度部屋に戻ろうとした。が、続く言葉が彼女の足を止めた。

「ウェルナー。おまえも苛いらついてないで、もう一度座ったらどうだ？」

（……ウェルナーですって？　何を話してるの？　まさか州軍のことじゃ……！）

　一度気になりだすと、いても立ってもいられなくてエリーナは扉に近づいた。物音一つ聞き逃のがさないように、全神経を耳に集中させて続きを待つ。やがて彼女の耳に届いたのは、必死で苛いら立だちを押し隠かくすようなウェルナーの声だった。

「殿下、あなたのお考えはよくわかりました。ですが、いくら中央の命とはいえ、ミモザ卿の代理としてそのお話は承服しかねます」

「もう決まったことだ」

「ですが──！」

「ウェルナー、おまえの意志など関係ないと、俺の口から言わせたいのか？」

　ジェラルドの声が危険なほど低くなる。

「反論は許さない。ミモザ州も王国の一部である以上、中央の決定には従ってもらう！」

　抗あらがうことを許さない圧あつ倒とう的な響ひびきに、エリーナは思わず背筋を伸のばした。隣となりに立つロレンツォも心なしか顔がこわばっているように見える。

「──失礼いたします」

　くやしさを嚙かみしめて退出を告げる声がした。と、同時に、内側から扉が開いた。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、立ち聞きがばれたらまずいことになるかもしれない。エリーナはとっさにロレンツォの後ろに隠れようとしたが、ウェルナーの気づく方が早かった。嵐あらしの海を思わせる双そう眸ぼうが不快そうにすがめられる。もろに目が合ってしまっては仕方ない。エリーナは嫌いや味みの一つも覚かく悟ごして頭を下げた。だが、予想に反して彼は何も言ってこなかった。ちらりと一いち瞥べつを投げただけで、目の前を通り過ぎて行く。

（ウェルナーがこんなになるなんて、殿下はいったいなんの話をなさったの？）

　遠ざかっていく赤髪を見送りながら、行き場を失った緊きん張ちようが疑問に変わっていくのを感じる。と、その時、急に後ろから声をかけられて、エリーナはビクッと肩かたを震わせた。

「なんだ、おまえ。いつからそこにいたんだ？」

　振ふり向むくと、煌きらびやかな礼装に身を包んだジェラルドが扉のすぐ横まで来ていた。

「ごきげんよう、殿下。こちらには数分ほど前からおりましたの」

「なら、先ほどの会話も聞いていたのか？」

　ロレンツォが一いつ緒しよにいた以上、噓うそをついても意味がない。エリーナが正直にうなずくと、ジェラルドは思案するように腕うでを組んだ。その前にロレンツォが進み出た。

「殿下、パーティーのお時間です」

「そうか……主しゆ賓ひんが遅おくれるわけにもいかないからな。仕方ない」

　不ふ機き嫌げんそうにうなずいたジェラルドが、ちらりとエリーナの様子を窺うかがう。その直後、金蜜色の髪が下に向かってふわりと揺ゆれた。

　まさか何もないところで転ぶはずもないし、いったいどうしたのだろう。笑え顔がおのままわずかに目を見開く。その前に、男性らしい骨張った手が差し出された。

「それでは参ろうか、姫ひめ」

　自分を見上げる瞳に挑いどむような金の光がよぎる。正式にダンスを申しこむ時のように、ジェラルドはエリーナの前でひざまずいてみせたのだ。

　まさか彼がこんな行動に出るとは思わなかったせいで、ポカンとあっけにとられる。

「おもしろい発見だ。おまえでも驚おどろくと、そんな表か情おをするんだな」

　からかいを含ふくんだ声が耳を打つ。それが気つけ薬であったかのように、エリーナはハッと我に返った。ぼうっとしている場合じゃない。自分は自分の仕事をしなければならないのだ。

「私などのために正式な礼まで取ってくださり、ありがとうございます。今こ宵よいは最後まで、どうぞよろしくお願いいたしますわ」

　差し出された手を取ると、エリーナは非の打ち所のない笑みを浮かべて一礼した。

　ジェラルドの顔が、先ほどまでの愉しげな様子から一転して不服そうに曇くもる。彼は立ち上がると、エリーナの手を離はなして一人で歩きだした。

（なによ、いきなり。返礼ぐらいしてくれたっていいじゃない）

　心にもやっとした不満を覚えたが、それでも仕事を放ほう棄きするわけにはいかなくて、エリーナはロレンツォと二人でジェラルドのあとを追った。
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　夜のとばりが降りる頃ころ、ミモザ城の大広間を飾かざるシャンデリアに明かりが灯ともる。

　まばゆい光が照らす中、最初に生まれた色は翠みどりだった。城下を望む窓には月つき影かげの誓せい約やくを題材にしたステンドグラスが一面にはめこまれている。その中にあって一ひと際きわ美しい翡ひ翠すいの輝かがやきは、初代ミモザ卿きようにして影の誓約を受けた女将軍の瞳の色だった。

　今も昔も女将軍が見守る中、着き飾かざった人々が広間に集つどい始める。そうして広い空間が朱しゆ、蒼あお、緑とあらゆる色で満たされていった頃、朗々とした声が辺りに響いた。

「ジェラルド殿下のおなりです！」

　話し声が尾おを引くように消えていき、好こう奇きを孕はらんだ視線が扉とびらに集中する。一いつ拍ぱく後、そこから現れたのはジェラルドと、彼に手を取られてしずしずとたおやかに歩くエリーナの姿だった。

「あれが噂うわさのエリーナ・ガウディーニね。美人だっていうけど、たいしたことないじゃない」

　刺すような令れい嬢じようたちの視線を一身に浴びて、エリーナは内心で辟へき易えきした。

（なんかここまで予想通りだと、いっそ清すが々すがしく思えちゃうから不思議よね。そんなにも殿下と踊おどりたいんなら、すぐに替かわってあげるわよ）

　とはいえ、最初は自分がジェラルドの相手を務めなければならない。

「皆みな、今こ宵よいは私のためによく集まってくれた。存分に楽しんでいってくれ」

　優美にほほえむエリーナの隣で、ジェラルドがパーティーの始まりを告げる。その直後、深い紫むらさきの礼装に身を包んだウェルナーがグラスを掲かかげた。

「王家のバラとミモザの永と久わの繁はん栄えいを願って、乾かん杯ぱい！」

　低く深みのある声を受けて、シャンパンの輝きが広間を彩いろどる。華はなやかな楽の音が耳をなで、グラスを置いた人々が広間の中央に歩み出た。

「俺たちも行くぞ」

　耳元でジェラルドがささやく。手を引かれるがまま、エリーナは踊りの輪の中心に進み出た。

　ひらりひらりと舞まうドレスが広間を幾いく色いろもの華で埋うめ尽つくす。自らもそんな華の一つになりながら、エリーナはちらりと壁かべ際ぎわに視線を走らせた。令嬢たちの誘さそいをすべて断ったのか、そこには他ほかの貴族たちと談だん笑しようするウェルナーの姿があった。

（いつもと変わらない様子だけど、さっきは殿でん下かとなんの話をしてたのかしら？）

　どこか冷めた雰ふん囲い気きを持つ彼が声を荒あららげるなど、よほどのことに違ちがいない。何があったか知りたいが、直接訊きいたところで絶対に教えてくれないだろう。それならダンスのあとでジェラルドに確かく認にんした方がいいかと思った。その矢先、不機嫌そうな低い声が耳を打った。

「ダンスの相手は俺だというのに、他の男のことばかり考えているなど許せないな」

　顔を上げると、憮ぶ然ぜんとした面おも持もちのジェラルドと目が合った。不服そうに曲げられた口の端はしから、呆あきれたような嘆たん息そくがこぼれる。

「まったくおまえという奴やつは、たまには仕事のことを忘れられないのか？　俺とウェルナーが何を話していたか、気になってしょうがないのだろう？」

「いえ、私は別にそんな──」

「心配するな。州軍の内情について話していたわけじゃない」

　問うよりも先に答えを供されて、エリーナの足が一いつ瞬しゆん止まりかける。いくら状じよう況きよう的にわかりやすかったとはいえ、こうも簡単に思考を言い当てられるとは思わなかった。

（私もまだまだ修しゆ行ぎようが足りないってわけね。殿下の前では気をつけなきゃ）

　心中で外そと面づらの強化を誓ちかう。しかし、ばれた以上は本音を隠し続けても意味がない。

「差し支つかえなければ、なんのお話をなさっていたか教えていただけませんか？　ウェルナー様個人ではなく、州政に関かかわることであれば執しつ政せい官として興味がございます」

　あっさり開き直ったエリーナをジェラルドは興味深げに眺ながめていたが、じらす気はなかったらしい。「いずれわかることか」と口の中でつぶやくと、向かい合う腰こしをグイッと引き寄せた。

　彫ほりの深い端たん整せいな顔が通常のダンスではありえないほど近づく。ふわりと首筋にかかった吐と息いきの熱さにエリーナの身体からだがビクリと震ふるえる。だが、耳元でささやかれた声には一いつ切さいの甘さがなかった。

「先日、国王臨席の会議で、ミモザ州に駐ちゆう兵へいする国王軍の数を倍増させることが決定した」

（…………え？）

　エリーナの顔から一瞬、笑みが消えた。ステップを踏ふみ損そこねた足がひどくやわらかなものの上に着地する。ジェラルドの眉まゆが間近でピクリと跳はね上がった。瞬しゆん間かん、エリーナは自分が犯おかしたミスの重大さに気づいて、全身から血の気が引いていくのを感じた。
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（まずいわ！　何があっても、これだけは気をつけなきゃならなかったのに！）

　二人の動きが止まったことに気づいて、両りよう隣どなりで踊る人たちが怪け訝げんそうにこちらを見ている。エリーナは慌あわててジェラルドの上から足をどけようとした。が、慣れないヒールを履はいていたせいか、力をこめた反対の足は床ゆかをすべって身体全体が大きく後ろに傾かたむく。

（ちょっと待ってよ！　このままじゃ──）

　ジェラルドを道連れにして転ぶ。そんな最悪の未来が脳のう裏りをよぎった。その時、

「焦あせるな。しっかりつかまっておけ」

　力強い声がエリーナの耳をかすめた。腰に回された腕に力がこもる。刹せつ那な、エリーナの身体はふわりと宙を舞まっていた。視界の隅すみで、ドレスの裾すそが熱帯魚のようにひらりと揺れるのが見える。ジェラルドはエリーナに踏まれた足を振り上げることで、ステップの一部のように彼女を飛ばしてみせたのだ。

「さすがですな、殿下」

「お姿だけでなく、踊り方まで華か麗れいですわ」

　飛び交かう賞賛も気にせず、ジェラルドは普ふ通つうのステップに戻もどった。何食わぬ顔をするのには自分も慣れている。エリーナはさっきのがミスだったと周りにばれないよう、優ゆう雅がな笑えみを浮かべてダンスを続けた。とはいえ、ジェラルドに対しても何もなかったことにはできない。

「殿下、先ほどはありがとうございました」

　端整な顔が近づくタイミングを狙ねらって、耳元でささやく。まさかここまで素す直なおに礼を言われるとは思っていなかったのか、ジェラルドは一瞬意外そうに目を見開いたが、すぐ口元にいつもの皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「まぁ、おまえが驚いたのも無理はない。最初に国王軍倍増の話を聞いた時には、俺だって少なからぬ衝しよう撃げきを受けたからな」

（本当に、よりによって私が執政官をやっている時に増兵が決まるなんて）

　足はしっかりとステップを踏んだまま、エリーナは心中でため息をついた。

　建国以来、戦いくさの最さ中なかを除いて各州の守りは基本、各卿の指揮下にある各州軍に委ゆだねられてきた。国王軍は各州に駐兵しているものの、その数は州軍の半数に満たず、その役割も緊急時の援護と中央からの指揮伝達の域を出ない。それなのに、中央は長年保たれてきたその均きん衡こうを崩くずすというのか。

（今は戦時でもないのに、どうして？　州軍の内情調査の結果はまだ出てないのに）

「きっかけは、おまえからの報告だった」

　エリーナの疑問をまたもや先取りする形で、ジェラルドが口を開いた。

「州都に入ろうとした際、城門を通るのに賄わい賂ろを要求されたと書いてよこしただろう？　あれが王宮で問題になったんだ」

「それはわかりますが、どうしてそれが急な国王軍の増兵につながるのですか？」

「いきなりではない。この話は前から出ていたものだ」

　ジェラルドはそう言うと、視線をついと窓の外に転じた。

「おまえも知っている通り、この先にはバラノフ王国がある。あそこでは一昨年おととし、国王が崩ほう御ぎよして以来、軍部が台頭してきているそうだ。何もないとは思うが、もしもの事態が生じた場合、防ぼう波は堤ていの役目を果たすべきミモザ州軍が使い物にならなくては困るからな。州軍の再編制を進める前に、とりあえずの応急措そ置ちとして国王軍を増やすことになった」

　エリーナはなるほどと納なつ得とくした。と、同時に、ウェルナーがあそこまで荒あれる理由もよくわかった。国王軍の増兵は中央からミモザ州への影えい響きよう力が増すことを意味する。州軍の調査に対してすら、あれほど抵てい抗こうしたのだ。彼が何かを隠かくしているのか、単に自分の領分を侵おかされるのが許せないだけなのか、それはまだわからない。それでも確かに言えることが一つある。

（州軍の内情調査を始める前にも、どうやら一波乱ありそうね）

　不ふ穏おんな未来が近づいてくる足音を聞いて、心がピンと張り詰つめる。

「エリーナ、次の曲が始まるぞ」

　ジェラルドが耳元でささやくように告げる。意識を引き戻されたエリーナは、差し伸べられた手に再び身を委ねた。




　広間を満たす楽がくの音ねが終しゆう盤ばんに向かって華やかさを増していく頃ころ、エリーナはダンスの輪からようやく解放されて、バルコニーに出ていた。

（やっぱりパーティーって肩かたがこるわ。愛あい想そ笑いの連発で、顔の筋肉までつりそうよ）

　鉄てつ壁ぺきの笑顔に慣れている自分でも、これだけの長時間、笑みを絶やさずにいるのには疲つかれた。

（あとは最後にもう一曲殿下と踊おどればいいだけで、それまでは自由よね）

　春の風を受けて、ほつれた栗くり色いろの髪かみが夜空に一筋舞う。額にうっすらと浮うかんだ汗あせを拭ぬぐおうとして、エリーナは上げかけた手を止めた。

「お疲れですか、エリーナ様？」

　聞き慣れた声に身体を硬かたくする。バルコニーの入り口に、ウェルナーが立っていた。

「ごきげんよう、ウェルナー様。お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。少しパーティーの熱気にあてられたようですわ」

「そうですか。今回のパーティーには殿下もいらっしゃるということで、準備にも気合いが入っておりました。本番ともなれば、なおさらです」

　ウェルナーはそう言うと、エリーナの隣となりに並んだ。いったい自分になんの用だろう。先ほど聞いた国王軍の倍増計画を思い出して、笑顔がこわばる。その前に、不意に手が差し出された。

「お疲れでないようでしたら、私と一曲踊っていただけませんか？」

「私でよろしいのですか？」

　エリーナは眉み間けんに皺しわが寄りそうになるのを感じて、慌てて意志の力で抑おさえた。嫌いや味みではない。純じゆん粋すいに不思議だった。今までことあるごとにぶつかってきた自分と踊るなど、ウェルナーは絶対に嫌がると思っていたのだが。

「私はあなたと踊りたいのです。お願いできませんか？」

「……わかりましたわ。喜んで」

　特に断る理由もなくて、エリーナは差し出された手を取った。




　広間では新しい曲が始まっていた。一ひと際きわ華はなやかなその楽曲は、三十年前に終結したバラノフ・ヴィスコンティ戦争の際、ヴィスコンティ王国の勝利を祝して作られたものだった。

「もうすぐあなたがこちらにいらしてから一ヶ月が経たちますね。ミモザ州はいかがですか？」

　戦いの序曲に身を委ね、エリーナの腰に手を回したウェルナーが耳元で訊きいてくる。エリーナは一瞬身体を離はなしたくなった衝しよう動どうをこらえて、にっこりほほえんだ。

「ミモザの花が美しい、にぎやかな土地ですわね。日々の仕事にはやりがいを覚えています」

「そう言っていただけると幸いです。ですが、正直やりづらいことも多いでしょう？」

（あなたにだけは言われたくないけど）

　笑顔のままでいたが、抑えきれなかった不満は空気となって伝わってしまったのか、ウェルナーの肩が小刻みに震えるのを指先に感じて、エリーナは慌てた。

「あの、ウェルナー様、私は──」

「別に構いません。あなたのご不満ももっともだと思ったら、なんだかおかしくなってしまいまして。あなたが将来有望であると思えばこそ、その成長に期待してつらく当たることもあったのですが……やはり、おわかりにならなかったでしょうか？」

「まぁ、そうだったんですの！」

　表面上は驚おどろいた風を装いながら、エリーナは内心では全然違ちがうことを考えていた。

（この人ってば、なに適当なことを言ってんのよ？　あなたの言動からは悪意しか感じ取れなかったわよ）

　ネチネチとした嫌味な態度を前にして、何度その頭を蹴け飛とばしてやりたいと思ったことか。

　優雅な笑みと裏腹に、ウェルナーを見る翡ひ翠すいの瞳は冷え切っていたが、見つめられた方は気づかなかったらしい。エリーナの腰こしを引き寄せると、その耳元でささやくように告げた。

「あなたは我々と同じ選ばれた人間です。ミモザをともに治める者として、誇ほこりを持っていただきたかった。あなたが真に誇り高き統治者になれるよう、私はあえて厳しく接してきたのです」

「…………」

　熱い思いを孕はらんだ言葉を、エリーナはひどく冷めた心で聞いていた。

（この人たちの言うミモザの誇りって、なんなのかしら？）

　答えは、自分を見下ろす瞳ひとみの中にあった。紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを満たすのは、選ばれた貴族としての確かな自負。他国の度たび重かさなる侵しん略りやくからミモザ州を守り、この地の繁はん栄えいを築いてきたのはひとえに自分たちの力だと、彼らは信じて疑わない。

「この地は我々の誇りです。我々はミモザのために生きてきた。なのに、中央は……！」

　国王軍増兵の話を思い出したのか、後ろに回された手に力がこもる。エリーナの全身がさっとこわばったのに気づいて、ウェルナーは少しだけ身体からだを離した。

「失礼いたしました。ミモザのことになると、どうも感情的になってしまっていけませんね」

「仕方ありませんわ。誰だれにとっても故郷は特別ですもの」

「それは、あなたにとってもですか？」

「…………はい？」

　話題が急に自分のことになって、エリーナは戸と惑まどいを覚えた。とはいえ、堅かたい政談の席と違って、こういった場ではよくあることだ。彼女は適当に相づちを打とうとして──開きかけた口を途と中ちゆうで閉とざした。将来の政策について議論した時だって、これほどではなかった。驚くほど真しん剣けんな眼まな差ざしが自分に注がれていたのだ。

「教えてください。あなたにとって、故郷とはどのような存在ですか？」

　なぜ彼はこんなにもこの話題にこだわるのだろうか。奇き妙みような違い和わ感かんを覚えて心がざわつく。しかし、黙だまっていては変に思われる。

「そうですわね。私にとって故郷とは──」

　エリーナが思いを口にしようとした、その時、派手な楽の音が広間に響ひびいた。勝利の祝しゆく宴えんの場を最後に、曲が終わりを告げたのだ。

「エリーナ、そろそろ戻もどってこい」

　ジェラルドの呼ぶ声がする。こちらに向かってくる金きん蜜みつ色の髪を見て、ウェルナーの顔に苦く笑しようが浮かんだ。

「殿でん下かはずいぶんとあなたを気に入ってらっしゃるようですね。もっとも、あなたのように若くお美しい方が相手では無理もありませんが」

「まぁ、そんな！　私など、どこにでもいる平へい凡ぼんな女に過ぎませんのに」

「ご自分を卑ひ下げなさらないでください。あなたは美しい。特に、私はあなたの髪が好きです」

　言うと同時に、伸のびてきた指先が栗色の髪に触ふれた。急にどうしたというのだろう。笑え顔がおのまま訝いぶかるエリーナを見下ろして、ウェルナーの口元がゆっくりとつり上がる。

「この髪色も悪くはありません。ですが……やはりあなたには、淡あわい金きん髪ぱつの方が似合ってらっしゃいます」

「え……」

　奇妙に赤い唇くちびるがそっと髪に口づけを落とす。瞬しゆん間かん、エリーナは世界が白くなるのを感じた。足から力が抜ぬけていき、ドレスの裾すそがふわりと広がる。自分でも意識せぬうちに、ストンと小さな音を立てて床ゆかに座りこんでいた。ウェルナーを見上げる。その顔には、今までに見たことがないほどやさしげな笑みが広がっていた。

「ウェルナー様、あなたは……！」

「ミモザの夜にはどうぞお気をつけください」

　透とう明めいな微笑だけを残して、燃えるように赤い髪が人波に消えていく。異変に気づいた人々が振ふり返る。好こう奇きの視線にさらされながらも、エリーナの身体は石と化したように身じろぎ一つできないでいた。胸をえぐられるような焦しよう燥そうがじわじわと全身に広がっていく。

　彼は気づいたのだろうか。外そと面づらの下の、はるか底に沈しずめてきた事実に。

　呼吸が浅くなっているのを感じて胸を押さえる。と、その時、床にすうっと長い影かげが差して見えた。

「何もないところで転ぶなど、おまえらしくないな。何があった？」

　エリーナはとっさに顔を下向けた。いつの間に近づいてきたのか、ジェラルドがすぐ隣で自分を見下ろしていた。

「立て。もうすぐ最後の曲が始まる」

　従わなければならないと頭でわかっていても、エリーナは動けなかった。

「いったいどうしたというんだ？　具合でも悪いのか？」

　ジェラルドが心配して顔を覗のぞきこんでくる。エリーナは顔に全神経を集中させて、笑みを作ろうとした。しかし、不自然に力の加わった口元は引きつるだけで、ぎこちない表情を浮かべることしかできない。さらりとした金蜜色の髪が視界の端はしで揺ゆれる。

　もうダメだと思った。その時、ひんやりとした手がエリーナと世界のつながりを断たち切った。

「殿下、申し訳ございません。どうやらエリーナはパーティーの熱気にあてられたようです。少し彼女を退さがらせてもよろしいでしょうか？」

　闇やみに閉ざされた世界の中で、ディノの声だけがやけにはっきりと聞こえる。

「退がるのは構わんが、平気か？　なんならロレンツォに付き添そわせようか？」

「ありがとうございます。ですが、ここは俺一人で十分です」

　顔を覆おおっていた手が離れていく。その手は、代わりにエリーナの腕うでを摑つかんだ。

　エリーナはとっさに逃にげようとした。が、できなかった。前に立ちくらみを起こした時とは違う。ディノは自分を離す気など微み塵じんもないようだった。

「それでは殿下、失礼いたします」

　すぐ隣となりで頭を下げる気配がする。エリーナの手を引いて、ディノは歩きだした。

　広間からはいつしかざわめきが消えていた。パーティーの最後を飾かざるべく、一際華やかな音が人々の間を駆かけ抜ける。誰もがことの成り行きに納なつ得とくしたようだった。

　ただ一人、エリーナを除いて。

（まさかこんなことになるなんて……！　私は完かん璧ぺきでなきゃならないのに！）

　思いがけぬ現実を前に、下を向いたまま唇を嚙かみしめる。心の叫さけびは声になることなく、エリーナの内で春の嵐あらしとなって吹ふき荒あれた。
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　喧けん噪そうと楽の音がだんだんと遠のいていく。煌きらびやかな光も色もなくなった夜の中。

「どう？　少しは落ち着いた？」

　二人きりになった廊ろう下かで、ディノが訊きいてくる。エリーナは辺りに人がいないのを確かく認にんして、腕を摑んでいた手からするりと逃げた。心配そうな視線を受けて、にっこりほほえむ。

「先ほどは体調の悪いところをお気き遣づかいくださり、ありがとうございました。ですが、私はもう平気ですから。あなたはどうかパーティーにお戻りください」

「そんなこと言って、君は今自分がどんな顔をしてるか、わかってんの？」

「もちろん、笑顔ですわ」

「真っ青で不自然に引きつった、ね」

「…………」

　言葉に詰つまったエリーナを見て、ディノが小さく嘆たん息そくする。彼は頭かぶりを振ると、エリーナを促うながすようにその肩かたを軽くトンとたたいた。

「執しつ務む室に行こう。座って何か温かいものでも飲めば、その顔も少しはましになるはずだ」

「結構です！　私は独りで」

　大だい丈じよう夫ぶ──と言おうとして、エリーナは言葉を吞のみこんだ。

　漆しつ黒こくの双眸がまっすぐに自分を見下ろしている。それはいつもと変わらない。だが、その瞳には今ひどく寂さびしげな光が浮うかんでいた。

「こんな時まで、君はどうして独りで無理をするんだ？　俺はそんなに信用がならない？」

「別に、そういうわけでは──」

　エリーナは口を開きかけて、自分の行動に愕がく然ぜんとした。

（……私は今、何を言おうとしたの？）

　自分はパートナーなんていらない。いつだって独りでいい。ずっとそう思っていたはずなのに、ディノの哀かなしげな顔を見ていると以前のように真っ向から否定することができなかった。

「とりあえず、一度執務室に行こう」

　黙りこんだエリーナを心配して、ディノが手を差し出してくる。エリーナは動けなかった。形のいい手をじっと見つめる。

　自分が今も、そしてこれからもずっとこの手を拒こばみ続けたとしたら──待ち受けている未来は単純だ。自分はいつもの自分でいられる。反対に一度でもこの手を取ったら──自分はどう変わってしまうのだろう。

　差し伸べられた手はじっと自分の応こたえを待っている。しかし、今のエリーナにはその手を握にぎり返すだけの勇気がなかった。

「……失礼します！」

　一方的に叫んで、エリーナはディノに背を向けた。彼の寂しげな顔を、そして胸をよぎった一いち抹まつの切ない思いを振り払はらうように、ドレスの裾をきつく握りしめて廊下を走る。

　ディノは追いかけてこなかった。

（いいのよ、私はこれで。これからもずっと独りでやっていけるわ）

　今になって思えば、ディノと出会ってからの方が異常だったのだ。素す顔がおをさらしてしまって、彼の言動に翻ほん弄ろうされて、完璧でいられない。そんな自分をこれ以上見ていたくなかった。

　ただ独り、自分の足音だけが暗い廊下にこだまする。一度部屋に戻もどるため、角を曲がろうとした。その矢先、目の前から急に人が飛び出してきた。ぶつかりそうになって、慌あわてて立ち止まる。その眼前で、白い一筋の光が閃ひらめいた。

　いったい何が起きたのか、考えるよりも先に身体からだが動いていた。反射的にのけぞった全身がバランスを崩くずして後ろに倒たおれこむ。

　とっさに顔を上げたエリーナは、ぞわりとした悪お寒かんが背筋に走るのを感じた。

　目の前に、ぬらりと光る抜き身の刃やいばがあった。その持ち主はいない。闇にぽっかりと浮かんだように、銀色に輝かがやく刃だけがそこにはあった。いや、目をこらして見ると、柄つかを持つ先に人はいた。ただし闇のように暗く、全身を黒で満たした人が。

（これってまさか──！）

　脳のう裏りをよぎったのは、王都で聞いた噂うわさだった。ミモザ城には影が出るのだ、と。

（まさか本当に、執しつ政せい官である私を追い出しに来たというの!?）

　闇の先で、ゆらりと刃が揺れた。エリーナはとっさに逃げようとした。が、不慣れなヒールを履はいていた足は思うように動けない。自分に向けて刃がまっすぐに振り下ろされる。

　思わず目をつぶった。その時、一いち陣じんの風がエリーナの横を吹き抜ぬけた。

　反射的に目を開ける。次の瞬しゆん間かん、飛びこんできた情景の意外さにエリーナは息を吞んだ。まるで黒い煙けむりのように、突とつ如じよとして目の前に闇が湧わき出たように見えたのだ。否いな、よく見ると違ちがう。同じように黒くても、実態のない影と違って確かな質感を感じる。それは、白はく刃じんから自分を庇かばって立つ広い背中だった。

「ディノ!?」

　答えの代わりに、ぐらりと身体が傾かたむく。エリーナがとっさに伸のばした手の横をすり抜けて、長身の身体が床ゆかに沈んだ。急に開けた視界の先に、光る刃が見える。

　このままディノを置いて、自分だけ逃げるわけにはいかない。しかし、立ち向かうための武器もない。どうすればいいかエリーナが判断に迷った、その時、フッと嘲あざ笑わらうような声が薄うす闇やみに響ひびいた。思わず身体を硬かたくする彼女の前で、人ひと影かげがひらりと身を翻ひるがえす。

　とどめを刺さすチャンスなのに、いったいどうしたのか。予想外の行動に呆ぼう然ぜんと目を見開く。その見つめる先で、人影はまるで闇に溶とけたかのようにふっと姿を消した。

（今のは何!?　まさか本当に……）

　あの人影は、影だったというのか。ありえない現実を前にして、頭が理解を拒きよ否ひする。と、その時、足あし下もとで上がったうめき声がエリーナの意識を現実に引き戻した。

「ディノ！　大丈夫!?」

　青ざめて見える頰ほおを軽くたたく。長いまつげは顔に濃こい影かげを落としたまま、ピクリとも動かなかった。状態をもっとよく確認しようとして、にじり寄る。身体の横に手をついた瞬間、エリーナはぬるりと温かいものが触ふれたのを感じて、とっさに手を引っこめた。薄闇の中でも鮮あざやかに見える。その色は、赤。

　ドクン、と大きく打った鼓こ動どうが全身を貫つらぬく。エリーナは手を凝ぎよう視ししたまま動けなかった。

　封ふうじていたはずの記き憶おくが蘇よみがえる。泣きたくなるほどの暗くら闇やみと、自分を守って斬きられた少年の横顔。その面おも影かげが目前の青年と重なって見える。

「そんな、やめてよ……！　目を開けて！　こんなのはもう嫌いやなのよ！」

　今も昔も無力な自分に歯がみする。こらえきれなかったくやしさと衝しよう撃げきは、傷ついた叫びとなって廊下に響いた。
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　遠くから、少女のすすり泣く声が聞こえる。

（ああ、まただ……）

　繰くり返される夢の中で、ディノは顔を上げようとした。しかし、横たわる身体は鉛なまりのように重たくて、身じろぎ一つ満足にできない。

（大丈夫だって言わなきゃなんないのに）

　喉のど元もとまで出かかった言葉は、潤うるんだ熱を帯びただけで声を伴ともなわない。独りにしてはいけないと思うのに、隣となりに立つこともできない。それならせめて自分がここにいることだけでも伝えたくて、力を振ふり絞しぼって手を伸ばす。その指先は闇やみの中へと伸びていき──。




　二人きりの部屋の中。ディノの腕が動いた気がして、隣に座っていたエリーナはベッドに投げ出されていた手を握った。ためらいがちにさすると、まぶたがひくひくと上下に引きつる。

「ディノ！」

　ゆっくりと、まぶたが開いた。現れた漆黒の双そう眸ぼうに、確かな意志の光が宿る。

「……エリーナ？　ここは……俺の部屋？」

「ええ、覚えてます？　何者かに襲おそわれた私を庇って、斬きられたことを……」

　ディノが「そういえば」と言って、自分の脇わき腹ばらに目を落とす。彼の上半身には包帯が巻かれており、にじんだ血が純白の布に赤いシミを作っていた。

　痛々しい姿を前にして、エリーナは後こう悔かいがじわじわと全身に広がっていくのを感じた。自分のせいでこんな怪け我がをさせてしまったのだと思うと、じっとしていられなかった。

「喉のどは渇かわいていませんか？　寝ね起おきには、まずお水を飲むのが一番ですわ」

　わざと明るい口調で言って、ベッドサイドに置いてあった水差しからコップになみなみと水を注いで差し出す。ディノは受け取らなかった。

「エリーナ、君は？」

「え？」

「君は怪我をしなかったの？」

「……私は無傷ですわ。あなたが身を挺ていして庇ってくださいましたから」

「そうか。君さえ無事ならよかった」

　低くささやくような声には、紛まぎれもない安あん堵どの響きが含ふくまれていた。それは自分を想おもってのことだとわかっている。しかし、エリーナはそのもの言いに我が慢まんできなかった。

「私さえ無事ならいいって──そういう言い方はやめていただけませんか？　それだとまるで自分のことはどうだっていいと言っているように聞こえます」

「そうは思わないよ。けど、君が傷つくぐらいなら、俺が倒れた方がましだとは思う」

「こっちの気も知らずに、そんなことを言わないでください！　私だって、あなたが傷つく姿なんて見たくないのに！」

　漆しつ黒こくの双眸が驚おどろきに見開かれる。エリーナはハッとして口元を手で覆おおった。

「ごめんなさい、せっかく助けてもらったのにこんなことを言って。ですが、どうかもう私を庇わないでください。また襲われることがあったとしても、次は独りでなんとかしてみせますから」

　刃を向けられた時、本当は恐こわかった。しかし、そんな弱い心をディノに見せるわけにはいかない。自分は独りで大だい丈じよう夫ぶだと言い聞かせて、麻ま痺ひした口元に笑えみを刻む。

　ディノは何も言わなかった。深い黒こく瞳とうにじっと見つめられて、思わず笑みが引きつりそうになる。そんなエリーナの顔に向けて、不意に手が伸びてきた。まさか怪我人を相手に手を振り払はらうわけにはいかない。戸と惑まどうエリーナの頰を、大きな掌てのひらがそっと包んだ。

「もうやめなよ、こんな笑か顔お」

　つぶやかれた言葉のまっすぐさに、ビクリと身体が震ふるえる。揺ゆれる翡ひ翠すいの瞳を正面から見据えて、ディノは続けた。

「君はいつも独りで大丈夫だって言うけど、どうして？　なぜ完かん璧ぺきな自分にこだわるんだ？」

「前にも申し上げましたように、私は──」

「出世のためだと言ったって通じないよ。君がそんな人間でないことくらい、もうわかってる」

「…………」

「教えてよ、エリーナ。君の本心を」

　こわばった笑顔を真しん摯しな眼まな差ざしがやさしく包む。その傷ついた美び貌ぼうと、まっすぐ自分に注がれた思いは遠い日の少年の面影をエリーナに思い出させた。

　最後に視界を覆った色は、赤と黒。沈しずみゆく世界の中で、こぼれた血だけが鮮やかに見えた。

「リューク……」

　意識したわけではない。ほろりと心がつぶやいた。自分を見つめる黒瞳が驚いたように揺れる。しかし、エリーナにはそこまで気にかけている余よ裕ゆうがなかった。

　五年前の、あの夜の情景が一気に脳裏を駆かけ巡めぐる。心の一番奥深くに封ふう印いんして、死ぬまで自分一人で抱かかえていくつもりだった。それなのに、一度開いてしまった蓋ふたを閉じることはもうできなかった。

「私のせいで誰だれかが傷つく姿なんて、もう二度と見たくないのよ……！」

　苦い記憶は絞り出すようなつぶやきとなって、エリーナの口をついて出た。

「子どもの頃ころ、私を庇って死んだ親友がいたの。彼と私は些さ細さいなことで喧けん嘩かをしてしまって、もう二度と話すこともできないと思っていたのに、それでもあの晩、彼は私を助けに来てくれて……私を守って、斬られてしまったの」

　月のない夜だった。信じていた者たちに裏切られ、刃やいばを向けられた兄と自分。その中で、彼だけが自分たち兄きよう妹だいのもとに駆けつけてくれた。そして傷を負い、絶えゆく息の中で最さい期ごまで自分の心配をしてくれた。

　──大丈夫。俺が君を守るから。

　震える自分を安心させようと、消えゆく命がささやいた言葉。だけど、自分はそんなものが欲しかったわけじゃない。

「守ってなんてほしくなかったわ！　私はただ彼に生きていてほしかった……！」

　そして、いつまでも隣で笑っていてほしかった。しかし、そんな些細な未来を壊こわしたのは自分の弱さだった。あの時、自分にもっと力があれば、彼を死なせることも兄を奪うばわれることもなかったのに。

「何もできない自分なんて、もう嫌なのよ！　それだけじゃないわ。失政とか不当な権力とか、自分ではどうしようもできないことのせいで苦しむ人たちも、私はこれ以上見たくないの！」

　彼らの姿は過去の無力な自分を思い起こさせて、見ていてつらかった。自分にはその痛みがよくわかった。だから、放っておくことなどできなかった。

　強くなる──そのためにはやさしい手も、気き遣づかう言葉もいらなかった。その心ここ地ちよさを知ってしまったら最後、自分はまた守られるだけの女の子に戻もどってしまいそうで恐かったから。

　漆黒の双眸は瞬まばたきもせずにじっと自分を見つめている。自分を守る外そと面づらはもうない。弱い素す顔がおをさらしていることに耐たえられなくて、エリーナは無言のまま立ち去ろうとした。その肩かたに、後ろから手がかけられた。

　いったい何が起きたのか、理解する間もなかった。さらりとした黒くろ髪かみがうなじをくすぐる。言葉を失ったまま、逃にげることもはねのけることもできない。エリーナの身体からだは後ろからディノに抱だきしめられていた。

「ずっと闘たたかってきたんだね。強くなるために、本当の自分すら隠かくして。だけど、もうなんでも独りで頑がん張ばろうとしないでよ。俺はいつでも君の隣にいるから」

「……適当なことを言わないでよ！　下へ手たな慰なぐさめなんていらないわ！」

「じゃあ、本気ならいいの？」

「え？」

「俺を選んでよ、エリーナ」

　自分を抱きしめている腕うでに力がこもる。見なくてもわかった。ディノが今、どれほど真しん剣けんな顔をしているかは。

（この人は、本当にどうして……）

　最初は単なる義務感だと思っていた。執しつ政せい官同士、協力していかねばならないという思いから、自分をパートナー扱あつかいしているのだろう、と。しかし違ちがった。ディノは完璧な外面を誇ほこる政務官エリーナ・ガウディーニではなく、他ほかならぬ自分自身をパートナーに望んでいる。
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「……なんで私なの？」

　エリーナの疑問はそのまま言葉となって口からこぼれた。胸の前に回されていた手がわずかに揺れる。振り向むいたエリーナは、ディノの顔を見てもう一度はっきり尋たずねた。

「あなたは私とパートナーでいることに、なぜそこまでこだわるの？」

　漆黒の瞳は意表をつかれたように、大きく見開かれていた。が、逃げる気はなかったらしい。深い沈ちん黙もくののちに、形のいい口元がフッとつり上がる。

「今までの君を見ていて思ったんだ。君となら、同じ夢を見られるんじゃないかって」

「夢……？」

　眉まゆをひそめるエリーナを見て、ディノはなぜかやさしくほほえんだ。

「子どもの頃、すごくくやしい思いをしたことがあったんだ」

　ぽつりとつぶやかれた声は、どこか悲しい響ひびきを帯びている。ディノは背中のクッションに半身を預けると、ここではないどこか遠くを見るような目つきで口を開いた。

「俺の母親っていうのが、なんでも特別扱いをされるのが好きな人でね。特とく殊しゆな生まれを理由に、俺にも特別な生き方を強しいようとしたんだ」

　初めて聞くディノ自身の話に、エリーナが目を瞠みはる。彼はまるで何かと闘うように、一度ギュッと強く目を閉じてから続けた。

「最初から決められた人生なんて、俺は死んでも嫌いやだった。だけど反発する一方で、十代も半ばになると、世の中なんて所しよ詮せんそんなもんかって妙みように冷めた見方をするようになっちゃってね。そんな時、出会ったんだ。かけがえのない親友に」

　楽しい過去を思い出したのか、端たん整せいな顔にようやく彼らしいやわらかな笑みが戻ってくる。

「将さ来きが見えなくて悩なやみもがく俺に、その親友は言ってくれたんだ。生まれなんて関係ない。自分がなりたいものになればいいんだって」

「そう……ずいぶんリベラルな考え方の持ち主だったのね」

「最初はびっくりしたよ。けど、俺にとってはいつしかそれがかけがえのない光になったんだ。男だろうと女だろうと、平民だろうと貴族だろうと関係ない。生まれとか失政とか、そういった運命に左右されることなく、努力さえすれば誰もが望んだ生き方をできる……親友の言う世界を、俺はこの目で見てみたくなったんだ」

（え……）

　ディノの告白に、エリーナは心臓が大きく跳はね上がるのを感じた。

　彼の語る世界は夢物語に過ぎないと、多くの人が嗤わらうだろう。現実は厳しくて、自由な生き方とはほど遠い。しかし、それでもそんな世界を真剣に夢見て、その実現を夢中で話していた人間を自分は知っている。それは──過去の自分だ。

（まさか……いえ、そんな……）

　口の中が急速に乾かわいていくのを感じる。最初に出会った夜と同じだ。頭に浮うかんだありえない想像を否定して、澄すんだ黒こく瞳とうをじっと見返す。

「……その親友は、今どうしてるの？」

「今、彼女は──」

　張り詰つめた緊きん張ちよう感かんの中、ディノがゆっくりと口を開く。その声が一つの名を紡つむごうとした、まさにその時、扉とびらをノックする音が二人の間の空気を断たち切った。

「おい、ディノ。無事か？」

　返事を待たずに扉が開く。ディノが何者かに襲おそわれたと聞いて、心配して大広間から直行したのだろう。華はなやかな礼装に身を包んだままのジェラルドが入ってきた。

「なんだ、エリーナ。おまえもここにいたのか」

「え、ええ。ディノには看病が必要ですから、今もこうして鎮ちん痛つう剤ざいの用意をしておりましたの」

　ディノと見つめ合っていたことを知られるのは妙に気き恥はずかしくて、とっさに立ち上がる。その動きは不自然極きわまりなかったが、ジェラルドは一いち瞥べつを投げただけで、すぐにディノの方に向き直った。

「上半身だけでも起こせるのであれば、少しはましだな」

「殿でん下かにはご心配をおかけしました。申し訳ございません」

「ああ、まったくだ」

　ジェラルドは不ふ機き嫌げんそうにうなずいただけで、それ以上ディノの身体を気遣うそぶりを見せなかった。その態度の冷たさに、エリーナはカチンと引っかかるものを覚えた。と、その時、

「おまえもだ、エリーナ」

　非難の矛ほこ先さきを急に向けられて、思わず首をすくめる。ジェラルドは今回の件について、本気で怒おこっているらしい。ディノとエリーナの二人を交こう互ごに見比べると、呆あきれたような顔つきで腰こしに手を当てて嘆たん息そくした。雷かみなりが落ちるのを覚かく悟ごして身体を硬かたくする。だが、次に放たれた一声はエリーナの予想とは少し違うものだった。

「何があったか詳くわしいことは知らないが、二人とももっと自分の価値を自覚しろ！」

　碧あおい双そう眸ぼうに、今まで見たこともないほど真剣な光がよぎる。ジェラルドは落ちてきた前まえ髪がみをかき上げると、苦虫を嚙みつぶしたような顔ではっきりと告げた。

「おまえたちは王国の未来に必要な人材だ。ここで失うことになったとしたら、俺はおまえたちを執政官に任じた自分の判断を一生後こう悔かいするはめになる。そんな思いを俺にさせるな！」

　エリーナはジェラルドの顔をまじまじと見つめた。彼の言葉は力強くて、一いつ瞬しゆん命じているようにしか聞こえない。しかし、その裏には確かなやさしさと誠実さが見え隠れしていた。

「何者か知らないが、俺の部下に手を出すなどいい度胸だな。すぐに捕とらえて、裏の事情まですべて吐はき出させてやる」

「殿下、その刺し客かくの正体についてですが、実は……」

　ディノが何か言いかけて、途と中ちゆうで口をつぐむ。

「どうした？　何か手がかりになるものでも見たのか？」

　先を促うながされてもディノは答えなかった。彼にしてはめずらしく、何かをためらうように目を伏ふせている。ジェラルドはその姿を不思議そうに見下ろしていたが、エリーナには彼の言いたいことがなんとなくわかった。

（誰だれだって、あんなものが実在するなんて思いたくないものね）

　こんな馬鹿げたこと、自分だって夢だと思いたいが、見てしまった以上は報告しなければならない。エリーナは心を決めるように大きく息を吸うと、ジェラルドの前に進み出た。

「殿下、こんなことを申したら頭がおかしくなったかと思われるかもしれませんが、ディノを襲った刺客は──もしかすると人ではないかもしれないのです」

「……どういう意味だ？」

　訝いぶかるジェラルドに、エリーナは自分の見たことを語った。ディノを襲った人ひと影かげはまるで闇やみのように黒い姿をしており、最後自分たちにとどめを刺させたにもかかわらず、夜の闇に溶とけるようにして消えた。あれは、もしかしたら執政官を脅おどしに現れた影ではないか、と。

　すべてを聞き終えたジェラルドは「なるほどな」とつぶやくと、大きくうなずいた。

「わかった。そういう事情があるなら今回の件は表おもて沙ざ汰たにはせず、裏で調査を進めよう」

「ありがとうございます」

　エリーナとディノの二人が深々と頭を下げるのを見て、ジェラルドは不服そうに唇くちびるを曲げた。

「これしきのことで、そこまでかしこまるな。今夜はもう遅おそい。ディノ、おまえは早く寝ねて回復しろ。エリーナ、おまえも──」

　エリーナを見たジェラルドの眉がふと中央に寄る。彼は「まったく」と吐き捨てるように言うと、着ていた上着を彼女の肩かたにかけた。

「殿下？　あの、これは……？」

「いつまでそんな肩むき出しのドレスを着ている？　おまえにまで倒たおれられては困るからな。少しは自分の身体からだも気き遣づかえ」

　ジェラルドは一方的に言い放つと、来た時と同じように颯さつ爽そうと部屋を出て行った。




　パタンと扉の閉まる音だけを残して、再び部屋に二人だけになる。

　ジェラルドの消えた扉を眺ながめながら、エリーナは意外な発見に驚おどろいていた。まさかこんな形で彼が自分を心配してくれるとは思わなかった。

（殿下って、実は単なる皮肉屋じゃないのかも。人間にはいろんな一面があるのね）

　肩にかけられた上着をなでながら、心中でしみじみとつぶやく。その横で小さく吹ふき出す声がした。見ると、ディノがベッドの上で身体を小刻みに震ふるわせて笑っていた。

「本当に、俺の周りには素す直なおじゃない人が多いな」

（……どういう意味よ？）

　どこか含ふくんだ物言いに、エリーナは眉み間けんに皺しわを寄せそうになって、慌あわてて笑え顔がおを作り直した。

　急に二人きりになったことを意識してしまって、居い心地ごこちの悪さを覚える。しかし、そう感じているのはエリーナだけで、ディノはまったく気にしていないようだった。彼はあくびを嚙かみ殺すと、ベッドサイドに置いてあった書類に手を伸のばした。

「殿下のご期待に添そうためにも、頑がん張ばんなきゃならないね」

　何をするのかと思っていたら、ディノはおもむろに書類を読み始めた。さすがのエリーナもこれには驚いた。自分もよくやることだが、怪け我が人が同じことをするのを放ってはおけない。ツカツカとベッドに近寄って、ディノの手から書類を取り上げる。

「エリーナ？」

「これは私がやっておきますから、あなたはゆっくり寝てください」

　まるで幽ゆう霊れいでも見てしまったかのように、ディノの目が限界まで見開かれる。エリーナは気まずさを振ふり払はらうようにゴホンと一つ咳せき払ばらいをすると、書類を小こ脇わきに挟はさんで言った。

「不本意だとしても、あなたに助けられたのは事実ですから。借りは早く返しておかないと気持ちが悪いだけです」

「……それってつまり、互たがいに助け合うパートナーとして俺を認めてくれるってこと？」

「ち、違ちがいます！　私は、だから……！」

　エリーナはとっさに反論しようとして、言葉に詰まった。漆しつ黒こくの瞳ひとみは何も言わずに、じっと自分を見上げている。それだけなのに、ディノが喜んでいる様がひしひしと伝わってきて、気恥ずかしさに身もだえしたくなる。

（別にパートナーは関係ないわ！　私のせいで怪我をしちゃったんだから、その分の穴埋めをするだけの話よ！）

「とにかく、あなたはもう寝てください！　おやすみなさい！」

　返事を待たずに部屋を飛び出す。閉めた扉の後ろではクスクスと小さな笑い声がしていたが、エリーナは聞こえなかった振りをして足早に廊ろう下かを進んだ。
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　頰ほおに感じたのは、熱い痛みだった。

　直後に、その何倍もの鋭するどさを持った叫びが少年の胸を貫つらぬいた。

「あなたなんか大だい嫌きらい！　そんな言葉、あなたの口からだけは聞きたくなかったわ！」

　少女の瞳から止めどなく涙なみだが溢あふれる。彼女は目元をグッと手でぬぐうと、少年に背を向けた。走り去るその姿は、たった一日のうちにまったく異なるものへと変わっていた。

「本当にこれでよかったのかよ？」

　少年は伸ばすことのできなかった手を握にぎりしめた。

　──君とは住む世界が違うんだ。

　それは昨日、「影として生きる覚悟はあるか？」と問われた少年が、悩なやんだ末にたどり着いた結論だった。なのに、この胸に残る重苦しさはなんだろう。

「今はこうするしかなかったのだから、仕方ないわ」

　ミモザの木の陰かげから、昨日ミモザ卿きようにつき従っていた美女が現れた。彼女は少年の頭に手を載のせて労いたわるように笑んだ。

「二人が大人になった時に、改めて結論を出せばいいのよ」

　少年の肩が小刻みに震えた。

　あとになって思えば、ずいぶんひどいことを言ったと悔くいる気持ちも湧わいてくる。しかし、その時の少年には踏ふみとどまることができなかった。

「本当かよ!?　大人になったら全部答えを出せるってんなら、あんたはどうなんだ!?　そんなのただのごまかしじゃないのかよ!?」

　人の顔が蠟ろうよりも白くなる瞬しゆん間かんを、少年は初めて見た。言い過ぎたと気づいても、一度生まれ落ちた言葉をなかったことにはできない。

　女は怒おこらなかった。ただ決意を秘ひめた目で少年を見た。

「たとえ一生つき従うだけの存在だとしても、私はあの人の隣となりで生きることを選んだの。後こう悔かいはしてないわ」

「なんだよ、それ……」

　女が去り、独りになった庭園で少年は唇を嚙みしめた。

　わからない。自分の将来も、望む道も。ただ一つわかるのは、胸を刺すこの痛みだけ。

　この思いを人は恋こいと呼ぶのだと、少年はのちに知った。
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　翌日は、エリーナの十七歳の誕生日だった。

　十七歳といえば、ミモザ州では大人と認められて盛大な誕生日会を開く年だというが、執しつ政せい官であるエリーナには関係ない。ウェルナーの動向に気を配りつつ、国王軍の倍増計画について会議で激論を交かわし、執しつ務む室に戻もどってからは一人で政務に励はげむ。そんないつもと同じ日だったが、たった一つだけ変わったことがあった。

　一日も終わりに近づき、ディノに政務の報告をしに行こうとしたところ、ジェラルドから突とつ然ぜんの呼び出しを受けたのだ。

（明日あしたの朝まで待てないなんて、いったい何があったのかしら？）

　いくら執政官とはいえ、独身の王族が夜中に年とし頃ごろの娘むすめを私室に呼ぶなど、普ふ通つうあってはならない。それをおしても呼び出すなんて、いい知らせのはずがなかった。

「ごきげんよう、殿でん下か。エリーナ・ガウディーニ、只ただ今いま参上いたしました」

　部屋の入り口で一礼すると、ジェラルドが読みかけの書類から顔を上げた。そこに浮うかぶ表情はいつもと同じ自信に満ちたものだったが、碧あおい双そう眸ぼうに宿る光はいつにもまして鋭く、緊きん張ちようを孕はらんでいるようにすら見える。

「こんな時間にお呼びになるなど、何かよほどのことがあったのですね？」

　ロレンツォが用意した椅い子すに座るなり、ズバッと本題に入る。ジェラルドはうなずくと、手元の書類を軽く指ではじいて言った。

「城門を守る州兵に注意しろ、とおまえは言っただろう？　当たりだな。今日の夕方、ちょっとした不正行こう為いが発覚したと俺の部下が報告してきた」

「関税の申しん告こく漏もれについて、何か証しよう拠こが摑つかめたのですか？」

「なら、よかったんだがな。ロレンツォ！」

　呼ばれて、今まで気配もなく部屋の隅すみに控ひかえていたロレンツォが進み出る。武人らしいゴツゴツとした手の内を見た瞬間、エリーナは笑顔が引きつるのを感じた。

「バラノフ王国の銃じゆう？　まさかバラノフ商人がこれを州都に密輸しようとしたのですか？」

「ああ。馬車で運ばれる際、鉱石の間に隠かくされていたところを兵役に就いて日の浅い新兵が見つけたらしい」

「なぜまた──？」

　強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えて、エリーナは銃を凝ぎよう視しした。バラノフ王国にとって、ミモザ州を抱かかえるヴィスコンティ王国は第一の商取引相手であると同時に仇きゆう敵てきでもある。直接的な武力抗こう争そうはバラノフ・ヴィスコンティ戦争を最後に生じていないが、国境を巡めぐってのにらみ合いは依い然ぜんとして続いている。そんな国に銃を渡わたしたとなれば、売国行為と罵ののしられても文句は言えない。

（じゃあ、その商人はミモザ州経由でどこかに銃を転売するつもりだったとか？　でも──）

「問題は他ほかにもある」

　ジェラルドの言葉に、エリーナは意識を現実に引き戻された。彼は片手でロレンツォを退さがらせると、苦々しげな表情で続けた。

「今回銃を密輸しようとした商人は、自分を取り押さえた新兵にくってかかったそうだ。『ちゃんと袖そでの下を渡したのに、なぜこんなことをする!?　命令が行き届いてないのか!?』と叫んでな」

「それは、つまり──」

「前におまえが報告してきたように、城門を守る古株の州兵たちが小こ遣づかい稼かせぎのため、ことあるごとに賄わい賂ろを要求していただけか、あるいは──もっと大物が関かん与よしているか」

　大物の一言は、かつて感じた疑念をエリーナに思い起こさせた。州軍の内情調査を申し出たあの日、ウェルナーは異様なまでに州軍を庇かばっていた。

（あれって関税の申告漏れを隠すためだけじゃなかったの？　銃の密輸をウェルナーが黙もく認にんしてるのだとしたら、まさか……彼はバラノフ王国と裏で通じてるの？）

　悶もん々もんと考えこんでいると、いつになく険しい表情をしたジェラルドが顔を覗のぞきこんできた。

「ここまで聞いたうえで、今回のことをどう思う？　執政官としての意見を聞きたい」

「……そうですね。おそらくは──」

　自分の考えを形にしようとする。その途と中ちゆうで、エリーナは口をつぐんだ。いつもの彼女らしくない反応に、ジェラルドが眉まゆをひそめる。気づいたエリーナは、とっさに繕つくろった笑え顔がおで頭を下げた。

「申し訳ございませんが、執政官としての意見は保留にさせていただけませんか？」

「なぜだ？」

「ミモザ州の執政官は、私の他にもう一人いるからです。ここはディノの意見も聞いたうえで、我々執政官としての見解を述べさせていただけないでしょうか？」

　相手は回りくどい手続きや形式を嫌きらうジェラルドだ。さっさと意見を言えと怒られるかもしれない。が、予想に反して、彼はまじまじとエリーナを見ただけで反対はしなかった。

「まさかおまえの口からそんな言葉を聞く日が来るとはな。意外だった。だが、悪くない」

　ジェラルドの口元に、普ふ段だんの皮肉げなものとは違ちがう満足げな笑みが刻まれる。いったい何がどう意外なのかエリーナにはよくわからなかったが、深く考えている時間はなかった。

「認めていただけるようでしたら、早さつ速そくディノの意見を聞いて参りますわ」

　エリーナが立ち上がる。すると、隣で同じように椅子を引く音がした。

「殿下？　どうなさいましたの？」

「せっかくだからな。見み舞まいがてら俺も一いつ緒しよに行ってやる。おまえに意見を求められて、あいつがどんな顔をするか、興味もあるしな」

（……どういう意味かしら？）

　碧い双眸がおもしろがるように自分を見ている。その真意はわからなかったが、一緒に来られて困ることもない。エリーナはうなずくと、ジェラルドとともに部屋を出た。
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　窓から一人、空を眺ながめていた。ベッドに半身を起こし、手元の書類に目を通しているうちに時は移ろい、気がついた時には夜空に月が昇のぼっていた。このまま何事もなければ、輝かがやく笑顔がもうすぐ政務の報告をしに現れるだろう。

　部屋の扉とびらを見やって、ディノは自然と口元がほころぶのを感じた。こんな風に彼女と話せる日が来るとは自分でも思わなかった。このままいけば、外そと面づらではない心からの笑みを向けてもらえる日も遠くないかもしれない。

　心に射さした一いち条じようの光を守るように、胸の前で固く手を握にぎりしめる。と、その時、扉をノックする音がして、ディノは顔を上げた。

「エリーナ？　鍵かぎは開いてるから入ってよ」

　期待をこめた目で扉を見つめる。しかし、返ってきたのは明るい少女の声ではなかった。

「残念ですが、人ひと違ちがいです。もっとも、あなたの待ち人にもあとで会うことになると思いますが」

　低く深みのある声とともに、扉が外から開けられた。鮮あざやかな赤い髪かみが春の闇やみにふわりと舞まう。刹せつ那な、ディノはさっと全身がこわばるのを感じた。

「ミモザ卿きようの代理ともあろうお方が、こんな夜よ更ふけにいかがなさいましたか？」

「こんな日の夜だからこそ、あなたと話したいことがあるのですよ。あなたが私の予想通りの人であるなら、どこかで私の来訪に気づいていたはずです。違いますか？」

　どこか愉たのしんでいるような紺こん碧ぺきの瞳ひとみをにらむ。

　長い夜はまだ始まったばかりだった。
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　ジェラルドとロレンツォの二人を連れて、暗い廊ろう下かを進む。やがて執政官の居住区にさしかかったエリーナは、見慣れた扉の前で立ち止まった。

　こんな時間にジェラルドを連れて現れたら、ディノは驚おどろくだろう。本当は怪け我が人である彼を煩わずらわせるようなことはしたくなかったが、手て遅おくれになる方が恐こわかった。

（ミモザ州で何が起きてるのか、今夜こそすべてを明らかにしてやるわ）

　意気ごんだエリーナは扉をノックしようとして──振ふり上げた手は、木のぬくもりを感じる直前でピタリと止まった。

「エリーナ？　どうした？」

　ジェラルドが訝いぶかしげな声を上げる。エリーナは無言のまま、扉を目で指した。ボソボソとした小さな響ひびきではあるが、人の声とおぼしきものが内から漏れ聞こえている。その一つはディノのようだったが、もう一つは──。

「ウェルナーだな」

　近づいてきたジェラルドが断じる。その名はエリーナの心に無視することのできない波は紋もんを生んだ。

（なんでウェルナーがディノと話してるのよ？　まさか……！）

　銃の密輸に関して、執しつ政せい官であるディノを脅おどしに来たのではないか。嫌いやな予感を覚えてドアノブを回そうとする。

「待て。何か様子がおかしい」

　ジェラルドに言われて、エリーナは動きを止めた。彼の言う通り、扉の向こうから聞こえてくる声は穏おだやかな話し合いというより、言い合いのような気配を漂ただよわせている。扉に耳を寄せると、くぐもってはいても確かにウェルナーのものとわかる声が聞こえた。

「何をためらっているのです？　チャンスは今こ宵よい、一度きりなのですよ」

（……チャンスって、いったいなんの？）

　エリーナと同じ疑問を抱いだいたのか、金きん蜜みつ色の頭が手がかりを求めて扉に近づく。二人が息を詰つめて続きを待つ中、しばしの沈ちん黙もくを置いて、ウェルナーが心底呆あきれたようにため息をつくのが聞こえた。

「今さら自分だけ無関係な振りをしたって、無理ですよ。あなただって本当は私と同じ目的で近づいたのでしょう？　今はエリーナ・ガウディーニを名乗る、あの少女に」

（…………っ!?）

　耳を打った言葉の意外さに、エリーナの呼吸が一いつ瞬しゆん止まりかけた。パーティーのあともいつもと様子が変わらなかったため、自分の勘かん違ちがいかと思いかけていた。だが、彼は気づいていたのだ。五年の間、エリーナがひた隠かくしにしてきた事実に。

（でも、それならなぜ何も言ってこなかったの？　それに、ディノはどうして何も訊きかないの？）

　隣となりを窺うかがうと、ジェラルドにはウェルナーの発言が理解できなかったらしく、形のいい眉が不可解そうに中央に寄っている。同じようにディノにも意味が通じていなかったはずだが、それなら彼はなぜ黙だまっているのだろう。自分たちがここに来る前に、ウェルナーから何か聞いていたのか、それとも──最初から知っていたというのか。

（いいえ、そんなはずないわ。ディノはそんな素そ振ぶりちっとも見せなかったもの）

　胸に生まれた疑ぎ惑わくの根を断たち切るように、小さく首を横に振る。その耳に、苛いら立だったウェルナーが机をバンッとたたく音が聞こえた。

「あがいても無む駄だです。過去を棄すてたところで、ミモザの血から逃のがれることなどできませんよ。現にあなたも彼女もこうしてこの地に戻もどってきた。違いますか？」

（……ミモザの血を引く？　ディノが？）

　ウェルナーは何を言っているのか。荒こう唐とう無む稽けいとも思える話に、頭が理解を拒きよ否ひする。しかし、これ以上目を背そむけていることはできなかった。扉の向こうで、ディノが身じろぎをしたのが音でわかる。彼は小さな吐と息いきをつくと、ウェルナーに向かってはっきりと告げたのだ。

「あなたの言う通り、俺はミモザ貴族の出身です。目的を持って彼女に近づいたのも事実だ」

（え……）

　翡ひ翠すいの瞳がこぼれ落ちそうなほどに大きく見開かれる。聞き違いかもしれない。そう思ったエリーナは隣に立つジェラルドの顔を盗ぬすみ見た。だが、そこに浮うかぶ驚きよう愕がくの表情は、彼が自分と同じ告白を聞いていたことを物語っていた。

（本当なの？　それじゃあ、今までのことは……すべて噓うそだったというの？）

　差し伸べられた手も笑みも、すべては自分に近づき、信用を勝ち取るための演技だったのか。

（いえ、でもディノに限ってそんなはず）

　ない──と続けようとして、エリーナは否定しきれないでいる自分自身に愕がく然ぜんとした。自信を持って違うと言えるほど、自分はディノのことを知らなかった。唯ゆい一いつ確かなのは彼が自分に向けてくれた思いと、昨日語ってくれた夢だけ。それだって、噓でないという保証はない。

　受け容いれがたい現実を前に、まるで地面が崩くずれていったかのように足あし下もとがふらつく。

「おい、エリーナ！　どうした!?」

　気づいたジェラルドが慌あわてて手を伸ばしてくる。その指先が肩かたを摑つかむよりも先に、エリーナの身体からだはバランスを保とうとして目前の扉に手をついていた。

「誰だれかいるのですか!?」

　気づいたウェルナーが、こちらに向かってツカツカと歩いてくる。

「……どうやらここまでのようだな」

　ジェラルドが覚かく悟ごを決めた。次の瞬しゆん間かん、エリーナの腕うでは彼の手に引き寄せられていた。ロレンツォがドアノブに手をかける。勢いよく開いた扉の風圧を受けて、まっ赤な髪がゆらりと揺ゆれた。その先には、ベッドに半身を起こしたディノがいた。

「エリーナ!?」

　まさか話を聞かれているとは思わなかったのだろう。漆しつ黒こくの瞳が驚愕に揺れる。

　エリーナは何も言えなかった。澱おりのようにわだかまる思いは心の内を荒あらすだけで声を伴ともなわない。絶望と、後こう悔かいと、哀かなしみを秘ひめた目が、ただじっとディノを見つめる。

「君は何か誤解をしてる！　俺の話を聞いてくれ！」

　ディノがベッドから飛び降りる。その瞬間、傷がうずいたのだろうか。整った顔が痛みに歪ゆがんだ。上着の隙すき間まから覗のぞいた包帯に、じんわりと鮮やかな血がにじむ。

「ディノ！　大丈──」

　エリーナは駆かけ寄りかけて、途と中ちゆうで足を止めた。床ゆかに膝ひざをついたディノを守るように、ウェルナーがその両りよう肩かたを後ろから抱だき寄せたのだ。

「今さら何をおっしゃるのです？　あなただって私と同じではありませんか？」

「違ちがいます！　俺は確かにミモザ貴族の出身ですが、あなた方に与くみすることだけは決してない！」

「なら、あなたはなんの目的があって彼女に近づいたというのですか？」

「それは──」

　言葉に詰まったディノの眼まな差ざしが、惑まどうようにエリーナとウェルナーの間を行き来する。それだけで十分だった。初めて見る彼の姿に、エリーナは心がだんだんと乾かわいていくのを感じた。

（笑わなきゃ……）

　こんな時だというのに、そんなことしか思い浮かばなかった。自分は傷ついてなどいない。心を刺さす痛みはきっと気のせいだと信じて、口の端はしをゆっくりとつり上げる。

　ディノは何かを必死で訴うつたえようとしては、言葉にできずにいるらしい。

　きれいな言い訳を聞いてしまったら最後、未練が残る。エリーナは胸の前でギュッと拳こぶしを握にぎりしめると、ゆらぐ黒こく瞳とうに向けてにっこり笑いかけた。

「今までありがとうございました。ですが、私にはやはり独りの方が向いているようですわ」

　艶つややかな美び貌ぼうに打ちのめされたような絶望が広がっていく。その表か情おを見ているのはつらくて、エリーナはきびすを返した。

「待ってくれ、エリーナ！」

　必死な響きを持つ声が後ろから追ってくる。エリーナは振り返らなかった。

（慣れてるわ、こんなこと）

　裏切られること。隙すきを見せたら最後、つけこまれること。そのすべてに慣れていたはずだ。それなのに、どうして今の自分は息もできぬほどの苦しさを感じているのだろう。

　逃にげたってなんの解決にもならないと、頭ではわかっている。それでも、少しだけでいい。時間がほしかった。心を整理して、執政官エリーナ・ガウディーニに戻るための時間が。

　何も考えたくなくて、廊ろう下かをひた走る。だが、機械的に投げ出される足はエリーナを遠く一人になれる場所まで連れて行ってくれなかった。

「待て、エリーナ！」

　ジェラルドに呼ばれた──と、意識した時にはもう後ろから腕を摑まれていた。

「状じよう況きようを説明しろ。いったい何が──」

　金の光を宿す双そう眸ぼうが顔を覗きこんでくる。その途中で、ジェラルドは彼にしてはめずらしく声になりかけた言葉を吞のみこんだ。

「どうかなさいましたの？」

　エリーナがにっこり笑え顔がおで問いかける。ジェラルドは答えなかった。細い両肩に手を置いたまま、無言でこちらを見下ろしている。不意に、その指先がエリーナの頰ほおに触ふれた。

「殿でん下か？」

「そんな表か情おをして、鉄てつ壁ぺきの笑顔はどうした？」

「どういう意味でしょうか？　私はいつもと同じですのに」

「なら、俺が今拭ぬぐったものはなんだと言うのだ？」

「…………え？」

　ジェラルドの手がゆっくりと顔から離はなれていく。窓から射さしこむ月つき影かげを受けて、その指先がキラリと光るのが見えた。エリーナはハッとして息を吞んだ。

「おまえは泣いていた。違うか？」

　ジェラルドが、鋭するどさの中にも気き遣づかう色を帯びた眼差しを向けてくる。

　今ここで「そうだ」とうなずいたら、彼はきっと自分を慰なぐさめてくれるだろう。そうしたら、この胸の痛みも少しは和やわらぐかもしれない。しかし、素す顔がおの自分を見せることなどできなくて、エリーナはゆっくりと首を横に振ふった。

「殿下は勘違いをなさっていますわ。先ほどあなたが触れられたのは……その、汗あせですの」
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　どう考えてもジェラルドが納なつ得とくしたとは思えない。が、彼はむきになって否定もしなかった。笑みを浮かべようともがくエリーナの前で、形のいい唇くちびるがニヤリと愉しげにつり上がる。

「呆れるほど気の強い女だな。もっとも、すぐに弱音を吐はく女になど興味はないが。いろいろと事情はあるようだが、今日のところは執しつ務む室で待機していろ。ディノとウェルナーの話を聞いたあとで、そちらに行く」

　さすがのエリーナも、今ディノと向き合う勇気はなくて素す直なおにうなずく。すると、ジェラルドは彼なりに気を遣つかってくれたのだろう。彼女の頭を安心させるように一なですると、その顔を見ることなく、きびすを返した。

　思いがけぬジェラルドのやさしさに、エリーナはささくれ立っていた心がわずかに癒えるのを感じた。しかし、だからといって今日受けた傷をすべて忘れられるわけでもない。チクリと胸を刺す痛みをこらえたまま、エリーナはジェラルドと反対に向かって廊下を歩きだした。




　ディノの部屋へ戻る直前、ジェラルドは一度足を止めて振り返った。おとなしく執務室へ向かったのか、もうそこにエリーナの姿はなかった。

（まさかあの気き丈じような女が泣くとはな。ディノに利用されていると知ったことが、そんなにショックだったというのか？）

　昨夜、二人に告げた言葉に噓はない。彼らがどんな関係であろうとも、自分にとってかけがえのない部下であることに変わりはない。頭ではそうわかっているのに、心にわだかまるこの思いはなんだというのか。

　つい考えこみそうになって、ジェラルドは大きく頭かぶりを振った。今はそんなことを気にしている場合ではない。先に片づけなければならない案件が山ほどある。

（今、この州では何が起きてるんだ？　ディノもウェルナーも何が目的でエリーナに近づいた？　銃じゆうの密輸とは何か関連があるのか？）

　まずは、部屋にとどめておいた二人に事情を聞く必要がある。

「ウェルナー、先におまえに尋たずねたい」

　部屋に足を踏ふみこむと同時に口を開く。しかし、そこに目立つ赤色の髪かみはなかった。視線の先には、ロレンツォに肩を押さえられたディノがいるだけだ。

「奴やつはどうした？」

　ジェラルドの問いかけに、ロレンツォは勢いよく頭を下げた。

「申し訳ございません！　取り逃がしました！」

「おまえがそんなミスをするなど、めずらしいな。いったい何があった？」

「消えたのです。腕の中から、突とつ然ぜん」

「……どういうことだ？」

　逃げたとか、走り去ったとかならわかるが、消えたとはいったいどういう意味か。

「まるでこの州に伝わる影かげの伝説のようだな。ディノ、おまえは何か見なかったか？」

　ここは第三者の意見も取り入れようとして、残る一人の方を向く。しかし、ディノは聞いていなかった。

「殿下、どうか俺を放してください。今すぐウェルナーを追います」

　怪け我がを負おうと、ロレンツォに取り押さえられようと、何があっても屈くつすることなき黒瞳がジェラルドを見上げる。が、いくら強く訴えられたところで、うなずくわけにはいかなかった。

「追うなどと、怪我人が何を言う？　それに、おまえには確かく認にんしたいことが山ほどあるんだ」

「ご質問にはあとでいくらでもお答えします。ですが、今は手て遅おくれになる前にウェルナーを捕つかまえなくては！」

「……何が言いたい？　ディノ、おまえはいったい何を知っている？」

　先ほどから聞いていれば、理解できない話が多すぎた。ディノがミモザ貴族の出であることといい、エリーナを利用しようとしていることといい、いったい何が真実で何が偽いつわりなのか。すべての事こと柄がらの間には何か関係があるのか。

　碧あおい双眸に射すくめられて、ディノの表か情おが戸と惑まどったように揺ゆれる。しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、彼は意を決したようにうなずくと、一いつ切さいの迷いなき声で断じた。

「ウェルナーたちミモザ貴族は、この地の在り方を根本から変えようと企たくらんでいるのです。おそらくは今夜にでも」
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　コツ、コツ、と無機質な靴くつ音おとが廊下に響ひびく。ミモザ州に赴ふ任にんしてから何度も往復した道だ。それなのに、今日はなぜか初めて通るところのようによそよそしく感じられて、エリーナは震ふるえそうになる肩かたを自分の腕うででギュッと抱きしめた。

（大だい丈じよう夫ぶよ。独りには慣れてるじゃない。明日あしたから私はまた鉄壁の笑顔に戻もどれるわ）

　今までと同じように、笑えばいい。誰だれにも心を見せずに、完かん璧ぺきな自分を演じればいい。ただそれだけのことなのに、今ではひどく難しく感じられるのはなぜだろう。

（これしきのことで落ちこんでるんじゃないわよ！　私には、このミモザ州でやらなきゃならないことがまだたくさん残ってるじゃない！）

　誰も見ていないと知っていても、みっともない自分をさらし続けているのに耐たえられなくて、エリーナは無む理り矢や理り口角をつり上げた。いつにもまして深い静けさの中、自分の足音だけがやけに大きく聞こえる。そのまま執務室へ続く廊下をまっすぐに進もうとした。その時、首筋に刺さすような視線を感じて、エリーナは反射的に振り返った。

「誰ですの!?」

　叫さけんだ声は無言の廊下へと吸いこまれていく。その先には闇やみがわだかまるだけで、生きている者の気配すら感じられない。一瞬、昨日の人ひと影かげが現れたのかと思ったが、気のせいだったか。

　エリーナは幻げん想そうを振り払はらうように首を横に振ると、再び歩きだそうとした。が、その足はその場に縫ぬいつけられたかのように動けなかった。

　何か変なものでも踏んづけたのだろうか。足あし下もとに目をやったエリーナは自分の正気を疑った。風もなく、指一本すら動かしていないのに、自分の影が揺れたのだ。刹せつ那な、その内から黒く長い腕のようなものが生えてきた。

「…………っ!?」

　恐きよう怖ふが喉のど元もとまでせり上がってくる。激情が悲鳴に変わる直前に、腕のような影はエリーナの影から分かれた。いや、よく見ると腕ではない。それは人の形をしていた。ただ、本来顔のあるべき位置には目もなく、口もなく、ぽっかりとした闇が広がっている。

（これってやっぱり……！　昨日私が見たのもこの影だったの!?）

　昨夜ジェラルドに報告をしたあとでも、あの人影は黒装束を纏まとった刺し客かくだったのではないかと、心のどこかで疑っていた。影なんて所しよ詮せん伝説に過ぎないと、本気にしていなかった。だが、こうして自分の目ではっきり見てしまった今、その存在を否定することはできなかった。

（噂うわさ通り、執しつ政せい官である私を追い出しに来たのね。けど、なんで今いま頃ごろになって？）

　自分たちがミモザ州に赴任してから一ひと月つき近くが経たっている。脅おどしに現れるなら、もっと早く来るべきではなかったのか。それとも、今でなければならない理由が何かあるのか。ふと考え始めた矢先、影が廊ろう下かの中央でゆらり、と揺らめいた。

　とっさに頭を庇かばって、顔の前で腕を交差させる。次の瞬しゆん間かん、鋭い風が頰ほおをたたいた。栗くり色いろの髪がブワッと後ろに吹ふき上がる。だが、それだけだった。

　腕の間からそっと様子を窺うかがう。影はまだいた。エリーナの真後ろに。

「…………っ!?」

　恐怖や自制心よりも生理的嫌けん悪お感かんの方が勝って、反射的に一歩飛び退のく。

　影はこれ以上攻こう撃げきを仕し掛かけてくるつもりはないようだった。無機質な床ゆかの上をふわりとすべっては、エリーナがついてくるのを待つように不自然なタイミングでピタリと動きを止める。

（……もしかして、私に話があるとでもいうの？）

　果たして影に意志があるのかすらわからない。ただ無視してはいけない何かを感じて、エリーナはじっとその姿を見つめた。ここは一度ジェラルドに知らせに行くべきかもしれない。しかし、それでは影を逃にがす可能性がある。どうするのが一番よいか。エリーナの逡しゆん巡じゆんは長続きしなかった。もう待てないとでもいうように、影が勢いよく床の上をすべりだしたのだ。

（罠わなだったら、落ちたあとに自力で抜ぬけ出せばいいだけよ！　今はこれを追いかけるわ！）

　影はゆらり、ふわりと舞まうように廊下をすべり抜けていき、やがてつき当たりに現れた階段の前で止まった。螺ら旋せんを描えがくその先には鐘しよう楼ろうと小さな部屋がいくつかあるだけだ。なぜそんなところに行く必要があるのかわからないが、エリーナがついて来ているのを見届けると、影は階段をすべるように登り始めた。

　そうして何重にも続く螺旋を巡めぐって、たどり着いた先には一つの扉とびらがあった。床との間にできたわずかな隙すき間まをくぐるようにして、影は中に入っていった。

（ここに何かがあるっていうのね？）

　ゴクリ、とつばを飲みこんで、ドアノブに手をかける。扉はあっけないほど簡単に開いた。

　ぼんやりとした薄うす闇やみに一いち条じようの光が射さしこむ。その光源は机の上に置かれた燭しよく台だいだった。

　簡素な家具しかない部屋の中、ベッドの上に一人の青年が寝ねかされているのを見つけて、エリーナは息を吞のんだ。心臓が自分のものとは思えないほどのスピードで脈打つ。一度、軽く目を閉じる。そして再び開けた時にも、そこに広がる光景は消えてなくならなかった。

　白い枕まくらの上に広がった淡あわい金きん髪ぱつ。まぶたを閉じていてもわかる、やさしげな顔立ち。

　視界に入ってくるすべてが信じられなかった。しかし、それでも信じたかった。

「……兄様!?　こんなところにいたのね！」

　エリーナは部屋に飛びこむと、青年に抱だきついた。

　ずっと会いたいと願っていた。五年前のあの夜、必ず助けに来ると誓ちかった。青年は病びよう床しように在るはずの第十八代ミモザ卿きよう、レオン・ディ・アストルガーだった。

「兄様、起きて！　私がわかる!?」

　やつれて翳かげりの見える頰をパチパチとやさしく手でたたく。何か薬でも飲まされているのか、レオンは一向に目を覚まさない。

（仕方ないわ。ここに放置しておくわけにもいかないし、なんとかしないと）

　レオンはなぜこんな場所にいるのか。どうして影かげは自分をここへ導いたのか。疑問の種は尽つきなかったが、今はこの場から彼を連れ出すことを第一に考えなければならない。薄うすい肩をエリーナが抱だき起こした、その時だった。風もないのに、パタンと背後で扉の閉まる音がした。

　反射的に振ふり返る。その先では、人の形をした影がエリーナの退路を断たつように、扉の前に立ちふさがっていた。

（やっぱり罠だったのね……）

　ねめつけた視線の先で、影が意志ある者のようにゆらりとうごめく。エリーナはとっさに近くの椅い子すに手を伸のばした。が、影がそれ以上近づいてくることはなかった。

　陽炎かげろうのように揺らめく闇に色が生まれる。最初に見えたのは燃えるような赤だった。やがて冬の海を思わせる色が瞳に浮かび、顔に深い陰いん影えいが刻まれ、影はエリーナの知る姿となった。

「十七歳のお誕生日おめでとうございます、ビアンカ姫ひめ」

　優ゆう雅がにほほえんで一礼する。影は、ミモザ卿代理のウェルナーであった。
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　窓から射しこむ月つき影かげが、艶つややかな美び貌ぼうを薄闇に浮うかび上がらせる。ディノの告白を聞き終えたジェラルドは、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを見て確かく認にんするように口を開いた。

「おまえの話を信じるとすれば、ウェルナーが裏でバラノフ王国と手を結んでいる可能性が濃のう厚こうになる。それで間ま違ちがいないのだな？」

「はい。銃じゆうの密輸に関しても、ウェルナーが黙もく認にんしていたのではないかと思います」

「しかし、なぜだ？　どうしてそこまでする？」

　正直、ジェラルドには理解しがたかった。ミモザ州といえば、影の伝説にも表れているように、戦いくさの際には常に先せん陣じんを切って他国の侵しん略りやくから王国を守ってきた州だ。それが今なぜ急に掌てのひらを返したような動きを示すのか。

「ミモザ州で起きるすべてのことは、ミモザ貴族の誇ほこり抜きには語れません」

　ぽつりとディノがこぼした一言に、ジェラルドは眉まゆ根ねを寄せた。

「その誇りとは、貴族につきものの特権意識というやつか？」

「自分たちだけは特別と思っている点は同じですが、ミモザ貴族のそれは少し違ちがいます。彼らを動かしているのは、運命に選ばれた人間だという意識です」

「どういうことだ？」

　ミモザ州を知らないジェラルドに向けてどう説明したらいいか、ディノが思案するように腕うでを組む。その黒くろ髪かみが風もないのに揺ゆれた。次の瞬間、下からつき上げられるような震しん動どうがジェラルドの全身を貫つらぬいた。

　いったい何が起きたのか。頭で理解するよりも先に、耳をつんざくような爆ばく音おんが夜の静けさを破り去った。

「殿でん下か！」

　ロレンツォが叫んで前に飛び出す。音はすーっと尾おを引くようにして静せい寂じやくに吞みこまれていき、それきりあとには何も続かなかった。

「今のはいったいなんだったんだ？」

　音源を探さぐって窓辺に歩み寄る。刹那、視界を満たした光景に、ジェラルドは息をするのも忘れて立ち尽くした。

　インクで塗ぬりつぶされたような闇やみの中にあって、一点だけ煌こう々こうと輝かがやく明かりがあった。自然のものではない。異様なまでに赤く見えるそれは、国王軍の駐ちゆう屯とん所から上がった火だった。

「遅おそかったか……！」

　後こう悔かいを嚙かみしめるような声が背後で上がる。ジェラルドが振り向むいた時、ディノはすでに駆かけだしていた。

「待て！　ロレンツォ、ディノを追え！」

　とっさに命じる。だが、優ゆう秀しゆうなはずの護衛は、わずか数秒後に虚しく首を横に振りながら戻もどってきた。ウェルナーを取り逃した時と同じように、ディノもまた消えたというのだ。

（怪け我が人のくせに、なぜそんなことができる？　この地では今、何が起きてるんだ？　国王軍を狙ねらったのはやはりウェルナーたちミモザ貴族なのか？）

　次々と浮かぶ疑問に対して何一つとして満足な答えを得られぬまま、ジェラルドは城下を見下ろした。

　一点でしかなかった火がだんだんと裾すそ野のを広げていくのが見える。それは騒そう乱らんの始まりを告げる狼煙のろしのように、ゆらりゆらりと州都を覆おおい始めた。
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　息をするのも忘れてしまうほどの緊きん張ちよう感かんの中、エリーナは自分がウェルナーと呼んできた男と対たい峙じしていた。

「ウェルナー、あなたは何者なの？　それに、いつから気づいていたの？　私の正体に」

「一つ目の質問に対する答えは今までと同じです。私はミモザの地を預かる貴族、ウェルナー・ディ・ロナーティ。そして、いつあなたの正体に気づいたかについては──最初から」

「え？」

　エリーナの反応を愉たのしんでいるのか、紺こん碧ぺきの双眸に煽あおるような光が宿る。

「やはり気づいてらっしゃいませんでしたね。あなたが執しつ政せい官として城に戻っていらした時、一目見ただけでわかりました。あなただ、と」

「なぜ？　私はそれまであなたに会ったことなど、なかったはずなのに……」

　ミモザ州では十七歳で大人として認められるようになるまで、貴族の子し弟ていは公式の場に出ることができない。自分の肖しよう像ぞう画がは何枚か城に残っているが、あの頃ころとは顔つきも変わったし、髪かみの色も全然違う。それなのに、どうしてウェルナーにはばれたのだろう。

「どうしてわからないと思ったのか、こっちが訊ききたいくらいですね」

　戸と惑まどうエリーナを見て、ウェルナーが呆あきれたように嘆たん息そくした。

「我々影には、女将軍の血を引く者の存在を本能的に見み極きわめる力があるのです」

「それはどういう──」

　問い質ただそうとする。エリーナの言葉は、しかし最後まで言い切ることができなかった。地を揺るがすような爆音が突とつ如じよとしてすべての音を吞のみこんだ。

　いったい何が起きたのか、すぐには理解できなかった。ただ、今の音はどう考えても異常だ。ウェルナーに背を向けぬよう、横すべりに移動して窓から外を窺うかがう。次の瞬しゆん間かん、事態の深刻さを悟さとってエリーナは凍こおりついた。美しくも苛か烈れつな火柱が州都の北部を覆っている。あそこまで火が大きくなる場所には、二つしか心当たりがなかった。

（あの方向は州軍の基地じゃないわ。ってことは、あそこは国王軍の武器庫!?）

　誰だれかが故意に火を放ったのか、それとも事故なのかはわからない。しかし、それでも今自分が何をすべきかだけははっきりしていた。

（一刻も早く消火作業の指揮を執とらなきゃ！）

　意を決したエリーナは、昏こん々こんと眠ねむる兄の手を最後に一度強く握にぎりしめた。再会できたら、もう二度と離はなれないと誓っていた。今もできることなら担かついででも連れて行きたいが、そんなことをしていては鎮ちん火かが遅おくれる。

（兄様、ごめんなさい！　必ずまた迎むかえに来るから！）

　固く再会を誓って、扉とびらに向かう。その前に、ウェルナーが立ちふさがった。彼が何者であるかわからない恐きよう怖ふは、依い然ぜんとしてエリーナの心にまとわりついている。だが、執政官としての責任感が勝った。

「そこをどきなさい！　今すぐに！」

　研とぎ澄すまされた刃やいばのような一いつ喝かつがウェルナーを貫く。それでも、彼は動かなかった。

「あなたが今ここを出て行く必要はございません」

「なぜ？　私の代わりに、あなたが消火作業の指揮を執ってくれるとでも言うの？」

「今こ宵よいの火事に関しては、鎮火の必要すらありません。すべては予定通りなのですから」

「どういう意味？　……あなたまさか──！」

　一つの可能性にたどり着いて、エリーナは背筋が凍りつくのを感じた。

「あなたは国王軍の倍増計画に反対するだけでは飽あき足らず、現い在まミモザ州に駐ちゆう兵へいしている国王軍も追い出す気なの？」

　紺碧の瞳がゆっくりと笑みを形作る。それは言葉よりも確かな意思表示だった。

「そんなことをして、中央との関係がこじれたらどうするの？　最悪、ミモザ州は自州の権利をすべて奪うばわれる可能性だって──」

「中央がなんと言おうと、関係ありません。ここは影と女将軍の血を継つぐ者が統すべるべき土地なのですから。今宵からは、私とあなたがミモザの頂点に立つ。それだけの話です」

「……何を言ってるの？　あなたたちミモザ貴族は、私たち兄きよう妹だいが邪じや魔まだったんじゃないの？　だって、あなたたちは自分がミモザ卿きようの座に就つくために五年前──」

　繰くり返し襲おそう悪夢のような夜を思い出して、エリーナは唇くちびるを嚙みしめた。

　五年前のあの夜、ミモザ卿であった兄に刃を向けたのは、ミモザ州を代表する有力貴族たちだった。彼らは自分の目前で兄を捕とらえ、助けに来てくれたリュークを斬きり捨てた。そしてその後、エリーナ自身も背中を銃じゆうで撃うたれて生死の境をさまよったのだ。

「あの夜、あなたたちは私たち兄妹を亡なき者にしようとしたのよね？」

　自分の中ではもはや事実となっている過去を確認する。しかし、ウェルナーには違う現実が見えていたらしい。

「少なくともあなたを殺す気など、我々にはありませんでした。誰があなたを撃ったのかはわかりません。ただそのせいであなたが死んだと思ったのは大いなる誤算であって、我々は最初からレオンを失しつ脚きやくさせ、あなたをミモザ卿の座に就けるつもりでいたのです」

「なぜそんなことを？」

「あなたの兄が我々を裏切ったからですよ」

「……え？」

　最初に自分たち兄妹を裏切ったのは、ウェルナーたちの方ではなかったのか。戸惑うエリーナに、ウェルナーはひどく穏おだやかに笑いかけた。

「現在を理解するためには、過去を振ふり返る必要があります。たとえば──我々の先祖がどんな契けい約やくを交かわしたか、など」

　そう言うと、警けい戒かいするエリーナと対峙したままウェルナーは語りだした。

　ひどく淡たん々たんとした口調が紡つむいでいく、その物語はのちに初代ミモザ卿となった女将軍と、彼女に忠誠を誓ちかった影かげの物語だった。ヴィスコンティ王国に生まれた者であれば、誰でも一度は聞いたことのある伝説だが──。

「三百年前に交わされた一連の契約を、人は月つき影かげの誓せい約やくと呼びます。ですが、影と女将軍の関係は、それで終わりにはならなかった。両者の関係はその末まつ裔えいにまで引き継がれているのです」

　自分の知っている伝説とは大きくかけ離れた結びに、エリーナは眉まゆをひそめた。

（何を言ってるの？　ミモザ卿の家に生まれた私でさえ、そんな話は聞いたことがないのに）

「あなたが知らなくても無理はありません。これは影と、次代のミモザ卿になる者にしか明かされぬ秘密ですから」

　ウェルナーはそう言うと、出来の悪い生徒を見るような眼まな差ざしをエリーナに注いで続けた。

「いいですか？　次代のミモザ卿となる者は十七歳の誕生日に、影の血を引くミモザ貴族の中からたった一人だけ自分の影を選びます。そうして『月影』と呼ばれるようになったその者は影としての力をすべて解放され、他ほかの影たちをまとめる傍かたわら、一いつ生しよう涯がいミモザ卿を支えて生きていくことになるのです」

「でも、兄様には月影なんていなかったわ」

「いましたよ、あなたが知らなかっただけで。マリアと呼ばれていたあの女が、あなたの兄の月影だったのです」

「マリアが!?　そんなはずないわ！」

　なつかしい名前の登場は、エリーナの心を大きく揺ゆさぶった。早くに両親を亡なくした自分に、姉のように接してくれた美女を思い出す。彼女は兄の侍じ女じよだったが、それだけではない。

（兄様とマリアは恋こい人びと同士だったのよ。それなのに──）

　二人の間の愛情を、わけのわからない関係に置き換かえないでほしい。エリーナは抗こう議ぎするようにウェルナーをにらんだが、彼にとってそんなことはどうでもよかったらしい。

「私があなたとしたいのは未来の話です。過去の人間など気にする必要はありません」

「そんなこと言わないでよ！　私にとってマリアは──」

「おやめなさい！　あんな影としての誇ほこりを棄すてた者の話など、口にするのも汚けがらわしい！」

　ウェルナーが叫さけぶ。それはいつもの彼からは想像もできない、血を吐はくような絶ぜつ叫きようだった。

　過去に何があったのか。自分を見つめる双そう眸ぼうに冬の荒あれ狂くるう海のような色がよぎる。逃にげ場ばを失い、まるで魅み入いられたように動けなくなったエリーナに向けて、彼は言った。

「あなたは我々ミモザ貴族のことをちっともわかってらっしゃらない。この身体からだに流れる影の血は我々の誇りです！　我々が従う相手は女将軍の血を引く者のみ。中央の国王連中に対してだって協力をすることはあったとしても、決して頭を下げはしない！　なのに──！」

　何かに必死で耐たえるように、ウェルナーは歯を食いしばって告げた。

「あなたの兄とその月影は自ら進んで中央に尾おを振ったばかりか、月影の誓約まで廃はいすると言いだした！　だから、我々は起たったのです。すべてを正しい運命の下もとに戻もどすために！」

（……それが、クーデターの真相だったというわけね）

　初めて知る五年前の事実に、エリーナは歯がみした。

　今回ウェルナーたちが国王軍の倍増計画に抵てい抗こうしたのと同じように、中央との連れん携けいを強め、改革を進めようとした兄に対して彼らが揃そろって反発したのがクーデターの原因だと思っていた。だが、蓋ふたを開けてみれば真実はそれよりもはるかに根深く、複雑だった。

「ビアンカ姫ひめ、あなたには私の誓約を受けて第十九代ミモザ卿になってもらいます。あなたはこの日のために選ばれた人間なのですよ。ご自分の運命をご享きよう受じゆなさい！」

　ウェルナーが高らかに宣言する。彼と同じ世界を望む人の目には、その姿が心強く映るのかもしれない。しかし、エリーナには受け容いれることができなかった。

「運命、ね……あなたが何を主張しようと勝手だけど、私は運命なんて信じてないわ」

「あの兄と同じように、あなたもまた自分の生まれを否定するのですか？」

「そういうわけじゃないわ。私が初代ミモザ卿の血を引いているのは変えようのない事実よ。だけど、私は今までの自分の人生まで、すべて運命で説明されたくなんてないの！」

　ウェルナーに、そして自分を吞みこもうとする運命という名の何かに立ち向かうように、エリーナはグッと顔を上げた。

　すべての終わりにして始まりは、ビアンカの名を棄てたあの夜だった。兄を捕らわれ、親友を失い、傷を負って気を失った自分は誰かの手で城の外に連れ出された。隣州の病院で目覚めた時、懐にはエリーナ・ガウディーニと書かれた偽造の身分証が入れられており、自分は森で獲物と誤って猟師に撃うたれたことになっていた。独り外の世界に放り出された自分にはミモザ卿の妹であることを証明する術すべもなく、誰を信じて助けを求めればいいのかもわからなかった。それどころか不用意に誰かに事実を打ち明けたら、今度は自分が捕まるかもしれなかった。

　故郷を追われたあの夜以来、不安に怯おびえながら何度も祈いのった。朝起きたら、すべてが夢でありますように。夢でないなら、すべてを取とり戻せるだけの力を自分にください、と。しかし、どれだけ祈ろうと、自分はただの女の子でしかなかった。

　自分には、自分の足で歩く以外の道がなかった。だから、歩いた。いつでも顔を上げていられるように、もう二度とくやし涙なみだを流さずに済むように、笑え顔がおの下で歯を食いしばって、それでも歩き続けた。いつか自分の力で兄を取り戻し、荒れ果てたミモザの地を生き返らせるために。今までに自分が歩いてきた道を運命とは呼ばせない。

「私は自分で考え、自分で選び、自分の足で今までの人生を歩いてきたの。今の私が私で在るのは運命なんかじゃない。私の意志なのよ！」

　決して楽な道のりではなかった。傷つくこともたくさんあった。それでも歩いて、歩いて、たどり着いた先には一つの答えがあった。ずっと隣となりにいると言ってくれた横顔。いつでもなんのためらいもなく差し伸のべられた手。それらはみんな、噓うそだったのかもしれないけど──。

「ディノもあなたの仲間なの？」

　自分の口からこぼれた問いに、エリーナは自分自身で驚おどろいた。意識して尋たずねたわけではない。それどころか、すべては自分を利用するための演技だったと納なつ得とくしていたはずなのに、それでも心はこんなにもまだ「違ちがう」の一言を求めている。

（私……）

　言葉にできない思いに胸がうずく。

　エリーナの食い入るような視線を受けて、ウェルナーがふいと顔を背そむけた。

「マリアと同じです。あの男の話はもうやめましょう」

（え？　それってまさか……）

　ウェルナーの顔が不快そうに歪ゆがむ。

「ウェルナー！　ディノは──」

「ビアンカ姫！」

　摑つかみかけた一いち縷るの光を失いたくなくて叫ぶ。その思いはしかし、危険なまでに低くなったウェルナーの声に遮さえぎられた。

「ディノなど関係ありません。あなたは私の誓約を受けて、真のミモザ卿きようになるのですから」

「私はそんなものになんてならないわ！　これからの人生をエリーナ・ガウディーニとして生きていくと、私は誓ったのだから！」

　自分の歩んできた道を途と中ちゆうで放ほう棄きしたくなかった。エリーナとしての自分を見て信じてくれた人々を裏切る真ま似ねなど、絶対にしたくなかった。

　ウェルナーが実力行使に出るのを予測して、兄を背に庇かばうように立つ。だが、彼は動かなかった。どこか呆あきれたような、それでいて今の状じよう況きようを愉たのしむような笑みが整った顔にひらめく。

「意地を張るのも結構ですが、今にあなたは自分から私に誓約を求めますよ」

「当てにならない未来予想はやめた方がいいわよ。言った自分があとで恥はずかしくなるから」

「ご安心ください。これは単なる憶おく測そくではなく、確定事じ項こうですから」

「……どういう意味？」

　これほど自信たっぷりに言い切れる根こん拠きよはなんなのか。エリーナが眉まゆ根ねを寄せた。その時、闇やみを切り裂さくような野太い男たちの叫び声が突とつ如じよとして州都に響いた。しかも一度ではない。その声はまるで連れん鎖さするように、次々と遠くの場所まで広がっていく。

（今度は何が起きたというの!?　これってまさか──）

　窓から様子を窺うかがったエリーナは胃をギュッと素す手でで鷲わし摑づかみにされたような、ひどく嫌いやな予感を覚えて身体を硬かたくした。バラバラに散らばっていたパズルのピースが互たがいにつながる先を見つけて、頭の中で一枚の絵を描えがいていく。

　月影の伝説。誇り高く、中央の手を徹てつ底てい的に拒きよ絶ぜつするミモザ貴族たち。国王軍の駐ちゆう屯とん所から上がった火柱。そしてバラノフ商人が秘ひ密みつ裏りに持ちこもうとしていた銃じゆうに、それを黙もく認にんしていた可能性のあるウェルナー。それらの先に見える真実は──。

「どうやら動き始めたようですね、バラノフ王国の協力者たちが」

　ウェルナーがこともなげに告げる。あまりに殺さつ伐ばつとした現実を前にして、エリーナは心も頭もすべてが麻ま痺ひしたように凍こおりついていくのを感じた。
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　バラノフ王国の軍がミモザ州都の城じよう壁へきに迫せまりつつある。その報をジェラルドが最初に受けたのは、国王軍の駐屯所へ到とう着ちやくした時だった。

（見張りの州兵は何をしていたんだ!?　こんな近くに来るまで気づかなかったなど、あいつらの頭は飾かざり物か!?　それともまさか──）

　バラノフ王国と手を結んだウェルナーが裏で州軍を動かしているのではないか──脳のう裏りをよぎった疑念を振ふり払はらうように、ジェラルドは大きく頭かぶりを振った。ディノはその可能性を示し唆さしていたが、証しよう拠こがあるわけではない。下へ手たに友軍を疑ってはならないと自分を戒いましめる。

（それより今はこの状況をどうにかするのが先だ）

　ジェラルドは意を決するように拳こぶしを握にぎりしめると、背後に展開する国王軍に向き直った。

「ここは俺が指揮を執とる！　第二師団は武器庫の消火と延えん焼しようの食い止め作業に当たれ！　残りは俺と一いつ緒しよに来るんだ！」

　叫さけぶと同時に、馬を駆かる。隣を行くロレンツォが、「殿でん下か！」と小声でたしなめてきたが、ジェラルドは止まらなかった。

　王国を守る北の要を、みすみすバラノフ王国に渡わたしはしない。王位継けい承しよう権を持つ自分が今ここにいるのも何かの縁えんだ。この地は絶対に守ってみせる。

　たぎる思いを胸に、国王軍の先頭に立って走る。向かった先は城壁だった。見上げるほど高く積み上げられた石の壁かべが、州都と迫り来るバラノフ王国軍を隔へだてている。

「第一連隊は銃を持って城壁の上に展開しろ。第二連隊は大たい砲ほうの用意を！　残りは万が一城壁を突とつ破ぱされた場合に備えて、近きん隣りんの者たちを避ひ難なんさせておけ！」

　追いついた国王軍に、ジェラルドが城壁の上から次々と指示を飛ばしていく。と、その時、城壁の内側から大地を揺ゆるがすような鬨ときの声が上がった。国王軍のものではない。声は州都の奥深くからこちらに向けて、まるで波のように連鎖して押し寄せてくる。

（いったい何が起きてるんだ!?）

　振り向むいたジェラルドは、眼下に広がる情景に言葉を失った。淡あわい月明かりの下でもよくわかる。火の手の上がった北部を中心に、州都の通りという通りは人で埋うめ尽つくされていた。ただ彼らの多くが南へ向かって逃にげようとする中、その流れに逆らって進むバラノフ商人の一団があった。彼らの手には月光をはじいて輝かがやく、数々の武具が握られている。

（まさかこのためにバラノフ商人は州都に銃を持ちこんでいたというのか!?）

　都市を陥おとすため、その内と外で呼応するのは兵へい法ほうの基本中の基本だ。今城壁の内側で起きているこの暴動も、バラノフ王国軍の侵しん攻こうを容易にするための陽動かもしれない。

（だとしたら、城門が危ない！）

　自分の読みが正しければ、内側から門を開き、バラノフ王国軍を中に招き入れようとする者が現れるはずだ。その協力者は州都に滞たい在ざい中のバラノフ商人か、バラノフ王国と手を組んだミモザ州の誰だれかか、それともその両方か。

（俺の思い過ごしならいいが……！）

　ジェラルドはいても立ってもいられずに、城壁から飛び降りた。ロレンツォの制止を振り切って城門に向かう。果たして彼の予想通り、そこには門の鎖くさりを巻き上げようとしている者たちがいた。篝かがり火びに照らされたその横顔は、バラノフ王国の者とは違う。国王軍とは別にミモザ州都を守るもう一つの制服を身に纏まとう、彼らはミモザ州軍の兵士たちだった。

「殿下！」

　頭が現実を理解する、その一いつ瞬しゆん前に、後ろから強く腕うでを引っ張られた。刹せつ那な、刺さすような熱がジェラルドの頰ほおをかすめた。踏ふみとどまって、顔を上げる。視界に映ったのは、一列に並ぶ銃じゆう口こうだった。その先が向けられた相手は、外に展開するバラノフ王国軍ではない。ヴィスコンティ王国の王位継承者である自分だった。

「おまえたちは、まさか本気でそこまで──！」

　最悪の可能性に過ぎなかったものが、確たる現実味を帯びていく。

　国王軍をはじめとする中央の勢力をミモザ州から排はい除じよするため、ミモザ卿代理であるウェルナーはバラノフ王国と手を組んだ。目の前の現実は、ジェラルドにそう告げていた。
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　閉ざされた空間の中で、州都を覆おおう空気が震ふるえるのを、エリーナは肌はだで感じていた。人々が目覚め、動く気配が痛いほどの緊きん迫ぱく感かんを伴ともなって伝わってくる。

「ウェルナー、これがあなたの狙ねらいなの？　あなたはまさか本当に──！」

「敵の敵は味方と言いましょう？　何を勘かん違ちがいしたのか、最近中央はミモザ州への干かん渉しようを強めています。ですが、我々は彼らの配下ではない。我々は何者にも頭こうべを垂れたりしない！」

　傲ごう慢まんなまでに誇ほこり高き精神に気け圧おされる。他者からの干渉を排除し、いつでも独立した存在でいたいと願う、その心はわかる。だが──。

「だからといって、人々を戦火にさらしていい理由にはならないわ！」

　影かげとしての誇りに生きるウェルナーの世界は、自分たち選ばれた者と選ばれなかった者たちで構成されているのだろう。そう思うのは勝手だが、それを人に押しつけるのは許せなかった。

「あなたたちに他人の人生を踏みにじる権利なんてないわ！　今すぐ軍を退ひかせなさい！」

　エリーナの一いつ喝かつは鋭するどく、夜の闇を切り裂いた。しびれるような緊きん張ちようが二人の間に走る。ピンと張り詰つめた空気の中、フッと先に力を抜ぬいたのはウェルナーの方だった。

「今さらバラノフ王国軍に撤てつ退たいを願い出ることはできませんが、州都をあなた自身の手で守ることならできますよ。あなたが私の誓せい約やくを受けるのであれば」

「……どういうこと？」

　眉根を寄せるエリーナに向けて、ウェルナーははっきりと告げた。

「誓約を果たし、影としての力をすべて解放できた暁あかつきには、その力を使ってバラノフ王国軍の侵攻を止め、人々を戦火から守ってあげましょう」

「それじゃあ、あなたはバラノフ王国を裏切ると言うの？」

「確かに、あの国には約束をしてやりました。ミモザ州から国王軍を追い出すのに協力してくれたら、今後はバラノフ王国産の商品には関税をかけず、うちの港も自由に使わせてやる、と。ですが、あなたが将来的に同じことをしてくれるのであれば、あんな国などどうでもよい」

「つまり、あなたは私にミモザ卿きようとなって、中央に反旗を翻ひるがえす手伝いをしろと言うのね？」

「これは、ミモザの地が正しい運命の下もとに回帰するための儀ぎ式しきです。誓約を受けてミモザの人々を守り、ヴィスコンティ王国からの独立に協力するか。それともここで人々を見捨てて、何もかも失うか。すべてはあなた次し第だいですよ、ビアンカ姫ひめ」

　ウェルナーは本気だった。奇き妙みようにやさしい声の中には一いち抹まつの迷いも見られない。

「……卑ひ怯きよう者！」

「戦略の勝利とおっしゃってください。前にも申しましたが、あなたは優ゆう秀しゆうだとしてもいかんせんまだお若い。今後は駆け引きについてももっと学ぶ必要がありますね」

　言葉に詰まるエリーナを見下ろして、ウェルナーは淡たん々たんと告げた。

「誓約自体は簡単です。私の手の甲こうに口づけをしさえすれば、それでいい。あとは月影の名にかけて、ミモザの人々は守ってさしあげましょう」

　男性にしてはなめらかな手を差し出される。エリーナは自分が完全に追い詰められたのを知って、唇くちびるを嚙かみしめた。今ここで誓約を受ける以外に道はないのか。自分はまた五年前と同じ、無力な女の子でしかいられないのか。

（まだ何かあるはずよ！　最後まであきらめちゃダメだわ！　活路は自分で開かなきゃ！）

　弱い心を叱しつ咤たして、拳を握りしめる。その手を不意に摑つかまれた。次の瞬しゆん間かん、エリーナの身体からだはウェルナーの腕に引き寄せられていた。

「いい加減、ご自分の運命を受け容いれたらいかがです？　逆らったところで、いいことなど一つもありませんよ」

　間近に迫った紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうが心の奥底を探さぐるように顔を覗のぞきこんでくる。

（一瞬でもいい。この人の気を逸そらせないかしら？　そうしたら、その隙すきをついて逃げるのに！）

　エリーナの目は逃げ道を求めて部屋の端はしから端までを素す早ばやく見回し──ふと、隅すみの一点で止まった。そこにあったのはなんの変へん哲てつもない、ただの椅い子すだった。その下に落ちた影が風もないのにゆらりと揺れた、そのことさえ除けば。

（え？　まさかこれって……）

　冷たい予感がエリーナの脳裏につき刺さる。その時だった。

「見苦しいですよ。時間稼かせぎはおやめ──」

　突とつ如じよとして部屋に巻き起こった風がウェルナーの言葉をかき消した。視界を満たしたのは、闇やみよりもなお深き黒。椅子の下から伸のびた影が、まるで意志あるもののようにウェルナーに襲おそいかかったのだ。

「今さら誓約を邪じや魔ましに来るなど、なんの真ま似ねです!?」

　先ほどまでの余よ裕ゆうに満ちた態度から一転して、ウェルナーが声を荒あららげて詰きつ問もんする。

（邪魔ってことは、ウェルナーの仲間じゃないの!?）

　疑念が胸をよぎった。次の瞬間、エリーナは動いていた。彼の意識が自分から逸れた、わずかの隙をついて脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを打ちこむ。予期せぬ反はん撃げきにウェルナーの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。と、同時に、エリーナの身体は彼の手をすり抜けて、前に飛び出していた。

「待ちなさい！」

　ウェルナーが手を伸ばす。その指先が栗くり色いろの髪かみに触ふれそうになった。その瞬間、彼とにらみ合うように対たい峙じしていた影が二人の間に割って入った。

（もしかして助けてくれるの!?　この人はいったい──）

　肩かた越ごしに振ふり向むいた先で、闇のような身体に色が生まれる。それを見たエリーナの足が止まった。翡ひ翠すいの瞳ひとみが映したのは夜空を閉じこめたような漆しつ黒こくの髪に、確かな意志の宿る深い黒こく瞳とう。それらが示す答えは、ただ一つ。

「ディノ!?」

「エリーナは返してもらいますよ、ウェルナー様。彼女は俺のパートナーですから」

　艶つややかな美び貌ぼうに笑えみが刻まれる。向かい合うウェルナーの口元が忌いま々いましげに歪んだ。

「あなたはミモザ貴族の誇りを棄すてたばかりか、我々の悲願まで邪魔するつもりですか？」

「仕方ありませんよ。俺とあなたとでは見たい世界が違ちがったのですから」

　それきり会話が途と切ぎれる。二人の間の異様な空気は、一歩退いた場所にいるエリーナにまで伝わってきた。張り詰めた空間の中にあって、彼女は一人、揺ゆれる心と必死で闘たたかっていた。

　ディノが助けに来てくれたことは純じゆん粋すいに嬉うれしい。だが同時に、得体の知れぬ恐きよう怖ふが胸を焦こがすのを無視することもできなかった。

　ディノはミモザ貴族の出だと言っていた。自分の目で見てしまった以上、影であることも認める。しかし、それなら自分がディノと呼び続けてきた、この男はいったい何者なのか。

「ディノ……あなたはいったい誰だれなの？」

　惑まどう心は疑問となってエリーナの口をついて出た。ディノは振り返らなかった。ウェルナーと対峙したまま、ただ一言だけささやくように答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺が君を守るから」

「え……」

　エリーナの目が驚きよう愕がくに見開かれる。それは自分ともう一人しか知らないはずの約束だった。

　艶のある黒くろ髪かみがさらりと揺れる。垣かい間ま見みた美貌に、いくつもの顔が重なって見えた。それは初めて会った日に「俺がわからない？」と言って、寂さみしげに笑っていた青年の顔。自分がまだ女の子だった頃ころ、友達になった少年の顔。そしてあの夜、自分を庇かばって斬きられた横顔。

「リューク!?」

　たどり着いた答えは、ほとばしる叫さけびとなって部屋をつき抜けた。ディノの顔に限りなくやさしい笑みが浮うかぶ。肯こう定ていの言葉はいらない。エリーナにとっては、それで十分だった。

（生きてたなんて……！　夢じゃないのね!?）

　後ろには兄がいて、前にはかつてリュークと呼ばれた青年がいる。これが現実だという確かな証しよう拠こが欲しくて、エリーナはディノに駆かけ寄ろうとした。が、伸ばした手がその背に触れることはなかった。

「リューク・ディ・ヴァザーリ！　あなたのような裏切り者にビアンカ姫は渡わたせません！」

　刃やいばのように鋭い一声が部屋を貫つらぬく。ウェルナーの背後で彼の影かげがゆらり、と動いたように見えた。刹せつ那な、氷が水へと姿を変えるように、彼の身体は影に溶とけていった。

　完全な黒い影と化した姿が床ゆかに躍おどり出る。エリーナはとっさに寝ねている兄の上に覆い被かぶさった。理性ではなく本能が、この場にいてはいけないと告げていた。

　栗色の髪が風もないのに揺れる。堅かたくつぶっていた目を開けた時、エリーナは見た。

　影と、影がぶつかる様を。

　呆ぼう然ぜんと見守るしかない彼女の前で、肉にく薄はくする影の一つが動いた。力比べに負けたのか、黒い全身がゆらりと揺れる。次の瞬間、その影は部屋に落ちている物影の間を伝うようにして、天てん井じようまで一気にすべり抜けた。もう一つの影が急いであとを追う。

　逃にげた影はそのまま窓から外へ出ようとした──しかし、それは振りでしかなかった。

「え？」

　瞬まばたき一つする間もなかった。気づいた時、エリーナの視界は黒い影で満たされていた。

『エリーナ！』

　くぐもってはいても、はっきりディノだとわかる声がする。刹那、エリーナの全身に絡からみついた闇が腕うでをキリキリと締しめ上げた。

（いったい何が起きてるの!?）

　息を吸うことさえ満足にできずに、目元に涙なみだがにじんでくる。ぼやけた視界の隅で、触しよく手しゆのようにうごめく影が赤く染まっていくのが見えた。

「動くな！　彼女の命が惜おしくば、あなたも今すぐ人の姿に戻もどりなさい！」

　人としての姿を取り戻したウェルナーが、エリーナを後ろから羽は交がい締じめにしたまま叫ぶ。

　ディノは逆らわなかった。エリーナの見ている前で深い闇に一つ、また一つと色が差していき、やがてそこにはいつになく険しい表情を浮かべた美貌が生まれた。

（そんな！　今もとに戻ったら──！）

　このままでは五年前と同じだ。自分のせいでまた彼を危ない目に遭あわせてしまう。

　エリーナはもがき逃げようとしたが、後ろから押さえつける力は想像以上に強く、腕を動かすことすらできない。歯を食いしばる。その口元に、奇き妙みようなまでに白い手の甲が差し出された。

「今からでも遅おそくはありません。私に誓せい約やくをなさい！」

「そんなの絶対に……んっ！　いやっ！」

　堅く引き結んだ唇に手が触れた。冷たく硬かたい感かん触しよくに、ぞわりと悪お寒かんが走る。見えてなどいないはずなのに、背後でウェルナーがニヤリ、と笑んだのがわかった。

（もうダメなの!?　私は彼を月影に選んでしまったの!?）

　状じよう況きようは絶望的だ。それでもディノは自分を助けようとして、ウェルナーの隙を窺うかがっている。こんな姿を見られていることに耐たえられなくて、顔を下向けた。その時だった。

「なぜだ!?」

　歓かん喜きとはほど遠い、ウェルナーの絶ぜつ叫きようが部屋に響ひびいた。いったい何が起きたのか。振り仰あおいだエリーナは、そこにあった予想外の表情に目を瞠みはった。

　勝利に酔よいしれていたはずの顔には今、驚愕と絶望の色が広がりつつあった。

「私は誓約を果たした！　なのに、なぜ私の力は解放されない!?　まさか──」

　ぬらり、と底光りのする瞳がエリーナを射貫く。

「あなたはすでに他ほかの影の誓約を受けていたのか!?」

（……え？）

　瞬いた視界の端はしを黒く長い何かがかすめた。巻き上がった風が頰ほおをたたく。顔の横をすり抜ぬけたそれが影だとわかった時には、それはすでにウェルナーの首に巻きついていた。

「ぐっ……！」

　完全に意表をつかれて、ウェルナーが苦痛に満ちた声を上げる。

『彼女を放すんだ！』

　影と化したディノが決断を迫せまる。

　誓約できないのであれば、手元に残しておいても役に立たないと判断したのか、それとも単に拘こう束そくし続けるだけの力が尽つきたのか、あれほどまで執しつ拗ように迫り続けていた手がエリーナから離はなれた。途と端たんに、支えを失った身体からだは前のめりに倒たおれ──顔から床にぶつかると思った、その直前でエリーナの身体はふわりとやわらかい何かに抱だき止められていた。

「ディノ!?」

　黒い腕がエリーナを床に立たせた。その時、あえぐような叫びが後ろから上がった。

「なぜ……です？　主あるじになれない女を庇うことに、なんの意義が……まさか！」

　ディノを見上げる紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうが限界まで見開かれる。

「あなたが、彼女の月影……っ!?」

　叫んだウェルナーの言葉は最後、声にならなかった。ゆらりと揺れた影がよろめく身体を羽交い締めにして、キリキリと締め上げたのだ。ウェルナーは必死にもがき、あがき、手足を振り回まわした。だが、その指先は虚むなしく空くうを切るだけで、影と化したディノの腕をかすることすらできない。苦く悶もんの表情が濃こくなるのに反比例して、その動きは次し第だいに小さくなっていき、やがてドサッと音を立てて長身の身体が床に沈しずんだ。

　人の姿を取り戻したディノがウェルナーの横に屈かがむ。艶やかな美貌に見下ろされて、くやしげに歪ゆがんでいた唇くちびるがわずかに動くのが見えた。

　何かを言っているようだが、エリーナの位置からは聞こえない。気になって一歩近づこうとした。その時、何を思ったのか、ウェルナーの口元にうっすらと薄うすい笑みが浮かんだ。

　奇妙な不気味さに肌はだが粟あわ立だつ。そのまま笑みを最後に力ちから尽つきたのか、ゴトリ、と音を立てて赤い頭が床に落ちた。

「大丈夫だよ、意識を失ってるだけだから。この人の処分はまたあとで考えよう」

　そう言って、ディノが立ち上がる。漆黒の瞳と目が合った瞬間、エリーナは先ほどまでとは別の意味で全身に緊きん張ちようが走るのを感じた。

　目の前の青年は幼い日をともに過ごしたリュークで、同どう僚りようのディノで、そしてウェルナーの言葉を信じるなら、自分に誓約を果たしたという月影で──いったい自分は彼の何を見て、何を信じればいいのか。せめぎ合う思いを言葉にするのはひどく難しくて、最後エリーナの口をついて出たのは、ひどく平へい凡ぼんな問いかけでしかなかった。

「ディノ、あなたは本当にリュークなの？」

「うん。今は君と同じように違ちがう名前で呼ばれてるけどね」

「……ずっと、あなたは私を庇って死んだんだと思ってたわ」

「心配かけてごめん。あの時は俺も自分で死んだと思ったよ。けど、あの夜、影の力を継つぐ叔お父じが俺を城から連れ出してくれて、気づいた時、俺は王都にある彼の家にいたんだ。それからはミモザ州に戻るわけにもいかなくて、ディノ・ストラードとして生きてきた」

「そうだったの……でも、なぜずっと黙だまってたの？　最初に教えてくれたらよかったのに」

　そうすれば、自分たちはこんな回り道をする必要もなかった。暗にそう言うエリーナを見て、ディノは少し困ったようにほほえんだ。

「君の言う通りだね。だけど──」

　息を詰つめて答えを待つ。しかし、続くはずの言葉は激しさを増した喧けん噪そうにかき消された。鬨ときの声とも違う。怒ど号ごうや悲鳴の入り混じる中に、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが生まれる。

　騒さわがしい夜の気配はエリーナの目に執しつ政せい官としての光を呼び戻した。

（悠ゆう長ちように話してる場合じゃなかったわ！　外では今、何が起きてるの!?）

　慌あわてて窓に駆け寄る。そこから見えた光景に、エリーナは戦せん慄りつを覚えた。

（なに、これ……これが州都だというの？）

　眼下に広がる世界は、夜とは思えぬほどに明るかった。北部を中心に所々に上がった火の手と、必死で逃のがれようとする人々のざわめきがえもいわれぬ熱気を生み出している。そして遠く、州都の内と外を隔へだてている城じよう壁へきの周りでは無数の光がちらちらと揺ゆれて見えた。それは闇やみを追いやろうとする篝かがり火びと、その光を受けて反射する武具の数々。

「ウェルナーについたミモザ州軍の手引きで、城壁を突とつ破ぱされたのかもしれない」

「なんですって!?」

　ディノの言葉がエリーナの呪じゆ縛ばくを解いた。考えるよりも先に足が動く。部屋を飛び出しかけた。その前に、ディノが立ちふさがった。

「待ってよ、エリーナ。君が今から一人で行ったところで手て遅おくれだ」

「……それでも、私は執政官として行かなければならないわ」

　執政官である自分には、最後まで全力を尽くす責任がある。何よりこのミモザの地で、五年前と同じ虚しさを二度と味わいたくなかった。

　ディノは動かなかった。エリーナを見つめ返す。その双眸にフッとやわらかな光が宿った。

「別に、俺は君にあきらめろとは言ってないよ」

「え？」

　それなら、なぜ自分を止めたのか。戸と惑まどうエリーナの前に、大きな手が差し出された。

「俺の存在を忘れないでよ。この手は君を支えるためにある」

「……私がビアンカだから、影として私を助けてくれるというの？」

「違うよ。君の名前だとか肩かた書がきだとか、俺にとってはどうでもいい。俺は君とパートナーでいたいだけだ」

　エリーナは無言のまま、目の前の手と深い黒こく瞳とうを何度も見比べた。

　この手を取るのが、本当はずっと──恐こわかった。

　あの夜から五年、外そと面づらの下に本当の自分を隠かくして生きてきた。誰だれも信じず、頼たよらず、強がって、強がって、完かん璧ぺきな自分を演じ続けてきた。差し出された手を握にぎり返したら最後、何もできなかった頃ころの弱い自分に戻もどってしまうのではないかと、不安に怯おびえていた。けれど──。

「エリーナ！」

　自分を呼ぶ、力強い声。差し伸のべられた手は自分を守るのでも一方的に引っ張ろうとするのでもなく、隣となりで一いつ緒しよに歩もうとしてくれた。だから──。

（大だい丈じよう夫ぶ。この手を取ったところで、昔の自分になんて戻らないわ。この人となら、私は自分の足で一緒に前へ進んで行ける）

　自分を見つめる漆しつ黒こくの双眸に向けて、エリーナは手を伸ばした。指と指が互たがいを求めるように絡からみ合い、身体ごと引き寄せられる。頰に触ふれたのは心ここ地ちよいぬくもりだった。

「絶対に、何があっても君を支えるから」

「……あなたには何か考えがあるの？」

「君がいてくれれば、俺は月影としての力を完全に解放できる」

「どういうこと？　ウェルナーも言ってたけど、私はあなたの誓約を受けてなんて──」

「事情はあとで説明する。ミモザ州を守りたいなら、今は俺を信じて力を貸してほしい」

　不ふ審しんに彩いろどられたエリーナの眼まな差ざしは、まっすぐな瞳を前に徐じよ々じよにその色を薄めていった。

　本音を言うなら、少し恐かった。しかし、引き返す気にはならなかった。ディノが自分を信じてくれたように、自分も彼を信じると決めたのだから。

「わかったわ。それで、私は何をすればいいの？」

　ディノが耳元でささやくように告げる。エリーナはうなずくと、彼の額に手を置いた。大きく息を吸い、伝えられた言葉に息を吹ふきこむ。

「汝なんじを我に捧ささげよ。月影の名の下もとに、汝の力を解き放て！」

　解放の呪じゆ文もんがディノを貫つらぬく。固かた唾ずを吞のんで見守る中、触れた額の先に闇が生まれた。夜よりもなお深きその色はゆっくりとディノを包んでいき、やがて彼の身体は完全に闇に溶とけた。
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　蒼あおい月光が降り注ぐ中、自分に向けられた銃じゆう口こうの群れをジェラルドは無感動に見つめていた。

（まさか、この俺が州軍に追い詰められる日が来ようとはな。情けない）

　ミモザ州を覆おおう暗雲に気づいてはいても、手を打つのが遅おくれた。自分の器量を嘲あざ笑わらって、口元に皮肉げな笑えみを刻む。その耳元で、ロレンツォがささやくように告げた。

「殿でん下か、活路を開きます」

　無機質な眼差しを周囲に向けたまま、接近戦を覚かく悟ごして刃やいばを構える。その異様な気き迫はくに圧あつ倒とうされて、州兵たちの間に緊張が走った。銃口の先が小刻みに震ふるえる。その時、

「馬ば鹿か者どもが！」

　雷かみなりのように鋭するどい一いつ喝かつが闇を切り裂さいた。時が止まったように、州兵ばかりかロレンツォまでもがその場に凍こおりつく。声の主はジェラルドだった。銃口も刃もすべて無視して包囲の中心に進み出ると、彼は州兵一人一人の顔を見て告げた。

「一部の貴族どもにいいように踊おどらされて、おまえたちは何を考えている？　独立してバラノフ王国についたとして、そのあとはどうするつもりだ!?　裏切りを放置しておくほど我が王国は甘くないぞ！」

　今まで考えないようにしてきた現実をつきつけられて、州兵たちの顔が不安に歪む。

「今なら、まだ間に合う。ジェラルド・ディ・ヴィスコンティの名において、おまえたち一いつ般ぱん兵の処しよ遇ぐうは不問に付す。だから、今すぐに武器を置け！」

　州兵たちの間に動どう揺ようが走る。中には銃口を完全に逸そらす者も現れた。が、誰一人として武器を置くことはなかった。いや、正確にはそうしている時間がなかった。

「城門を突破されたぞ！」

　悲鳴に近い叫さけびが遠くで上がる。誰が、と問うまでもなかった。

（くっ──！　バラノフの連中がついに来たか！）

　食いしばった歯の隙すき間まから、声にならない焦しよう燥そうが漏もれる。

　玉座を見み据すえて十九年。伸ばした手はそのはるか手前で朽くちることになるのか。

（まだ何か方法はあるはずだ！　何か──！）

　活路を求めて、辺りを見回す。その前に、指揮官らしき男が進み出た。底光りする双そう眸ぼうにすごまれて彼は一いつ瞬しゆんひるんだようだが、それでも自分の職務を忘れはしなかった。

「う、撃うて！」

　震える腕うでを振ふり上げて叫ぶ。ジェラルドは覚悟して目を閉じた。鋭い痛みが全身を貫くのを待つ。やがて、銃じゆう声せいが闇に轟とどろいた。
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　エリーナの指が額に触れた。その先から身体からだが闇に溶けていくのをディノは感じていた。

　自我はあるのに、自分はない。世界はあるのに、世界と自分の境はわからない。まるで夢の中のようにふわふわとして、目に映る現実は曇くもりガラスの向こうのようにぼやけて見える。

　そんな頼りない世界の中、目指したのは城壁だった。

　影かげの血を引く一族の末まつ裔えいとして、ミモザの地に生まれて十九年。影としての力を疎うとましいと思いはしても、誇ほこらしいと思ったことは今まで一度もなかった。

　最初の影がどんな思いで誓せい約やくを果たしたのかはわからない。ただ時が移ろうのに伴ともない、影の一族は変わっていった。自分たちは選ばれた人間なのだから、何をしても許される。影と女将軍の血を守るためなら、他人の人生を踏ふみにじることすら厭いとわない。その誇り高き傲ごう慢まんさには吐はき気がした。だけど──。

　城下に並ぶ建物の、逃にげ惑まどう人々の、ありとあらゆる影の間を伝って、城壁まで一気に駆かけ抜ぬけていく。眼下でキラリと光る武器の一群が見えた。武装した人の群れは城壁の外だけでなく、内にまで展開している。しかもその銃口が向けられた先には、見知った顔があった。

『殿下！』

　叫ぶと同時に、城壁の上から急降下する。州兵たちが銃じゆうの引き金に指をかけた。自分の伸ばした指先が地面に落ちた人ひと影かげに触れた。瞬しゆん間かん、銃が火を噴ふいた──ただし、空に向かって。

　ジェラルドの双眸に驚きよう愕がくの色が浮うかぶ。彼を囲む州兵たちも何が起きたのかわからずに、ポカンと口を開けている。城壁が落とす影の内で、ディノは一人安あん堵どの吐と息いきをついた。

　今ここでジェラルドに倒たおれられたら、取り返しのつかないことになる。中央は絶対にミモザ州を許さない。この大陸はまた戦乱の世に突とつ入にゆうする。それだけはなんとしても避さけたかった。

（夢を見るんだ。彼女と一緒に）

　戦いくさや生まれみたいに、自分ではどうしようもできないことのせいで人生を狂くるわされたりしない。努力さえすれば、誰もが望む生き方をできる世界。そんな幸せな夢を現実のものとする。そのために役立つというのであれば、この呪のろわれた力にも初めて感謝できる気がした。

　国王軍がジェラルドのもとに駆けつけたのを見て、ディノは夜の闇にふわりと舞まった。

　篝火が照らす中、城壁の外には無数の影が生まれていた。武具が鳴り、馬が引かれ、大たい砲ほうが運ばれる。それらが落とす影の間をすべり抜けて、奥へ奥へと向かう。

　やがてたどり着いた先には、一人の堂々たる偉い丈じよう夫ふがいた。バラノフ王国の軍人らしく、色素の薄うすい髪かみを後ろになでつけ、他ほかの男たちより頭一つ分高い身体を華はなやかな軍装に包んでいる。

「城門が閉じかけているだと!?　ミモザの連中は何をしている!?　我らを見捨てる気か！」

　報告に来た部下を頭ごなしに怒ど鳴なりつける。その胸にいくつもの勲くん章しようが煌きらめいているのを見て、ディノは確信した。間ま違ちがいない。彼こそがバラノフ王国の将だ。

「馬を引け！　俺は前線に出る。おまえたちは──」

　業ごうを煮にやした将軍が部下に命を下す。その途と中ちゆうで、大きな体たい軀くがビクンと跳はねた。

「閣下！　どうなさいましたか!?」

　異変を察した部下たちが駆け寄る。だが、誰も気づかなかった。将軍の影にもう一人の人影が重なっていたことに。

『馬に乗れ。そして、そのまま城門に向かうんだ！』

　将軍の身体はディノが思い描えがく通りに動いた。ムッツリと口を閉じたまま、部下たちの制止を振り切って、馬に飛び乗る。

「お待ちください！　閣下！」

　部下たちの叫びが尾おを引いて闇やみにこだまする。しかし、その夜、将軍が彼らのもとに帰ってくることはとうとうなかった。
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　聞こえたのは、確かに銃声だった。ジェラルドは血に染まる未来を覚悟して、目を閉じたつもりだった。が、いつまで経たっても予期した衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。

　王位継けい承しよう者を手にかけることが急に恐こわくなったのか。それなら、先ほどの銃声はなんだったのか。答えを探して目を開けた時、ジェラルドは飛びこんできた光景の意外さに息を吞んだ。州兵たちの持つ銃は皆みな一様に空を向いていたのだ。それが彼らの意志でないことは、大きく目を見開いた表情からわかる。

（……いったい何が起きたというんだ？）

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。その背に、国王軍の制服を纏まとった指揮官が追いすがってきた。

「殿下、ご無事でしたか！」

「ああ、俺はなんとかな。それより現状はどうなっている？」

「決して楽観的にはなれません。ですが──」

　指揮官が報告を続けようとした。その声を遮さえぎって、どよめくようなざわめきがジェラルドの耳に押し寄せた。悲鳴とも、鬨ときの声とも違ちがう。驚おどろきと戸と惑まどいに満ちたその声は、城じよう壁へきの外から聞こえてきている。

　今度はいったい何があったというのか。高みから全体を把は握あくするため、ジェラルドは城壁に向かった。異様な熱気が辺りを満たす中、尖せん塔とう部分まで一気に上り詰つめる。次の瞬間、彼は自分の正気を疑った。

　一頭の馬が狂ったような勢いでこちらに向かって駆けてくる。人の乗っていない暴れ馬かと思ったが、違う。その上には堂々たる体軀の軍人が乗っていた。

　馬は兵たちの間をすり抜け、一直線に城門を目指している。閉とざしかけた門の前に、国王軍の兵が立ちふさがる。このまま馬ごと強行突とつ破ぱするかと思われた。その時、軍人がひらりと馬から飛び降りた。啞あ然ぜんと見守る兵たちの前で、彼はひざまずいて、まっすぐに城壁を見上げた。

　色素の薄い瞳ひとみが碧い双眸を捉とらえる。そこに浮かんだ恐きよう怖ふの色に、ジェラルドは眉まゆ根ねを寄せた。急に狂ったわけでも、味方を裏切ったわけでもない。彼の顔は正気を保ったまま、見えない何かに怯おびえるように身体を小刻みに震ふるわせている。

「殿でん下か！　彼こそはバラノフ王国軍を率いている将です！」

　追いついた国王軍の指揮官がジェラルドの隣で軍人を指さす。

　なぜそんな大物が単たん騎きで城門に乗りこんできたのかわからなかったが、この機を逃のがすほどジェラルドは無能ではなかった。

「国王軍よ、聞け！　今こそバラノフ王国軍を追い出し、裏切り者を捕とらえるのだ！」

　ジェラルドの命を受けて、息を吹ふき返した国王軍が動く。その時、捕らわれた将軍の後ろで、一瞬ゆらりと黒い人影が揺ゆれて見えた。ジェラルドはとっさに目をこすった。どうやら見み間ま違ちがいだったらしい。再び目を向けた時、そこには夜の闇が広がるだけだった。
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　熱気を孕はらんだ春の風が、栗くり色いろの髪を夜空に吹き上げる。城を抜け、街の消火作業と避難誘導に当たっていたエリーナは夜明け前にふと足を止めた。城壁の外に展開するバラノフ王国軍の間を馬が単騎駆け抜けた。その直後に形勢がたちまち逆転したという報告を受けたのだ。

（国王軍がバラノフ王国軍を包囲したって……ディノはいったい何をしたの？）

　解放の呪じゆ文もんとともに、闇に溶とけた姿を思い出す。彼は月つき影かげとしての力を使って、事態を収めると言っていたが、それはどういうことなのか。いくら影とはいえ、銃じゆう弾だんの飛び交かう戦場で怪け我がなどしていないだろうか。不安と期待が、振り子のように交こう互ごに生まれては消えていく。

　ここはやはり一度様子を見に行った方がいいだろうか。街の鎮火と怪我人の救出が一段落したのを見計らって、現場の指揮を一時的に部下に委ねて城壁へ向かおうとした。その矢先、背後で生まれた一いち陣じんの風がエリーナの頰ほおをすり抜けた。反射的に振り返る。

「ディノ！　無事だったのね！」

　蒼あおい月影を浴びてもなお深き闇が人ひと気けのなくなった通りに佇たたずんでいた。その黒い横顔に、少しずつ色が差していき──やがて、姿を取り戻もどした美び貌ぼうがエリーナを見てほほえんだ。

「ただいま、約束を果たしてきたよ」

　いつもと同じ穏おだやかな声を耳にして、エリーナの口元が自然とほころぶ。

「おかえりなさい！　あなた、いったい何をしてきたの？　急に形勢が逆転したって聞いたけど」

「バラノフ王国軍の指揮官を捕らえて、殿下に引き渡わたしてきたんだ」

「……それは、月影としての力を使って？」

「うん。本当は一生使うことなんてないと思ってたんだけど」

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに、一いつ瞬しゆんだが過去を振ふり返るような切ない光がよぎる。その様をエリーナは近くでじっと見つめていた。気づいたディノが肩かたをすくめる。

「こういう力を持った男をパートナーにするのは、やっぱり嫌いや？」

「そんなことはないけど……」

　ディノが影であると知っても、もう恐いとは思わなかった。ただ、純じゆん粋すいにわからなかった。

「あなたは本当に私の月影なの？」

　ずっと心に引っかかっていた問いを口にする。ディノは少し困ったような表か情おでエリーナを見た。

「ずっと黙だまっててごめん。俺は影の力を継つぐミモザ貴族の出で、君に誓せい約やくを果たしていたんだ」

「でも、誓約には私の、その……口づけが必要なんでしょ？　そんなこと」

　してない──と、エリーナが最後まで続ける前に、ディノが首を大きく横に振った。

「みんな形式化した誓約の儀に囚とらわれ過ぎて忘れてるみたいだけど、本当は十七歳の誕生日まで待つ必要なんてないんだ。影と女将軍の血を引く者──二人の間に確かな信しん頼らいがあって、口づけをもらえさえすれば、いつでも誓約は成立する」

「でも……」

「俺が君に別れを告げた、前の日のことは覚えてる？」

「……え？　ええ、それはもちろん」

　急に過去の話を振られて、エリーナは面めん食くらいつつもうなずいた。

　忘れもしない。世界が違うから一いつ緒しよにいられないと、一方的に拒きよ絶ぜつされた。つらく哀かなしかった別れの前日は、いつものように中庭で遊んでいた。

「確かあの日は初代ミモザ卿きようの結けつ婚こん式ごっこをやって……って、まさか！」

　五年前の記き憶おくがまざまざと蘇よみがえる。幼さを残す少年の面おも影かげと、唇くちびるに感じたほのかな熱。自分はあのごっこ遊びのあと、リュークの──ディノの額に口づけをしたのだ。

（私ってば、なんてことを──！）

　ちらりと横を窺うかがう。ディノの口元にいたずらっぽい笑えみが浮うかんだのを見て、エリーナは思わず下を向いた。あの時は平気だったのに、なぜだろう。今は彼の顔をまともに見られない。

「その様子、思い出したみたいだね？」

　ビクッと震えそうになった肩の動きを、エリーナは懸けん命めいにこらえた。一人だけ変に意識している自分を知られたくなくて、目を伏ふせたままコックリとうなずく。

「俺も人に言われるまで気づかなかったけど、あの時の口づけが月影の誓約になったんだ」

「そ、そうだったのね」

　あくまで視線を合わせないようにしながら相づちを打つ。と、その時、うつむきかけたエリーナの顔をディノが急に覗のぞきこんできた。

「な、何をしてるの？」

「君の顔を見たいから」

「別にそんなことをしなくても、会話くらいできるわよ！」

「でも、俺は君とちゃんと向き合って、話したいことがあるんだ」

　てっきり自分をからかっているのかと思いきや、ふと真しん剣けんみを帯びた声に驚いて顔を上げる。視線を向けた先では、漆黒の瞳がまっすぐに自分を見つめていた。

「それと知らずに誓約を果たしてしまったあの日、俺には月影として生きる覚かく悟ごがなくて君から逃にげてしまった。だけど」

　黒くろ髪かみがふわりと揺れた。と、思った瞬しゆん間かん、ディノはエリーナの前にひざまずいていた。目を瞠みはる彼女の手を、彼は宝物にでも触ふれるようにそっと押し戴いただいて言った。

「五年前と違って、今はもう現実をわかってる。君が望むなら、俺は君の月影として生きることだってできるんだ……君は、どうしたい？」

　漆黒の双眸が応こたえを求めて自分を見上げる。再会してから何度も繰くり返し差し伸のべられた、その手は今いつもと違う形で目の前にある。

（これが、月影の在るべき姿なのかしら？）

　向けられた視線の熱さと反対に、エリーナは顔からだんだんと熱が引いていくのを感じた。ひどく冷めた心で、目の前の黒こく瞳とうと骨張った大きな手を見比べる。

　月影とは、女将軍の血を継ぐ者にとってどんな存在なのか。絶対の忠誠を誓ちかう者？　主あるじのためにすべてを捧ささげる者？　そんな在り方を、自分はディノに望んでいるのだろうか。

「エリーナ」

　応えを求めて、ディノが名を呼ぶ。エリーナはまっすぐに顔を上げた。

　悩なやむことなんてない。ディノの手を取ったあの時、すでに自分の心は決まっていたのだから。

「月影なんて、私にはいらないわ」

　きっぱりと告げる。その言葉は、目の前の美貌に深い翳かげりを落とした。

「……そうか、煩わずらわせて悪かったね」

　寂さみしげな微び笑しようだけを残して、触れたぬくもりが離はなれていく。その手をエリーナは握にぎり直した。戸と惑まどいに揺れる顔を無視して、沈しずんでいた目線を同じ位置まで引き上げる。

　ディノの顔をしっかりと正面から見つめて、エリーナは告げた。

「あなたは私のパートナーなんでしょ？　それなら、ひざまずいたりしないで！　私と同じ目線で世界を見て！　それに──」

　言いかけて、エリーナはふいと顔を背そむけた。

「支えられてばかりなんて、私は嫌なのよ。あなたがつらい時には私があなたを支えるから、そのつもりでいて！」

「…………」

　一方的な宣戦布告に、ディノは応えなかった。

（……私、何かまずいことを言っちゃったかしら？）

　ちらりと様子を窺う。次の瞬間、エリーナは驚おどろきに目を瞠った。目の前の端たん整せいな顔には今、見たこともないほど晴れ晴れとした笑みが浮かんでいたのだ。

「この先、何があっても俺は君の隣となりにいると誓うよ」

「え？　あ、そう。隣ね……」

　改めて真顔で言われると妙みように恥はずかしいものがあって、意味もなく咳せき払ばらいをしたり、制服の裾すそをいじったりしてしまう。そんなエリーナを見て、ディノが吹ふき出した。

「な、何がおかしいのよ？」

「いや、なんか君は名前が変わっても、やっぱり君のままなんだなと思って」

「……どういう意味よ？」

　ディノは笑うばかりで、答えてくれない。その心底嬉うれしそうな顔を見ていると、一人でムッとしているのもだんだんと馬ば鹿からしくなってきて、しまいにはエリーナも笑いだした。

　リュークもビアンカも、月影も女将軍の血も関係ない。

　蒼あおい月影の下で、二人はただのエリーナとディノとして、いつまでも笑い合っていた。
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　後世に「ミモザの乱」と呼ばれる一夜が明けたあと、エリーナとディノの二人は多た忙ぼうを極きわめた。バラノフ・ヴィスコンティ戦争の終結三十周年を祝う式典は当然流れ、代わりに両国の間では、今回の件を巡めぐって近々協議が行われることになった。一方、州内ではウェルナーが拘こう束そくされると同時に、病びよう床しようにあったレオン・ディ・アストルガーのミモザ卿復帰が決定した。

　あの夜から一ヶ月。ディノは今、長い間思い出の中にしかなかった庭に立っていた。

　春ももう終わりに近いのだろう。澄すんだ風が庭を吹き抜ぬけ、ミモザの花を頭上で揺ゆらす。はらはらと散りゆく黄金の花は、その誇ほこりに生きた男の最後をディノに思い起こさせた。

　──誓約を受けたこと、あなたは今に後こう悔かいしますよ。

　捕とらわれ、意識を失う直前に、ウェルナーは笑いながらそう言った。単なる最後の悪あがきだったのか、それとも何か深い意味があったのか、彼の真意はわからない。しかし、何を言われたとしても引く気はなかった。自分はエリーナの隣で生きていくと誓ったのだから。

（まさか再会した時にはこんな風になるなんて思わなかったけど）

　五年前のクーデターの夜、自分は死んだとエリーナが信じていたように、自分もまた彼女は殺されたと思っていた。彼女が生きて政務官になっていると知ったのは、ほんの偶ぐう然ぜんだった。

　国王臨席の式典で遠くから見かけた時、瞬しゆん時じに悟さとったのだ。彼女は、かつてビアンカと呼ばれていた少女だと。疑う余地などなかった。なぜなら影かげの血を引く自分には、女将軍の末まつ裔えいを直感的に見み抜ぬく力があったから。ただ相手が生きていると知ったところで、正体を明かすのはためらわれた。昔の名前を出したら、きっとすぐに心を開いてもらえる、信じてもらえるとわかっていた。けれど、彼女には今の自分自身を見て、パートナーに選んでもらいたかった。

（願いは叶かなった。いや、それ以上か……）

　彼女にはきっと永遠にわからない。従う者としてではなく、隣に立つ者として交かわした誓せい約やくを、自分がどれほど求めていたかなんて。

　黄金の花を振ふり仰あおいで、大きく息を吸う。その時、急に後ろから声をかけられた。

「ディノ！　どこに行ったかと思ったら、ここにいたのね！」

　思い出の中の少女とは違ちがう。少し大人びた声を聞いて、ディノはゆっくりと振り向むいた。




　艶つややかな美び貌ぼうが自分を見た。目が合った瞬間、エリーナはなんとも言えない気き恥はずかしさを覚えて、ふいっと視線を逸そらした。

（ディノってば、なんて顔をしてんのよ……）

　何かよほどいいことでもあったのか。そこには見ている者まで幸せになるような、極ごく上じようの笑みが浮かんでいたのだ。もっとも、本人に自覚はないのだろうが。

「少し休きゆう憩けいしてたんだ。レオン様のお具合はどう？」

　無防備な笑え顔がおを向けられる。一いつ瞬しゆん見とれた自分を隠かくそうとして、エリーナは咳せき払ばらいをした。

「ありがとう。おかげさまでだいぶよくなったわ。といっても、もとがひど過ぎたんだけど」

　何しろこの五年間、ずっと幽ゆう閉へいされていたのだ。意識を取り戻もどした時、レオンは足あし腰こしが立たないほどに弱っていた。さらには恋人であり月影でもあるマリアがエリーナと行動をともにしていなかったと知って、精神的にも相当なダメージを受けていた。彼女の身に何があったのかはわからない。五年前のあの夜、エリーナを死んだと見せかけて城の外に連れ出したあと、彼女はミモザ城に戻ってくることもなく行方を断ってしまったのだ。

　レオンの衰すい弱じやくは心身ともに激しく、一時はどうなることかと心配したが、今では机に着いて政務をこなせるまでに回復した。一度は病死したと公表された自分が、今さらレオンと兄きよう妹だいだと公おおやけに名乗ることは難しい。それでも自分ともう一人、昔なじみに再会できたことが、彼にとっては何よりの薬になったらしい。

「悪いんだけど、今日もまた、あとで兄様のところに顔を出してもらえないかしら？」

　エリーナが遠えん慮りよがちに頼たのむと、ディノは「それなら今行こう」と言って隣に並んだ。まるでそこが自分の定位置だと言わんばかりに、自然な仕草だった。

　間近で腕うでが触れそうになる。思わず逃げだしたくなった自分をエリーナは意志の力で押しとどめた。パートナーになると決めたのだから、隣を歩くのは当然だ。とはいえ、二人きりになるのは久しぶりなせいか、横の気配が妙に気になって落ち着かない。

（別に二人でいたからって何かあるわけじゃないし、お見舞いに行くだけなんだけど）

　かつてディノに感じていたものとは違う、それよりもっとそわそわしたような気まずさを覚えて、視線を下向けたまま歩く。と、ディノが横で口を開いた。

「そういえばエリーナ、君に確かく認にんしておきたいことがあるんだけど」

「な、何かしら？」

　わずかに身体からだをこわばらせる。エリーナの内心の動どう揺ように気づかなかったのか、あるいは無視しただけなのか、ディノは翡ひ翠すいの瞳ひとみをまっすぐに見て尋たずねた。

「君は、ビアンカ・ディ・アストルガーに戻るの？」

　ピタリ、とエリーナの足が止まった。それは考えてみればもっともな疑問だった。

　自分たち二人は、今回ジェラルドのごり押しで執しつ政せい官になったようなものだ。うまくいけばミモザの地を数年治めることになったかもしれない。だが、「ミモザの乱」が起きてしまった以上、詰つめ腹を切る者が必要だった。ミモザ卿きようの妹ではなく政務官として生きる道を選んだら、しばらくはミモザ州に戻ってこられないだろう。

（そうね。政情は安定してきたし、街の復興も進んでいる。ウェルナーたちの手から兄様とミモザ州を取り戻せたわけだから、当初の目的は一応果たせたのよね。兄様もそろそろ大丈夫そうだし、これからは……）

　ディノは瞬まばたきもせずに、じっと自分の応こたえを待っている。向けられた眼まな差ざしを正面から受け止めて、エリーナはきっぱりと告げた。

「私は政務官エリーナ・ガウディーニよ。今までも、そしてこれからも」

　この名を最初に使った時、自分の頭は兄とミモザ州のことで一いつ杯ぱいだった。けれど、今はそれだけじゃない。隣で自分を支えてくれる手がある。一いつ緒しよに見たい世界がある。そしてその実現のために、ミモザの姫ではなく中央の政務官だからこそできることがたくさんある。

「あなたはどうするの？」

「俺は君のパートナーだからね。俺もまた政務官ディノ・ストラードとして生きていくよ」

「そう。それじゃあ……」

　エリーナは言葉を切ると、ためらいがちにディノの前に手を差し出した。

「急にどうしたの？　もしかして城まで俺と手をつないで行きたくなったとか？」

（…………っ!?　少しは察してよ！　なんでわからないの？）

　自分でさんざんやっておきながら、どうしてこの意味を汲くみ取れないのか。空から振ぶりした思いが恥ずかしくて、エリーナの頰ほおが赤く染まる。その横で、ディノが小さく吹き出した。

「ごめん、冗じよう談だんだよ。本当はわかってた」

「え？　なら、どうして──」

　ディノの口元にいたずらっぽい笑みがひらめく。エリーナが抗こう議ぎの声を上げるよりも先に、彼は差し伸のべられた手を握にぎり返した。

「これからもよろしく、エリーナ。やっぱり俺たちはいいパートナーになれるよ」

　にっこり笑顔で押し切られて、エリーナは唇くちびるの端を曲げた。本当はいろいろと言いたかったが、今日のところは仕方ない。これでよしとしよう。そう思った途と端たん、張り詰めていたものが一気に緩ゆるむのを覚えて、エリーナはフーッと大きく息をついた。

「エリーナ？　どうかした？」

「別にたいしたことじゃないんだけど。これでまたあなたと友達に戻れるんだと思ったら、やっぱりその……嬉うれしくて」

　自分の気持ちを精せい一いつ杯ぱい、素す直なおに伝える。刹せつ那な、ディノの笑みにピシッとヒビが入った。

　てっきり一緒に喜んでもらえると思っていたエリーナは、予想とは正反対の姿を前にして、驚おどろきに目をしばたたかせた。

（私ってば、何かまずいことを言っちゃったのかしら？　──って、もしかして！　親友だと思ってたのは、実は私だけだったの!?）

　自分にとってディノはかけがえのない友であったが、彼にとっては違ったのだろうか。

（あれ？　でも、そうしたらディノに夢を語った親友って誰だれなの？）

　自分の他ほかにも同じようなことを言っていた人がいたのだろうか。

　黙だまりこんだ美貌を前に、どこからつっこめばいいかわからなくて、あたふたと焦あせる。すると、そんなエリーナの姿を見てディノが楽しそうに笑った。

「な、なに？」

「いや、考えてみたら、もう一度友達から始まる関係ってのも悪くないかもしれないな、と思って。これから順を追って君のいろんな顔を見ていけるんなら、それもいい」

（……外そと面づらじゃない私の顔ってことかしら？　それなら、もう十分見てると思うけど）

　確認したかったが、さっきのように的外れなことを言ったら恥はずかしいのでやめておく。

「行こう。レオン様が待ってるよ」

　エリーナの手をディノが取る。二人はやがて並んで歩きだした。




　城の窓から外を眺ながめていたジェラルドは、連れだって歩く部下二人の姿を見つけて、意外そうに目を見開いた。

（まさかこういう結末になるとは、さすがの俺も思わなかったな）

　エリーナをミモザ州の執政官に任命したのは、彼女がビアンカだと知っていたからではない。

　玉座に就つく将来を見み越こして、今のうちから優ゆう秀しゆうな味方となりうる者たちを見み極きわめ、そばに置いておきたかった。今回はその味方集めの一いつ環かんとして、有能だという若手二人の能力をテストしてやるつもりでミモザ州に送りこんだのだが──。

（ひょっとしたら期待以上の収しゆう穫かくがあったのかもしれないな）

　揺ゆれる栗くり色いろの髪かみを見下ろして、ジェラルドは口元にフッと皮肉げな笑みを刻んだ。

　最初はなんて笑顔のうさんくさい女だと思っていたが、あのふてぶてしいまでに完かん璧ぺきな笑みも慣れてくると悪くない。それに何より自分の手であの笑顔を崩くずしてやる──その瞬しゆん間かんを思い浮うかべると、今から楽しみでならなかった。

「やはりあいつは俺がもらっておくか」

　ぽつりとつぶやかれた宣言は誰にも聞かれることなく、窓から吹ふきこんだ風に溶とけて消えた。
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　はじめまして、麻ま木き琴こと加かです。本書をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　思い返せば今から約二年前、椿つばきの季節に庭を眺ながめていたのがすべての始まりでした。といっても、私の部屋から見えていたのは椿の葉っぱだけです。なぜなら、花がつくのはすべて道路側。我が家の椿は、通行人にだけいい顔を見せる完かん璧ぺきな外そと面づらの持ち主──外面椿だったのです。『外面姫』は花の季節なのに青々と茂しげる葉っぱを眺めながら、少しずつ紡つむいでいった物語です。

　本書が世に出るまで、本当に多くの方々のお世話になりました。右も左もわからず、迷走する私を辛しん抱ぼう強づよく支えてくださった担当様、賞の審しん査さで評価してくださった先生方、美び麗れいなイラストを描かいてくださったＣｉｅｌ様、いつも温かい言葉をくださる恩師の村本先生と家族、友人たち、そして何より本書をお手に取ってくださったあなた！　本書に関わってくださったすべての方々に、深い感謝の思いを捧ささげます。まだまだ作家として未熟な私ですが、外面姫とともに精しよう進じんしてまいりますので、次巻でまたお会いできることを期待しております。
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